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ＦＷ専用ファンド
（プレミアムコース）

ＦＷりそな円建債券アクティブファンド

ＦＷりそな国内株式アクティブファンド

ＦＷりそな先進国債券アクティブファンド

ＦＷりそな先進国＋
新興国債券アクティブファンド

ＦＷりそな先進国株式アクティブファンド

ＦＷりそな先進国＋
新興国株式アクティブファンド

ＦＷりそな絶対収益アクティブファンド

ＦＷりそな国内リートインデックスオープン

ＦＷりそな先進国リートインデックスオープン

運用報告書（全体版）
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投資対象とする投資信託証券
投 資 信 託 証 券

ＦＷりそな円建債券
アクティブファンド

明治安田日本債券アクティブ・ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用）
アムンディ円債アクティブ・ファンド（適格機関投資家専用）
りそな日本債券ファンド・コア・アクティブ（適格機関投資家専用）
ＲＭ国内債券マザーファンド
ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
キャリーエンハンスト・グローバル債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
Oneヘッジ付外国債券アクティブファンド（FOFs用）（適格機関投資家限定）
ＲＭ先進国債券マザーファンド（為替ヘッジあり）

ＦＷりそな国内株式
アクティブファンド

ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs用）（適格機関投資家専用）
ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs用）（適格機関投資家専用）
りそな日本株リサーチ戦略ファンド（適格機関投資家専用）
りそな国内株式リサーチαファンド（適格機関投資家専用）
りそな国内株式グローバル企業ファンド（適格機関投資家専用）
ＲＭ国内株式マザーファンド

ＦＷりそな先進国債券
アクティブファンド

三菱ＵＦＪ国際 海外債券オープン（適格機関投資家限定）
ノムラFOFs用・海外アクティブ債券ファンド（適格機関投資家専用）
グローバル債券コア・ファンド（適格機関投資家専用）
ブランディワイン外国債券ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用）
Amundi Funds パイオニア・US・コーポレート・ボンド（クラスI2 JPY）
ＲＭ先進国債券マザーファンド

ＦＷりそな先進国＋
新興国債券アクティブ
ファンド

三菱ＵＦＪ国際 海外債券オープン（適格機関投資家限定）
ノムラFOFs用・海外アクティブ債券ファンド（適格機関投資家専用）
グローバル債券コア・ファンド（適格機関投資家専用）
ブランディワイン外国債券ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用）
Amundi Funds パイオニア・US・コーポレート・ボンド（クラスI2 JPY）
ＲＭ先進国債券マザーファンド
ＧＩＭ ＦＯＦｓ用新興国現地通貨ソブリン・ファンドF（適格機関投資家専用）
エマージング債券ファンド（為替戦略型）（ＦｏＦｓ用）（適格機関投資家専用)
ＲＭ新興国債券マザーファンド
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投 資 信 託 証 券

ＦＷりそな先進国株式
アクティブファンド

シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用）
インターナショナル株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
コクサイ計量株式ファンド（適格機関投資家専用）
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
フィデリティ・欧州株・ファンド（適格機関投資家専用）
りそな先進国厳選株式ファンド（適格機関投資家専用）
ＲＭ先進国株式マザーファンド

ＦＷりそな先進国＋
新興国株式アクティブ
ファンド

シュローダー先進国外国株式ファンド（適格機関投資家専用）
インターナショナル株式ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）
コクサイ計量株式ファンド（適格機関投資家専用）
アライアンス・バーンスタイン・米国成長株投信（為替ヘッジなし）（適格機関投資家専用）
フィデリティ・欧州株・ファンド（適格機関投資家専用）
りそな先進国厳選株式ファンド（適格機関投資家専用）
ＲＭ先進国株式マザーファンド
アライアンス・バーンスタイン・エマージング成長株ファンド（適格機関投資家専用）
シュローダー・グローバル・エマージング株式ファンドF（適格機関投資家専用）
UBS 新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）
ＲＭ新興国株式マザーファンド

ＦＷりそな絶対収益
アクティブファンド

ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）
国内高配当株ベータヘッジ（FOFｓ用）（適格機関投資家専用）
ＦＯＦｓ用ＧＢＣＡファンドＲ（適格機関投資家専用）
世界株式トレンドフォローLS戦略（FOFs用／適格機関投資家専用）
りそなDAAマルチアセットファンド（適格機関投資家専用）
ＲＭマネーマザーファンド

ＦＷりそな国内リート
インデックスオープン ＲＭ国内リートマザーファンド

ＦＷりそな先進国リート
インデックスオープン ＲＭ先進国リートマザーファンド
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◇TUZ0215020220615◇ < >2150

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
お問い合わせ先（コールセンター）
ＴＥＬ　０１２０－１０６２１２

（営業日の９：00～17：00）
https://www.daiwa-am.co.jp/

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 無期限（設定日：2014年11月14日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめ
ざして運用を行ないます。

主要投資対象
ベビーファンド ネオ・ヘッジ付債券マザーファ

ンドの受益証券
ネオ・ヘッジ付債券
マ ザ ー フ ァ ン ド 先進国通貨建て債券

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の
10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信
託財産の成長に資することを目的に、配当等収益
の中から基準価額の水準等を勘案して分配金額を
決定します。ただし、配当等収益が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

ネオ・ヘッジ付債券ファンド
（FOFs用）（適格機関投資家専用）

運用報告書（全体版）
第８期

（決算日　2022年６月15日）
（作成対象期間　2021年６月16日～2022年６月15日）

受益者のみなさまへ

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
　さて、「ネオ・ヘッジ付債券ファンド
（FOFs用）（適格機関投資家専用）」は、
このたび、第８期の決算を行ないました。
　ここに、当作成期の運用状況をご報告申し
上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。
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1

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス

（除 く 日 本 、 円 ヘ ッ ジ） 公 社 債
組入比率

債券先物
比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込み

分配金
期 中
騰落率 (参考指数) 期 中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

４期末(2018年６月15日) 10,427 0 △ 2.1 10,351 △ 1.9 96.8 － 20,670
５期末(2019年６月17日) 11,027 0 5.8 10,874 5.1 96.4 － 41,961
６期末(2020年６月15日) 11,532 0 4.6 11,540 6.1 96.0 － 45,331
７期末(2021年６月15日) 11,539 0 0.1 11,319 △ 1.9 98.0 － 79,803
８期末(2022年６月15日) 9,832 0 △14.8 9,789 △13.5 98.8 △6.7 75,975
（注１）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注２）ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）は、ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）の原データをもとに、当

ファンド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）は、
FTSE Fixed Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関する
すべての権利はFTSE Fixed Income LLCが有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注５）公社債および債券先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注６）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債）を除きます。
（注７）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
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2

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

運用経過

基準価額等の推移について

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

＊分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す
ものです。

（円）

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000
（億円）

0

500

1,000

1,500

2,000

期　首
（2021.６.15）

期　末
（2022.６.15）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） 純資産総額（右軸）

■基準価額・騰落率
期　首：11,539円
期　末： 9,832円（分配金0円）
騰落率：△14.8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
　投資している債券の利息収入がプラス要因となった一方で、債券価格の下落がマイナス要因となり、
基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。
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3

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

年 月 日
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス

（除 く 日 本 、 円 ヘ ッ ジ） 公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率騰 落 率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年６月15日 11,539 － 11,319 － 98.0 －

６月末 11,507 △ 0.3 11,307 △ 0.1 97.1 －
７月末 11,685 1.3 11,504 1.6 96.7 －
８月末 11,688 1.3 11,507 1.7 96.7 －
９月末 11,504 △ 0.3 11,326 0.1 97.5 －
10月末 11,441 △ 0.8 11,319 △ 0.0 97.0 △2.1
11月末 11,487 △ 0.5 11,391 0.6 96.0 △2.1
12月末 11,454 △ 0.7 11,289 △ 0.3 98.4 △3.5

2022年１月末 11,280 △ 2.2 11,149 △ 1.5 96.6 △3.6
２月末 11,049 △ 4.2 10,914 △ 3.6 96.3 △3.5
３月末 10,719 △ 7.1 10,624 △ 6.1 100.3 △4.5
４月末 10,483 △ 9.2 10,392 △ 8.2 96.2 △4.4
５月末 10,371 △10.1 10,283 △ 9.2 98.3 △6.2

（期末）2022年６月15日 9,832 △14.8 9,789 △13.5 98.8 △6.7
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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4

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

投資環境について (2021.６.16～2022.６.15)

■海外債券市況
海外債券市況は、金利は上昇（債券価格は下落）しました。
　インフレ圧力が強まる中で、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）をはじめ
とした各国の中央銀行の金融引き締め観測が高まったことなどを受けて、金利は上昇しました。

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド」の受益証券を高位で組み入れます。
■ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替ヘッジを行うことにより、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上とし、対円で為替
ヘッジを行うことを前提に、各国の長短金利の状況、信用環境、流動性等を考慮しポートフォリオを構
築します。

ポートフォリオについて (2021.６.16～2022.６.15)

■当ファンド
「ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド」の受益証券を高位で組み入れました。
■ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替ヘッジを行うことにより、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行いました。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上とし、対円で為替
ヘッジを行うことを前提に、各国の長短金利の状況、信用環境、流動性等を考慮してポートフォリオを
構築しました。
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5

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

ベンチマークとの差異について

　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
　以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。
　参考指数は先進国の海外債券市場の動向を表す代表的な指数として掲載しております。

（％）

-16.0
-14.0
-12.0
-10.0
-8.0
-6.0
-4.0
-2.0
0.0

当期
（2021.６.15～2022.６.15）

基準価額
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

■分配原資の内訳（１万口当り）

項 目
当 期

2021年６月16日
～2022年６月15日

当期分配金（税込み） （円） ―

対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 1,705
（注１）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額
です。

（注２）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注３）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

　当作成期は、運用効率等を勘案して、収益分配を見送らせていただきました。
　なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
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6

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

今後の運用方針
■当ファンド
「ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド」の受益証券を高位で組み入れます。
■ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替ヘッジを行うことにより、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行います。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢＢ格相当以上とし、対円で為替
ヘッジを行うことを前提に、各国の長短金利の状況、信用環境、流動性等を考慮してポートフォリオを
構築します。
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7

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

１万口当りの費用の明細

項 目
当期

（2021.６.16～2022.６.15） 項 目 の 概 要
金 額 比 率

信 託 報 酬 53円 0.473％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率

当作成期中の平均基準価額は11,206円です。

（投 信 会 社） （49） （0.440）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価額の計算、法
定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （1） （0.011） 販売会社分は、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社） （2） （0.022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 0 0.002
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション） （0） （0.002）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 2 0.021 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用） （2） （0.016）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用） （0） （0.003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他） （0） （0.002） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 計 56 0.496
（注１）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算

出した結果です。
（注２）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注３）各比率は１万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第３位未満を四捨五入してあり

ます。
（注４）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払った金額のう

ち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、各項目の費用は、当該
投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「１万口当りの費用の明細」が取得でき
るものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■組入資産明細表
　親投資信託残高

種 類
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド 66,608,098 74,100,517 75,589,937
（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年６月15日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド 75,589,937 99.3
コール・ローン等、その他 569,530 0.7
投資信託財産総額 76,159,468 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、６月15日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
135.01円、１カナダ・ドル＝104.20円、１オーストラリア・ドル＝
93.10円、１イギリス・ポンド＝162.21円、１スウェーデン・クローネ
＝13.25円、１メキシコ・ペソ＝6.565円、１ポーランド・ズロチ＝
30.093円、１ユーロ＝140.80円です。

（注３）ネオ・ヘッジ付債券マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資
産（79,199,573千円）の投資信託財産総額（80,883,148千円）に対す
る比率は、97.9％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年６月15日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 76,159,468,307円

コール・ローン等 569,530,720
ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド(評価額) 75,589,937,587

(Ｂ) 負債 184,321,672
未払信託報酬 183,213,258
その他未払費用 1,108,414

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 75,975,146,635
元本 77,272,053,167
次期繰越損益金 △ 1,296,906,532

(Ｄ) 受益権総口数 77,272,053,167口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,832円

＊期首における元本額は69,159,200,782円、当作成期間中における追加設定元本
額は23,592,431,218円、同解約元本額は15,479,578,833円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9,832円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は1,296,906,532円で
す。

■売買および取引の状況
　親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年６月16日から2022年６月15日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド 22,246,317 25,315,370 14,753,898 17,393,227
（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

　当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。
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9

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■損益の状況
当期　自2021年６月16日　至2022年６月15日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △       101,441円

受取利息 9,539
支払利息 △       110,980

(Ｂ) 有価証券売買損益 △11,524,618,683
売買益 286,529,778
売買損 △11,811,148,461

(Ｃ) 信託報酬等 △   362,306,143
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △11,887,026,267
(Ｅ) 前期繰越損益金 1,872,441,357
(Ｆ) 追加信託差損益金 8,717,678,378

(配当等相当額) (　 9,237,190,526)
(売買損益相当額) (△   519,512,148)

(Ｇ) 合計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 1,296,906,532
次期繰越損益金(Ｇ) △ 1,296,906,532
追加信託差損益金 8,717,678,378
(配当等相当額) (　 9,237,190,526)
(売買損益相当額) (△   519,512,148)
分配準備積立金 3,944,872,038
繰越損益金 △13,959,456,948

（注１）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注３）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 1,270,296,866円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収益調整金 9,237,190,526
(ｄ) 分配準備積立金 2,674,575,172
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 13,182,062,564
(ｆ) 分配金 0
(ｇ) 翌期繰越分配対象額(ｅ－ｆ) 13,182,062,564
(ｈ) 受益権総口数 77,272,053,167口

－ 91 －
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10

ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ネオ・ヘッジ付債券マザーファンド

運用報告書　第８期（決算日　2022年６月15日）

（作成対象期間　2021年６月16日～2022年６月15日）

ネオ・ヘッジ付債券マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 先進国通貨建て債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下とします。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

期　首
（2021.６.15）

期　末
（2022.６.15）

基準価額

年 月 日
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス

（除 く 日 本 、 円 ヘ ッ ジ）
公 社 債
組 入
比 率

債 券
先 物
比 率騰落率 (参考指数) 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
(期首)2021年６月15日 11,922 － 11,319 － 98.5 －

６月末 11,891 △ 0.3 11,307 △ 0.1 97.6 －
７月末 12,081 1.3 11,504 1.6 97.2 －
８月末 12,089 1.4 11,507 1.7 97.2 －
９月末 11,902 △ 0.2 11,326 0.1 98.0 －
10月末 11,840 △ 0.7 11,319 △ 0.0 97.5 △2.1
11月末 11,893 △ 0.2 11,391 0.6 96.4 △2.1
12月末 11,864 △ 0.5 11,289 △ 0.3 98.8 △3.5

2022年１月末 11,687 △ 2.0 11,149 △ 1.5 97.1 △3.6
２月末 11,451 △ 4.0 10,914 △ 3.6 96.7 △3.5
３月末 11,112 △ 6.8 10,624 △ 6.1 100.8 △4.5
４月末 10,874 △ 8.8 10,392 △ 8.2 96.7 △4.4
５月末 10,761 △ 9.7 10,283 △ 9.2 98.8 △6.3

(期末)2022年６月15日 10,201 △14.4 9,789 △13.5 99.3 △6.7
（注１）騰落率は期首比。
（注２）ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）は、ＦＴＳＥ世界

国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）の原データをもとに、当ファン
ド設定日を10,000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ヘッジ）は、FTSE Fixed 
Income LLCにより運営されている債券インデックスです。同指数はFTSE 
Fixed Income LLCの知的財産であり、指数に関するすべての権利はFTSE 
Fixed Income LLCが有しています。

（注３）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注４）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注５）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債）を除きます。
（注６）債券先物比率は買建比率－売建比率です。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：11,922円　期末：10,201円　騰落率：△14.4％
【基準価額の主な変動要因】
　投資している債券の利息収入がプラス要因となった一方で、債券価
格の下落がマイナス要因となり、基準価額は下落しました。

◆投資環境について
○海外債券市況
海外債券市況は、金利は上昇（債券価格は下落）しました。
　インフレ圧力が強まる中で、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）
やＥＣＢ（欧州中央銀行）をはじめとした各国の中央銀行の金融引
き締め観測が高まったことなどを受けて、金利は上昇しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替
ヘッジを行うことにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成
長をめざして運用を行います。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢ
Ｂ格相当以上とし、対円で為替ヘッジを行うことを前提に、各国の長
短金利の状況、信用環境、流動性等を考慮しポートフォリオを構築し
ます。
◆ポートフォリオについて
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替
ヘッジを行うことにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成
長をめざして運用を行いました。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢ
Ｂ格相当以上とし、対円で為替ヘッジを行うことを前提に、各国の長
短金利の状況、信用環境、流動性等を考慮してポートフォリオを構築
しました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
　当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、「当作成
期中の基準価額と市況等の推移」をご参照ください。
　参考指数は先進国の海外債券市場の動向を表す代表的な指数として
掲載しております。

《今後の運用方針》
　先進国通貨建債券に投資し、為替変動リスクを低減するための為替
ヘッジを行うことにより、安定した収益の確保と信託財産の着実な成長
をめざして運用を行います。
　組み入れる債券（国債を除く。）の格付けは、取得時においてＢＢＢ
格相当以上とし、対円で為替ヘッジを行うことを前提に、各国の長短金
利の状況、信用環境、流動性等を考慮してポートフォリオを構築します。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 0円
（先物・オプション） （0）
有価証券取引税 ―
その他費用 2
（保管費用） （2）
（その他） （0）

合　　計 2
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■主要な売買銘柄
　公　社　債

（2021年６月16日から2022年６月15日まで）
当 期

買 付 売 付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
AUSTRALIAN GOVERNMENT BOND（オーストラリア） 1% 2031/11/21 5,080,845 Province of Quebec Canada（カナダ） 1.9% 2030/9/1 5,259,284
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1.875% 2041/2/15 4,686,486 Italy Buoni Poliennali Del Tesoro（イタリア） 3.75% 2024/9/1 5,194,014
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND（アメリカ） 1.875% 2032/2/15 3,570,051 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 0.375% 2025/12/31 5,138,127
CANADIAN GOVERNMENT BOND（カナダ） 0.5% 2023/11/1 3,328,217 BRITISH COLUMBIA（カナダ） 1.55% 2031/6/18 4,171,694
ITALIAN GOVERNMENT BOND（イタリア） 1.65% 2030/12/1 2,891,649 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1.625% 2031/5/15 3,668,371
SVERIGES SAKERSTALLDA OBLIGATIONER AB（スウェーデン） 0.25% 2027/6/9 2,329,959 ONTARIO PROVINCE（カナダ） 2.05% 2030/6/2 3,288,683
ITALIAN GOVERNMENT BOND（イタリア） 0.6% 2031/8/1 2,062,899 Italy Buoni Poliennali Del Tesoro（イタリア） 4.5% 2024/3/1 3,024,356
Italy Buoni Poliennali Del Tesoro（イタリア） 4.5% 2026/3/1 1,976,796 ONTARIO PROVINCE（カナダ） 2.9% 2028/6/2 2,532,702
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND（アメリカ） 1.375% 2031/11/15 1,948,111 CANADIAN GOVERNMENT BOND（カナダ） 0.5% 2023/11/1 1,900,234
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 0.5% 2026/2/28 1,884,013 ITALIAN GOVERNMENT BOND（イタリア） 2.45% 2023/10/1 1,676,668
（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
(1) 公　社　債

（2021年６月16日から2022年６月15日まで）
買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ
国債証券 120,275 106,911

(    224)

社債券 19,986 2,140
(  3,130)

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

カナダ
国債証券 36,237 18,474

(      －)

地方債証券 44,775 197,866
(      －)

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル

オーストラリア
国債証券 60,177 13,103

(      －)

社債券 7,718 －
(      －)

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス 国債証券 7,934 3,235

(      －)
千スウェーデン・クローネ 千スウェーデン・クローネ

スウェーデン 社債券 175,846 －
(      －)

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ
メキシコ 国債証券 409,605 －

(      －)
千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ

ポーランド 国債証券 4,368 －
(      －)

(2) 先物取引の種類別取引状況
（2021年６月16日から2022年６月15日まで）

種 類 別 買 建 売 建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円
債券先物取引 15,716 12,157 25,284 16,960

（注１）金額は受渡し代金。
（注２）単位未満は切捨て。

買 付 額 売 付 額

外

国

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ
(オランダ) 国債証券 － 1,640

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(ベルギー) 国債証券 5,044 －

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(フランス) 国債証券 5,831 －

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(スペイン) 国債証券 － 7,537

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(イタリア) 国債証券 84,506 96,495

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(その他) 特殊債券 10,409 －

(      －)
千ユーロ 千ユーロ

ユーロ
(ユーロ　通貨計)

国債証券 95,383 105,674
(      －)

特殊債券 10,409 －
(      －)

（注１）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）(　 )内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注３）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注４）単位未満は切捨て。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■組入資産明細表
(1) 外国（外貨建）公社債（通貨別）
作 成 期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組 入 比 率 う ち Ｂ Ｂ 格
以下組入比率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額 ５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 268,850 230,309 31,094,143 40.6 － 21.6 18.4 0.6

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カナダ 23,500 21,931 2,285,286 3.0 － 0.4 0.3 2.3

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 89,500 74,571 6,942,645 9.1 － 8.4 0.6 －

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス 25,700 21,058 3,415,904 4.5 － 2.8 1.7 －

千スウェーデン・クローネ 千スウェーデン・クローネ
スウェーデン 260,000 228,568 3,028,533 4.0 － － 4.0 －

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ
メキシコ 423,000 398,908 2,619,035 3.4 － 3.1 0.3 －

千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ
ポーランド 45,000 27,668 832,642 1.1 － 1.1 － －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（オランダ） 3,800 4,237 596,630 0.8 － 0.7 0.1 －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（ベルギー） 5,000 3,616 509,137 0.7 － 0.7 － －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（フランス） 17,000 11,339 1,596,624 2.1 － 2.1 － －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（スペイン） 6,500 6,114 860,991 1.1 － 1.1 － －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（イタリア） 161,600 149,187 21,005,643 27.4 － 11.8 15.7 －
ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
（その他） 11,500 9,390 1,322,192 1.7 － 1.5 0.2 －
ユーロ
（小計） 205,400 183,886 25,891,218 33.8 － 17.9 15.9 －
合 計 － － 76,109,411 99.3 － 55.3 41.1 2.9

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注３）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注４）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

(2) 外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
アメリカ United States Treasury Note/Bond 国 債 証 券 3.5000 1,000 995 134,397 2039/02/15

United States Treasury Note/Bond 国 債 証 券 2.0000 14,000 10,262 1,385,472 2050/02/15
United States Treasury Note/Bond 国 債 証 券 0.3750 28,000 24,996 3,374,769 2025/12/31
United States Treasury Note/Bond 国 債 証 券 1.8750 47,500 35,635 4,811,206 2041/02/15
United States Treasury Note/Bond 国 債 証 券 0.5000 58,000 51,755 6,987,539 2026/02/28
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 国 債 証 券 1.3750 17,000 14,133 1,908,204 2031/11/15
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 国 債 証 券 1.8750 27,000 23,448 3,165,807 2032/02/15
UNITED STATES TREASURY NOTE/BOND 国 債 証 券 2.2500 15,500 12,058 1,628,001 2052/02/15
Mexico Government International Bond 国 債 証 券 4.5000 2,000 1,917 258,900 2029/04/22
JPMorgan Chase & Co 社 債 券 2.3010 1,000 948 128,020 2025/10/15
GlaxoSmithKline Capital Inc 社 債 券 3.8750 1,500 1,456 196,706 2028/05/15
HSBC USA Inc 社 債 券 3.5000 300 296 40,024 2024/06/23
Credit Agricole SA/London 社 債 券 3.2500 1,000 971 131,110 2024/10/04
MetLife Inc 社 債 券 3.0000 300 291 39,346 2025/03/01
Microsoft Corp 社 債 券 2.4000 1,000 944 127,543 2026/08/08
International Business Machines Corp 社 債 券 3.3000 1,000 961 129,845 2026/05/15
American Express Co 社 債 券 2.2028 1,500 1,500 202,614 2023/02/27
MIZUHO FINANCIAL GROUP INC 社 債 券 4.2540 2,000 1,883 254,277 2029/09/11
BNP Paribas SA 社 債 券 4.3750 2,000 1,944 262,578 2025/09/28
Exxon Mobil Corp 社 債 券 2.2750 2,000 1,863 251,607 2026/08/16
Mitsubishi UFJ Financial Group Inc 社 債 券 3.7770 1,000 987 133,285 2025/03/02
MITSUBISHI UFJ FINANCIAL GROUP INC 社 債 券 2.3090 3,000 2,385 322,019 2032/07/20
Boeing Co/The 社 債 券 3.1000 2,000 1,835 247,789 2026/05/01
SUMITOMO MITSUI FINANCIAL GROUP INC 社 債 券 1.9020 2,500 2,068 279,204 2028/09/17
SUMITOMO MITSUI FINANCIAL GROUP INC 社 債 券 3.0400 1,000 876 118,313 2029/07/16
HSBC Holdings PLC 社 債 券 4.3000 2,000 1,957 264,263 2026/03/08
HSBC HOLDINGS PLC 社 債 券 4.5830 1,000 947 127,876 2029/06/19
NATIONAL AUSTRALIA BANK LTD/NEW YORK 社 債 券 3.9050 2,000 1,932 260,887 2027/06/09
LLOYDS BANKING GROUP PLC 社 債 券 3.7500 1,500 1,404 189,576 2028/03/18
AMAZON.COM INC 社 債 券 1.6500 3,000 2,588 349,508 2028/05/12
McDonald's Corp 社 債 券 3.8000 1,500 1,433 193,503 2028/04/01
Caterpillar Financial Services Corp 社 債 券 3.3000 650 644 86,959 2024/06/09
John Deere Capital Corp 社 債 券 2.2500 2,000 1,856 250,597 2026/09/14
CITIGROUP INC 社 債 券 3.8750 500 489 66,045 2025/03/26
CITIGROUP INC 社 債 券 3.8870 2,000 1,892 255,490 2028/01/10
CITIGROUP INC 社 債 券 3.2000 1,500 1,404 189,628 2026/10/21
BANK OF AMERICA CORP. 社 債 券 3.5930 3,000 2,790 376,754 2028/07/21
Wells Fargo & Co 社 債 券 4.1250 200 201 27,151 2023/08/15
Wells Fargo & Co 社 債 券 4.1000 3,000 2,915 393,668 2026/06/03
MORGAN STANLEY 社 債 券 3.7500 200 200 27,110 2023/02/25
MORGAN STANLEY 社 債 券 3.8750 1,000 974 131,506 2026/01/27
MORGAN STANLEY 社 債 券 4.2100 2,000 1,924 259,772 2028/04/20
GOLDMAN SACHS GROUP INC. 社 債 券 4.0000 200 199 26,928 2024/03/03
GOLDMAN SACHS GROUP INC. 社 債 券 3.5000 2,000 1,944 262,540 2025/04/01
GOLDMAN SACHS GROUP INC. 社 債 券 4.2230 1,000 946 127,734 2029/05/01
ROYAL BANK OF CANADA 社 債 券 3.8750 2,000 1,832 247,403 2032/05/04
BPCE SA 社 債 券 3.3750 1,000 951 128,437 2026/12/02
BPCE SA 社 債 券 4.5000 1,000 977 131,983 2025/03/15
ABN AMRO Bank NV 社 債 券 4.8000 1,000 982 132,689 2026/04/18
Mizuho Financial Group Cayman 2 Ltd 社 債 券 4.2000 500 500 67,538 2022/07/18

通貨小計 銘 柄 数 50銘柄
金 額 268,850 230,309 31,094,143
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千カナダ・ドル 千カナダ・ドル 千円
カナダ CANADIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.5000 17,500 16,824 1,753,131 2023/11/01

BRITISH COLUMBIA 地 方 債 証 券 2.9500 2,000 1,536 160,063 2050/06/18
Province of Alberta Canada 地 方 債 証 券 2.2000 2,000 1,872 195,120 2026/06/01
Province of Alberta Canada 地 方 債 証 券 2.0500 2,000 1,698 176,971 2030/06/01

通貨小計 銘 柄 数 4銘柄
金 額 23,500 21,931 2,285,286

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア AUSTRALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.0000 53,000 40,793 3,797,881 2031/11/21

JPMorgan Chase & Co 社 債 券 4.2150 2,000 1,830 170,430 2029/05/22
Standard Chartered PLC 社 債 券 2.9000 2,000 1,919 178,740 2025/06/28
CREDIT AGRICOLE SA/LONDON 社 債 券 4.4000 3,000 2,841 264,550 2027/07/06
AT&T Inc 社 債 券 4.6000 4,300 4,061 378,171 2028/09/19
Credit Agricole SA 社 債 券 4.2000 2,000 1,754 163,379 2034/05/29
Societe Generale SA 社 債 券 4.7000 1,000 893 83,194 2028/09/20
Societe Generale SA 社 債 券 4.8750 2,000 1,885 175,553 2026/10/13
Barclays PLC 社 債 券 5.2440 2,000 1,905 177,387 2028/06/15
Barclays PLC 社 債 券 4.0000 2,000 1,760 163,902 2029/06/26
Lloyds Banking Group PLC 社 債 券 4.7500 2,000 1,852 172,439 2028/05/23
Verizon Communications Inc 社 債 券 4.5000 3,500 3,332 310,297 2027/08/17
VERIZON COMMUNICATIONS INC 社 債 券 2.3500 2,000 1,659 154,521 2028/03/23
Apple Inc 社 債 券 3.6000 1,400 1,340 124,826 2026/06/10
BPCE SA 社 債 券 4.5000 3,500 3,225 300,296 2028/04/26
VODAFONE GROUP 社 債 券 4.2000 2,000 1,870 174,165 2027/12/13
AusNet Services Holdings Pty Ltd 社 債 券 4.2000 1,800 1,642 152,906 2028/08/21

通貨小計 銘 柄 数 17銘柄
金 額 89,500 74,571 6,942,645

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス United Kingdom Gilt 国 債 証 券 0.3750 8,000 6,773 1,098,797 2030/10/22

United Kingdom Gilt 国 債 証 券 0.1250 5,000 4,649 754,252 2026/01/30
United Kingdom Gilt 国 債 証 券 0.6250 7,500 4,461 723,630 2050/10/22
BNG Bank NV 特 殊 債 券 1.6250 2,500 2,415 391,895 2025/08/26
Cooperatieve Rabobank UA 社 債 券 5.2500 1,500 1,517 246,135 2027/09/14
Aegon NV 社 債 券 6.6250 200 249 40,438 2039/12/16
InterContinental Hotels Group PLC 社 債 券 3.7500 1,000 991 160,754 2025/08/14

通貨小計 銘 柄 数 7銘柄
金 額 25,700 21,058 3,415,904

千スウェーデン・クローネ 千スウェーデン・クローネ
スウェーデン SVERIGES SAKERSTALLDA OBLIGATIONER AB 社 債 券 0.2500 200,000 171,826 2,276,694 2027/06/09

Lansforsakringar Hypotek AB 社 債 券 1.2500 60,000 56,742 751,839 2025/09/17

通貨小計 銘 柄 数 2銘柄
金 額 260,000 228,568 3,028,533

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ
メキシコ Mexican Bonos 国 債 証 券 7.5000 43,000 39,824 261,464 2027/06/03

Mexican Bonos 国 債 証 券 8.5000 260,000 249,652 1,639,090 2029/05/31
Mexican Bonos 国 債 証 券 7.7500 120,000 109,432 718,481 2031/05/29

通貨小計 銘 柄 数 3銘柄
金 額 423,000 398,908 2,619,035

千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ
ポーランド Poland Government Bond 国 債 証 券 1.2500 45,000 27,668 832,642 2030/10/25

通貨小計 銘 柄 数 1銘柄
金 額 45,000 27,668 832,642

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（オランダ） NETHERLANDS GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 2.7500 3,500 3,946 555,651 2047/01/15
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

当 期 末

区 分 銘 柄 種 類 年 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償 還 年 月 日
外 貨 建 金 額 邦 貨 換 算 金 額

％ 千ユーロ 千ユーロ 千円
BMW FINANCE NV 社 債 券 1.0000 300 291 40,978 2025/01/21

国 小 計
銘 柄 数 2銘柄
金 額 3,800 4,237 596,630

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（ベルギー） Belgium Government Bond 国 債 証 券 1.7000 2,000 1,582 222,745 2050/06/22

Belgium Government Bond 国 債 証 券 0.4000 3,000 2,034 286,391 2040/06/22

国 小 計
銘 柄 数 2銘柄
金 額 5,000 3,616 509,137

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（フランス） FRENCH GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.7500 6,000 3,637 512,092 2052/05/25

FRENCH GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.5000 11,000 7,702 1,084,531 2040/05/25

国 小 計
銘 柄 数 2銘柄
金 額 17,000 11,339 1,596,624

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（スペイン） SPANISH GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.5000 2,000 1,684 237,129 2030/04/30

SPANISH GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.0000 1,500 840 118,354 2050/10/31
SPANISH GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 4.7000 3,000 3,590 505,507 2041/07/30

国 小 計
銘 柄 数 3銘柄
金 額 6,500 6,114 860,991

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（イタリア） ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 7.2500 7,000 8,175 1,151,101 2026/11/01

ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 2.0000 4,600 4,446 626,118 2025/12/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.8500 8,000 7,742 1,090,174 2025/07/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.9500 12,000 9,546 1,344,144 2030/08/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.6500 50,000 41,857 5,893,536 2030/12/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 0.6000 17,000 12,605 1,774,878 2031/08/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.1000 5,000 4,494 632,881 2027/04/01
ITALIAN GOVERNMENT BOND 国 債 証 券 1.2000 5,000 4,724 665,230 2025/08/15
Italy Buoni Poliennali Del Tesoro 国 債 証 券 4.5000 49,000 51,486 7,249,265 2026/03/01
Italy Buoni Poliennali Del Tesoro 国 債 証 券 3.7500 4,000 4,107 578,310 2024/09/01

国 小 計
銘 柄 数 10銘柄
金 額 161,600 149,187 21,005,643

千ユーロ 千ユーロ
ユーロ（その他） European Union 特 殊 債 券 － 10,500 8,435 1,187,687 2031/07/04

International Business Machines Corp 社 債 券 0.9500 1,000 955 134,504 2025/05/23

国 小 計
銘 柄 数 2銘柄
金 額 11,500 9,390 1,322,192

通貨小計
銘 柄 数 21銘柄
金 額 205,400 183,886 25,891,218

合 計 銘 柄 数 105銘柄
金 額 76,109,411

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注２）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
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ネオ・ヘッジ付債券ファンド（FOFs用）（適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成
2022年６月15日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公社債 76,109,411 94.1
コール・ローン等、その他 4,773,737 5.9
投資信託財産総額 80,883,148 100.0
（注１）評価額の単位未満は切捨て。
（注２）外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、６月15日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝
135.01円、１カナダ・ドル＝104.20円、１オーストラリア・ドル＝
93.10円、１イギリス・ポンド＝162.21円、１スウェーデン・クローネ
＝13.25円、１メキシコ・ペソ＝6.565円、１ポーランド・ズロチ＝
30.093円、１ユーロ＝140.80円です。

（注３）当期末における外貨建純資産（79,199,573千円）の投資信託財産総額
（80,883,148千円）に対する比率は、97.9％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年６月15日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 159,346,815,564円

コール・ローン等 2,254,655,527
公社債(評価額) 76,109,411,548
未収入金 79,923,409,662
未収利息 378,020,921
前払費用 57,320,573
差入委託証拠金 623,997,333

(Ｂ) 負債 82,716,949,884
未払金 82,716,949,884

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 76,629,865,680
元本 75,120,877,871
次期繰越損益金 1,508,987,809

(Ｄ) 受益権総口数 75,120,877,871口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,201円

＊期首における元本額は67,705,248,648円、当作成期間中における追加設定元本
額は22,493,728,664円、同解約元本額は15,078,099,441円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ネオ・ヘッジ付債券ファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用） 74,100,517,192円
四国アライアンス　地域創生ファンド（年１回決算型） 820,283,371円
四国アライアンス　地域創生ファンド（年２回決算型） 199,230,703円
ワールド・アクティブ・ボンド・オープン（為替ヘッジあり） 846,605円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,201円です。

■損益の状況
当期　自2021年６月16日　至2022年６月15日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 1,820,849,628円

受取利息 1,822,530,909
その他収益金 5,928
支払利息 △     1,687,209

(Ｂ) 有価証券売買損益 △14,101,970,070
売買益 12,666,068,052
売買損 △26,768,038,122

(Ｃ) 先物取引等損益 377,237,822
取引益 1,066,616,909
取引損 △   689,379,087

(Ｄ) その他費用 △    14,437,169
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △11,918,319,789
(Ｆ) 前期繰越損益金 13,012,673,571
(Ｇ) 解約差損益金 △ 2,698,071,123
(Ｈ) 追加信託差損益金 3,112,705,150
(Ｉ) 合計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 1,508,987,809

次期繰越損益金(Ｉ) 1,508,987,809
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

(3) 先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘 柄 別
当 期 末

買 建 額 売 建 額

外

国

百万円 百万円
US 10YR NOTE (CBT)(アメリカ) － 7,105
AUST 10Y BOND FUT(オーストラリア) 3,350 －
EURO-BUND FUTURE(ドイツ) － 1,415

（注１）外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに
投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したも
のです。

（注２）単位未満は切捨て。
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〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1
https://www.smd-am.co.jp

■ 当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）
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1  運用経過
基準価額等の推移について（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

基準価額等の推移

純資産総額（百万円）: 右軸

参考指数：左軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

期首 期末12 ２ ４10８'21/６ 11 '22/１ ３９７
8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

0

20,000

40,000

※分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

期　　首 10,504円

期　　末 9,910円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －5.7％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの参考指数は、FTSE世界国債インデックス（円ヘッジ・円ベース）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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●実質的に保有している債券からインカムゲインを得たこと

基準価額の主な変動要因（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

当ファンドは、キャリーエンハンスト・グローバル債券マザーファンドへの投資を通じて、
FTSE世界国債インデックス採用国の国債および国際機関債等へ投資を行いました。

上昇要因

●債券市場全体で利回りが上昇する中、実質的に保有している債券の利回り上昇による
キャピタルロスを計上したこと

下落要因

－ 104 －
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投資環境について（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

債券市場

期間を通じて、債券市場は下落し、特に期間の後半にかけて下落幅を拡大しました。グローバ
ルにインフレ懸念が強まる中、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が2022年３月に利上げを開始し、
５月にも追加利上げを行うなど各国中央銀行の金融引き締め姿勢が強まったことから債券市場は
下落しました。また、２月にはロシアがウクライナ侵攻を開始したことで、資源価格の上昇を背
景にインフレ懸念が一段と強まったことも、利回り上昇要因となりました。期間の前半には新型
コロナウイルスの感染拡大で一時的に利回りが低下する場面もあったものの、期間の後半は利回
り上昇基調が続きました。

期間における債券市場は、下落しました。

－ 105 －
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当ファンド

主要投資対象であるキャリーエンハンスト・グローバル債券マザーファンドを期間を通じて高
位に組み入れました。

キャリーエンハンスト・グローバル債券マザーファンド

債券の組入比率は高位に維持しました。また組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジ
を行いました。
最適化シミュレーションに基づき、月次の定例リバランス（投資配分比率の調整）でリスク調整

後のキャリー収益が魅力的な債券を組み入れました。また、2021年10月、11月、2022年２月、
３月には、債券市場のボラティリティ（価格変動性）が上昇しポートフォリオリスクが目標レンジ
を上振れたため、リスクを目標レンジ内に引き下げる臨時リバランスを計６回実施しました。
2021年10月、11月には中央銀行の金融引き締め観測に加え、新型コロナの変異ウイルス（オ
ミクロン型）に関する報道、2022年２月は中央銀行のさらなるタカ派（インフレ抑制を重視する
立場）化、３月はウクライナ情勢がボラティリティの上昇要因となりました。

ポートフォリオについて（2021年５月19日から2022年５月18日まで）
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分配金について（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第４期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 463

期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、左記の通りとい
たしました。
なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。 
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

ベンチマークとの差異について（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

当ファンドは運用の指標となるベンチ
マークはありませんが、参考指数として
FTSE世界国債インデックス（円ヘッジ・円
ベース）を設けています。
左のグラフは、基準価額と参考指数の騰
落率の対比です。

※基準価額は分配金再投資ベース

-5.7

-7.6

（％）

-8.0

-6.0

-4.0

-2.0

0.0

参考指数

基準価額

基準価額と参考指数の騰落率対比
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3  お知らせ
約款変更について

該当事項はございません。

運用担当者に係る事項について（2022年４月１日現在）

運用担当部署の概要
運用部、ファンドマネージャー数：109名、平均運用経験年数：15年（兼務者含む）

当ファンド

主要投資対象であるキャリーエンハンスト・グローバル債券マザーファンドを期間を通じて高
位に組み入れます。

キャリーエンハンスト・グローバル債券マザーファンド

今後の運用については、引き続き最適化シミュレーションに基づき、リスク調整後のキャリー
収益が魅力的なセクターを選定し、投資していく方針です。また、市場のボラティリティが上昇
する場面ではリスクを抑制するオペレーションを行い、ポートフォリオのリスクをコントロール
することでダウンサイドリスクを抑え、効率的なキャリー収益確保を目指します。

2  今後の運用方針
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１万口当たりの費用明細（2021年５月19日から2022年５月18日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 15円 0.148％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は10,445円です。
投信会社: ファンド運用の指図等の対価
販売会社: 交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社: ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （13） （0.121）

（販 売 会 社） （1） （0.005）

（受 託 会 社） （2） （0.022）

（b） 売買委託手数料 － － 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料: 有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株　　　　 式） （－） （－）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株　　　　 式） （－） （－）

（公　 社　 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 2 0.020 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:   海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:  監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他: 信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （1） （0.013）

（監 査 費 用） （1） （0.007）

（そ　 の　 他） （0） （0.001）

合 計 18 0.169

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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東京都千代田区丸の内1-8-2
http://www.am-one.co.jp/

当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 2021年６月10日から無期限です。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を図ることを目的とし
て、運用を行います。

主要投資対象

Ｏｎｅヘッジ付外国債券
アクティブファンド
（Ｆ Ｏ Ｆ ｓ 用）
（適格機関投資家限定）

為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザー
ファンド（以下「マザーファンド」といいま
す。）受益証券を主要投資対象とします。

為替フルヘッジ型
外 国 債 券
ア ク テ ィ ブ
マ ザ ー フ ァ ン ド

日本を除く世界主要国の公社債を主要投資対
象とします。

運 用 方 法

マザーファンド受益証券への投資を通じて、ＦＴＳＥ世界国債イン
デックス（除く日本）採用国の自国通貨建ての国債、政府保証債、政
府機関債、地方債、および国際機関債に実質的に投資し、ＦＴＳＥ世
界国債インデックス（除く日本、円ベース、為替ヘッジあり）を上回
る投資成果をめざします。なお、国債以外の組入公社債については、
Ｓ＆Ｐ社またはＭｏｏｄｙ’ｓ社でＡＡ－（Ａａ３）以上の格付けが
付与された公社債を実質的な投資対象とします。
マザーファンド受益証券の組入比率は、原則として高位を維持しま
す。
実質組入外貨建資産については、原則としてマザーファンドにおいて
対円での為替ヘッジを行います。

組 入 制 限

マザーファンド受益証券への投資割合には、制限を設けません。
株式への実質投資割合は、信託財産の純資産総額の10％未満としま
す。
外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

決算日（原則として６月10日。休業日の場合は翌営業日。）に、繰
越分を含めた経費控除後の配当等収益（マザーファンドの信託財産に
属する配当等収益のうち、信託財産に属するとみなした額（以下「み
なし配当等収益」といいます。）を含みます。）および売買益（評価
益を含み、みなし配当等収益を控除して得た額）等の中から、基準価
額水準、市況動向等を勘案して、分配金額を決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合は分配を行わない場合があります。

 <運用報告書に関するお問い合わせ先>
コールセンター：0120-104-694
受付時間：営業日の午前９時から午後５時まで
お客さまのお取引内容につきましては、購入された
販売会社にお問い合わせください。

受益者の皆さまへ

　毎々格別のお引立てに預かり厚くお礼
申し上げます。

　さて、「Ｏｎｅヘッジ付外国債券アク
ティブファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機
関投資家限定）」は、2022年６月10日
に第１期の決算を行いました。ここに、
運用経過等をご報告申し上げます。

　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう
お願い申し上げます。

Ｏｎｅヘッジ付外国債券アクティブファンド
（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

運 用 報 告 書（全体版）
第１期<決算日2022年６月10日>
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1－　　－

Ｏｎｅヘッジ付外国債券アクティブファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

■設定以来の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス

債券組入

比 率

債券先物

比 率

純 資 産

総 額(分配落) 税 込 み
分 配 金

期 中
騰 落 率

(除く日本、円ベース、
為替ヘッジあり)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (６月９日)
2021年６月10日 10,000 － － 415.36 － － － 500

１期(2022年６月10日) 8,689 0 △13.1 369.30 △11.1 102.6 － 43,416
（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注４）ベンチマークはＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース、為替ヘッジあり）です（以下同じ）。
（注５）ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、ＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣにより運営されている債券インデックスです。ＦＴＳＥ　

Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。
このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、ＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣは、当該データの正確性お
よび完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産
その他一切の権利はＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣに帰属します（以下同じ）。

（注６）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

－ 123 －
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＦＴＳＥ世界国債インデックス

債券組入
比 率

債券先物
比 率騰 落 率

(除く日本、円ベース、
為替ヘッジあり)
(ベンチマーク)

騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％
（設定日） (６月９日)
2021 年 ６ 月 10 日 10,000 － 415.36 － － －

６ 月 末 10,000 0.0 415.77 0.1 98.0 －
７ 月 末 10,151 1.5 423.02 1.8 98.3 －
８ 月 末 10,159 1.6 423.13 1.9 98.3 －
９ 月 末 9,971 △0.3 416.47 0.3 98.9 －
10 月 末 9,941 △0.6 416.21 0.2 100.2 －
11 月 末 9,997 △0.0 418.85 0.8 95.8 －
12 月 末 9,900 △1.0 415.09 △0.1 100.3 －

2022 年 １  月  末 9,756 △2.4 409.98 △1.3 97.6 －
２ 月 末 9,524 △4.8 401.33 △3.4 98.3 －
３ 月 末 9,254 △7.5 390.67 △5.9 104.6 －
４ 月 末 9,000 △10.0 382.14 △8.0 100.0 －
５ 月 末 8,922 △10.8 378.13 △9.0 98.4 －

（期　末）
2022 年 ６ 月 10 日 8,689 △13.1 369.30 △11.1 102.6 －

（注１）設定日の基準価額は、設定当初の金額です。
（注２）騰落率は設定日比です。
（注３）当ファンドはマザーファンドを組入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。
（注４）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。

－ 124 －

01-2_添付ファンド_9pt_933609.indd   12401-2_添付ファンド_9pt_933609.indd   124 2022/11/08   14:22:172022/11/08   14:22:17



3－　　－

■当期の運用経過（2021年６月10日から2022年６月10日まで）

基準価額等の推移

（注１）分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すも
のです。従って、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注２）基準価額は、設定日前日を10,000として計算しています。
（注３）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、設定日前日を10,000として指数化しています。

基準価額の主な変動要因
　先進国各国におけるインフレ懸念の高まりを背景に各国中央銀行による利上げや資産購入策の終了な
ど金融政策の正常化観測が高まったことに加え、ウクライナ情勢を背景としたコモディティ価格の上昇
からインフレ期待の上振れに対する懸念が高まり、大幅利上げの実施や利上げペースの加速など急速な
金融引き締めが市場で意識されたことで先進国各国の金利が上昇（債券価格は下落）したことから、基
準価額は下落しました。

0

500

1,000

1,500

2,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

設定日
（2021.６.10）

第１期末
（2022.６.10）

（億円）（円）

基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸） ベンチマーク（左軸）純資産総額（右軸）

設 定 日： 10,000円
第１期末： 8,689円
（既払分配金0円）
騰 落 率： △13.1％
（分配金再投資ベース）
（注）設定日の基準価額は、設定

当初の金額です。

－ 125 －
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4－　　－

投資環境
　米国10年国債利回りは、新型コロナウイルスの変異株による景気動向への懸念から低下（債券価格は
上昇）した後、インフレ懸念やＦＲＢ（米連邦準備理事会）による利上げ、利上げ加速観測の高まりか
ら設定日比で大幅に上昇しました。ドイツ10年国債利回りは、変異株による景気懸念から低下した後、
ウクライナ情勢の緊迫化を受けたインフレ懸念の高まりやＥＣＢ（欧州中央銀行）による利上げペース
の加速観測の高まりから設定日比で大幅に上昇しました。

ポートフォリオについて
●当ファンド
　為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンドの組入比率は高位を維持しました。

●為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド
　ポートフォリオ全体の修正デュレーション※（金利感応度）は、期を通じてベンチマーク対比で長め
としました。国別金利リスク配分は米国や英国・メキシコ等でベンチマーク対比で長めとした一方、
ユーロ圏は短めとしました。債券残存期間構成は期初に米国でフラット化を見込むポジションとしまし
たが、期中にその度合いを緩和し、期末時点では中期以降を満遍なくオーバーウェイトとしました。
ユーロ圏内では期初イタリアをオーバーウェイトとしましたが、期中に中立化しました。
※金利変動に対する債券価格の変動性。

ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは設定来で11.1％下落しました。
　当ファンドはベンチマークを2.0％下回りました。先進国各国で金利が短期間のうちに大幅に上昇す
る中、米国を中心にベンチマーク対比で修正デュレーションを長めとした戦略がマイナスに影響し、ベ
ンチマークを下回りました。

（注）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。

△15.0

△12.0

△9.0

△6.0

△3.0

0.0
（％）

第１期
（2021.６.10～2022.６.10）

基準価額
ベンチマーク

【基準価額とベンチマークの対比（設定来）】

－ 126 －

01-2_添付ファンド_9pt_933609.indd   12601-2_添付ファンド_9pt_933609.indd   126 2022/11/08   14:22:172022/11/08   14:22:17



5－　　－

分配金
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。なお、収益
分配金に充てなかった利益は信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

■分配原資の内訳（１万口当たり）

項目
当期

2021年６月10日
～2022年６月10日

当期分配金（税引前） －円
対基準価額比率 －％
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 138円

（注１）「当期の収益」および「当期の収益以外」は、小数点以下切
捨てで算出しているためこれらを合計した額と「当期分配金
（税引前）」の額が一致しない場合があります。

（注２）当期分配金の「対基準価額比率」は「当期分配金（税引
前）」の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファ
ンドの収益率とは異なります。また、小数点第３位を四捨五
入しています。

（注３）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費
控除後・繰越欠損補填後の売買益（含、評価益）」から分配
に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「分配準
備積立金」および「収益調整金」から分配に充当した金額で
す。

今後の運用方針
●当ファンド
　引き続き、為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンドの組入比率を高位に維持します。

●為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド
　インフレへの警戒から市場金利は大幅に上昇しましたが、景気動向は住宅ローン金利の急騰、実質賃
金の低下、消費者ローンの急増など、既に不安定な状況にあります。また、金融環境の引き締まりから
今後株式や住宅市場が下落する場合には逆資産効果が働き、景気減速や後退のリスクが高まると考えま
す。こうした環境下、現在市場が織り込んでいる利上げの経路は実際には実現せず、中央銀行が金融政
策姿勢の修正を迫られる中で金利は低下基調に戻ると考えます。

－ 127 －
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■１万口当たりの費用明細

項目

第１期

項目の概要（2021年６月10日
～2022年６月10日）
金額 比率

(ａ) 信託報酬 35円 0.358％ (ａ) 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,721円です。

（投信会社） (30) (0.309) 投信会社分は、信託財産の運用、運用報告書等各種書類の作成、基準価
額の算出等の対価

（販売会社） ( 2) (0.022) 販売会社分は、購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、
口座内でのファンドの管理等の対価

（受託会社） ( 3) (0.028) 受託会社分は、運用財産の保管・管理、投信会社からの運用指図の実行
等の対価

(ｂ) その他費用 2 0.017 (ｂ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） ( 2) (0.016) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（監査費用） ( 0) (0.001) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用
（その他） ( 0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等

合計 37 0.375
（注１）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果で

す。なお、その他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。
（注２）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

－ 128 －
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■親投資信託受益証券の設定、解約状況（2021年６月10日から2022年６月10日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

為替フルヘッジ型外国債券
アクティブマザーファンド 52,875,993 52,477,500 3,265,944 3,185,000

■利害関係人との取引状況等（2021年６月10日から2022年６月10日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

■自社による当ファンドの設定・解約状況
期首残高（元本） 当期設定元本 当期解約元本 期末残高（元本） 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円
500 － 500 － 当初設定時又は当初運用時における取得とその処分

■組入資産の明細
　親投資信託残高

当 期 末
口 数 評 価 額

千口 千円
為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド 49,610,048 43,250,040

－ 129 －
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年６月10日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 43,492,449,995円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 242,409,401
為 替 フ ル ヘ ッ ジ 型 外 国 債 券
アクティブマザーファンド(評価額) 43,250,040,594

(Ｂ) 負 債 75,571,002
未 払 信 託 報 酬 75,288,365
そ の 他 未 払 費 用 282,637

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 43,416,878,993
元 本 49,968,094,144
次 期 繰 越 損 益 金 △6,551,215,151

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 49,968,094,144口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,689円

（注）設定当初の投資元本額は500,000,000円、当期中における追加
設 定 元 本 額 は 53,058,534,761 円 、 同 解 約 元 本 額 は
3,590,440,617円です。

■損益の状況
当期　自2021年６月10日　至2022年６月10日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △38,465円

受 取 利 息 2,727
支 払 利 息 △41,192

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △5,929,168,063
売 買 益 109,560,292
売 買 損 △6,038,728,355

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △133,671,146
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △6,062,877,674
(Ｅ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △488,337,477

(配 当 等 相 当 額) (△13,002)
(売 買 損 益 相 当 額) (△488,324,475)

(Ｆ) 合 計(Ｄ＋Ｅ) △6,551,215,151
次 期 繰 越 損 益 金(Ｆ) △6,551,215,151
追 加 信 託 差 損 益 金 △488,337,477
(配 当 等 相 当 額) (41,893,750)
(売 買 損 益 相 当 額) (△530,231,227)
分 配 準 備 積 立 金 649,187,556
繰 越 損 益 金 △6,712,065,230

（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。
（注３）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
（注４）分配金の計算過程

項 目 当 期
(ａ) 経 費控除後の配当等収益 649,187,556円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0
(ｃ) 収 益 調 整 金 41,893,750
(ｄ) 分 配 準 備 積 立 金 0
(ｅ) 当期分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 691,081,306
(ｆ) １万口当たり当期分配対象額 138.30
(ｇ) 分 配 金 0
(ｈ) １ 万 口 当 た り 分 配 金 0

■投資信託財産の構成 2022年６月10日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド 43,250,040 99.4
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 242,409 0.6
投 資 信 託 財 産 総 額 43,492,449 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、2022年６月10日現在、為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンドは

44,914,409千円、99.5％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

なお、2022年６月10日における邦貨換算レートは、１アメリカ・ドル＝134.22円、１カナダ・ドル＝105.64円、１オーストラリア・ド
ル＝95.19円、１イギリス・ポンド＝167.71円、１デンマーク・クローネ＝19.16円、１スウェーデン・クローナ＝13.53円、１メキシ
コ・ペソ＝6.825円、１ポーランド・ズロチ＝30.969円、１ユーロ＝142.54円です。 
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9－　　－

■分配金のお知らせ
　当期の収益分配金につきましては運用実績等を勘案し、無分配とさせていただきました。
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■設定以来の運用実績

決 算 期

基 準 価 額 Ｆ Ｔ Ｓ Ｅ 世 界 国 債
イ ン デ ッ ク ス

債券組入
比 率

債券先物
比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

( 除 く 日 本 、
円 ベ ー ス 、
為替ヘッジあり)
(ベンチマーク)

期 中
騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％ 百万円
（設　定　日） (６月９日)
2021年６月10日 10,000 － 415.36 － － － 497

１期(2022年６月10日) 8,718 △12.8 369.30 △11.1 103.0 － 43,250
（注１）設定日の基準価額は設定当初の金額、純資産総額は設定当初の元本額を表示しております。
（注２）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
（注３）ベンチマークはＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース、為替ヘッジあり）です（以下同じ）。
（注４）ＦＴＳＥ世界国債インデックスは、ＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣにより運営されている債券インデックスです。ＦＴＳＥ　

Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣは、本ファンドのスポンサーではなく、本ファンドの推奨、販売あるいは販売促進を行っておりません。
このインデックスのデータは、情報提供のみを目的としており、ＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣは、当該データの正確性お
よび完全性を保証せず、またデータの誤謬、脱漏または遅延につき何ら責任を負いません。このインデックスに対する著作権等の知的財産
その他一切の権利はＦＴＳＥ　Ｆｉｘｅｄ　Ｉｎｃｏｍｅ　ＬＬＣに帰属します（以下同じ）。

（注５）△（白三角）はマイナスを意味しています（以下同じ）。

為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンド
運用報告書

第１期（決算日　2022年６月10日）
（計算期間　2021年６月10日～2022年６月10日）

　為替フルヘッジ型外国債券アクティブマザーファンドの第１期の運用状況をご報告申し上げます。

当ファンドの仕組みは次の通りです。
信 託 期 間 2021年６月10日から無期限です。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を図ることを目的として、運用
を行います。

主 要 投 資 対 象 日本を除く世界主要国の公社債を主要投資対象とします。

主 な 組 入 制 限 株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の10％未満とします。
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。
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■当期中の基準価額と市況の推移

年 月 日

基 準 価 額 Ｆ Ｔ Ｓ Ｅ 世 界 国 債
イ ン デ ッ ク ス

債券組入
比 率

債券先物
比 率騰 落 率

( 除 く 日 本 、
円 ベ ー ス 、
為替ヘッジあり)
(ベンチマーク)

騰 落 率

円 ％ ポイント ％ ％ ％
（設定日） (６月９日)
2021 年 ６ 月 10 日 10,000 － 415.36 － － －

６ 月 末 9,983 △0.2 415.77 0.1 98.5 －
７ 月 末 10,158 1.6 423.02 1.8 98.8 －
８ 月 末 10,169 1.7 423.13 1.9 98.8 －
９ 月 末 9,983 △0.2 416.47 0.3 99.3 －
10 月 末 9,954 △0.5 416.21 0.2 100.6 －
11 月 末 10,013 0.1 418.85 0.8 96.2 －
12 月 末 9,918 △0.8 415.09 △0.1 100.7 －

2022 年 １  月  末 9,776 △2.2 409.98 △1.3 98.0 －
２ 月 末 9,546 △4.5 401.33 △3.4 98.7 －
３ 月 末 9,276 △7.2 390.67 △5.9 105.1 －
４ 月 末 9,028 △9.7 382.14 △8.0 100.4 －
５ 月 末 8,952 △10.5 378.13 △9.0 98.8 －

（期　末）
2022 年 ６ 月 10 日 8,718 △12.8 369.30 △11.1 103.0 －

（注１）設定日の基準価額は、設定当初の金額です。
（注２）騰落率は設定日比です。
（注３）債券先物比率は、買建比率－売建比率です。
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■当期の運用経過（2021年６月10日から2022年６月10日まで）

基準価額等の推移
　当期末の基準価額は8,718円となり、設定日比
で12.8％下落しました。

基準価額の主な変動要因
　先進国各国におけるインフレ懸念の高まりを背
景に各国中央銀行による利上げや資産購入策の終
了など金融政策の正常化観測が高まったことに加
え、ウクライナ情勢を背景としたコモディティ価
格の上昇からインフレ期待の上振れに対する懸念
が高まり、大幅利上げの実施や利上げペースの加
速など急速な金融引き締めが市場で意識されたこ
とで先進国各国の金利が上昇（債券価格は下落）
したことから、基準価額は下落しました。

投資環境
　米国10年国債利回りは、新型コロナウイルス
の変異株による景気動向への懸念から低下（債券
価格は上昇）した後、インフレ懸念やＦＲＢ（米
連邦準備理事会）による利上げ、利上げ加速観測
の高まりから設定日比で大幅に上昇しました。ド
イツ10年国債利回りは、変異株による景気懸念
から低下した後、ウクライナ情勢の緊迫化を受け
たインフレ懸念の高まりやＥＣＢ（欧州中央銀
行）による利上げペースの加速観測の高まりから
設定日比で大幅に上昇しました。

ポートフォリオについて
　ポートフォリオ全体の修正デュレーション※（金利感応度）は、期を通じてベンチマーク対比で長め
としました。国別金利リスク配分は米国や英国・メキシコ等でベンチマーク対比で長めとした一方、
ユーロ圏は短めとしました。債券残存期間構成は期初に米国でフラット化を見込むポジションとしまし
たが、期中にその度合いを緩和し、期末時点では中期以降を満遍なくオーバーウェイトとしました。
ユーロ圏内では期初イタリアをオーバーウェイトとしましたが、期中に中立化しました。
※金利変動に対する債券価格の変動性。

(ポイント)

設定日
(2021.６.10)

第１期末
(2022.６.10)

340
360
380
400
420
440
460

<ＦＴＳＥ世界国債インデックス
（除く日本、円ベース、為替ヘッジあり）の推移>

（円）

8,000
8,500

9,500
9,000

10,000
10,500
11,000

設定日
(2021.６.10)

第１期末
(2022.６.10)

<基準価額の推移>
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ベンチマークとの差異について
　ベンチマークは設定来で11.1％下落しました。
　当ファンドはベンチマークを1.7％下回りました。先進国各国で金利が短期間のうちに大幅に上昇す
る中、米国を中心にベンチマーク対比で修正デュレーションを長めとした戦略がマイナスに影響し、ベ
ンチマークを下回りました。

今後の運用方針
　インフレへの警戒から市場金利は大幅に上昇しましたが、景気動向は住宅ローン金利の急騰、実質賃
金の低下、消費者ローンの急増など、既に不安定な状況にあります。また、金融環境の引き締まりから
今後株式や住宅市場が下落する場合には逆資産効果が働き、景気減速や後退のリスクが高まると考えま
す。こうした環境下、現在市場が織り込んでいる利上げの経路は実際には実現せず、中央銀行が金融政
策姿勢の修正を迫られる中で金利は低下基調に戻ると考えます。
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■１万口当たりの費用明細
項 目

当 期
項 目 の 概 要金 額 比 率

(ａ) そ の 他 費 用 2円 0.016％ (ａ) その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保 管 費 用） (2) (0.016) 保管費用は、外国での資産の保管等に要する費用
（そ の 他） (0) (0.000) その他は、信託事務の処理に要する諸費用等
合 計 2 0.016
期中の平均基準価額は9,736円です。

（注１）金額欄は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注２）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

■売買及び取引の状況（2021年６月10日から2022年６月10日まで）
　公社債

買 付 額 売 付 額

外

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

ア メ リ カ 国 債 証 券 317,472 122,834
(－)

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

カ ナ ダ 国 債 証 券 21,273 1,204
(－)

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル

オ ー ス ト ラ リ ア
国 債 証 券 19,601 11,006

(－)

地 方 債 証 券 2,055 1,834
(－)

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イ ギ リ ス 国 債 証 券 66,787 36,858
(－)

千デンマーク・クローネ 千デンマーク・クローネ

デ ン マ ー ク 国 債 証 券 15,391 364
(－)

千スウェーデン・クローナ 千スウェーデン・クローナ

ス ウ ェ ー デ ン 国 債 証 券 14,662 －
(－)

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ

メ キ シ コ 国 債 証 券 319,719 11,618
(－)

千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ

ポ ー ラ ン ド 国 債 証 券 62,964 27,572
(－)
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15－　　－

買 付 額 売 付 額

外

国

ユ

ー

ロ

千ユーロ 千ユーロ

フ ラ ン ス 国 債 証 券 56,648 19,360
(－)

ド イ ツ 国 債 証 券 26,266 8,309
(－)

ス ペ イ ン 国 債 証 券 25,526 9,441
(－)

イ タ リ ア 国 債 証 券 51,804 25,362
(－)

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれておりません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。

■利害関係人との取引状況等（2021年６月10日から2022年６月10日まで）
　期中の利害関係人との取引等はありません。
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。
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■組入資産の明細
公社債
(A) 債券種類別開示
　外国（外貨建）公社債

区 分
当 期 末

額 面 金 額
評 価 額

組入比率 うちＢＢ格
以下組入比率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ 185,630 172,545 23,159,097 53.5 － 35.6 14.7 3.3

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル 千円
カ ナ ダ 20,370 17,896 1,890,611 4.4 － 2.4 2.0 －

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円
オーストラリア 7,450 5,432 517,112 1.2 － 1.2 － －

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド 千円
イ ギ リ ス 25,325 25,731 4,315,351 10.0 － 8.8 － 1.2

千デンマーク・クローネ 千デンマーク・クローネ 千円
デ ン マ ー ク 14,410 13,621 260,995 0.6 － 0.6 － －

千スウェーデン・クローナ 千スウェーデン・クローナ 千円
ス ウ ェ ー デ ン 9,970 12,149 164,386 0.4 － 0.4 － －

千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 千円
メ キ シ コ 293,150 283,884 1,937,682 4.5 － 2.3 － 2.2

千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ 千円
ポ ー ラ ン ド 30,200 29,201 904,376 2.1 － － － 2.1
ユ ー ロ 千ユーロ 千ユーロ 千円
フ ラ ン ス 32,040 32,365 4,613,383 10.7 － 6.5 － 4.2
ド イ ツ 13,990 14,703 2,095,903 4.8 － 4.8 － －
ス ペ イ ン 12,470 12,741 1,816,127 4.2 － 2.4 1.8 －
イ タ リ ア 22,640 20,266 2,888,798 6.7 － 4.2 2.5 －

千円
合 計 － － 44,563,828 103.0 － 69.2 21.0 12.9

（注１）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）組入比率は、期末の純資産総額に対する評価額の比率であり、小数点第２位を四捨五入しています。
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(B) 個別銘柄開示
　外国（外貨建）公社債銘柄別

銘 柄
当 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償還年月日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

（アメリカ） ％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円
US T N/B 1.75 01/31/29 国 債 証 券 1.7500 21,620 19,898 2,670,823 2029/01/31
US T N/B 2.5 03/31/27 国 債 証 券 2.5000 22,630 22,057 2,960,514 2027/03/31
US T N/B 4.5 05/15/38 国 債 証 券 4.5000 4,170 4,888 656,114 2038/05/15
US T N/B 1.625 05/15/31 国 債 証 券 1.6250 34,650 30,830 4,138,053 2031/05/15
US T N/B 3.75 08/15/41 国 債 証 券 3.7500 8,330 8,739 1,173,038 2041/08/15
US T N/B 2.0 08/15/51 国 債 証 券 2.0000 7,230 5,568 747,367 2051/08/15
US T N/B 2.25 08/15/49 国 債 証 券 2.2500 20,300 16,626 2,231,671 2049/08/15
US T N/B 2.5 08/15/23 国 債 証 券 2.5000 10,500 10,504 1,409,860 2023/08/15
US T N/B 1.5 08/15/26 国 債 証 券 1.5000 22,530 21,127 2,835,686 2026/08/15
US T N/B 2.25 11/15/25 国 債 証 券 2.2500 4,130 4,023 540,080 2025/11/15
US T N/B 2.25 11/15/27 国 債 証 券 2.2500 29,540 28,281 3,795,887 2027/11/15
小 計 － － 185,630 172,545 23,159,097 －

（カナダ） ％ 千カナダ・ドル 千カナダ・ドル 千円
CANADA 1.0 06/01/27 国 債 証 券 1.0000 9,000 8,111 856,912 2027/06/01
CANADA 1.25 06/01/30 国 債 証 券 1.2500 11,370 9,785 1,033,699 2030/06/01
小 計 － － 20,370 17,896 1,890,611 －

（オーストラリア） ％ 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円
AUSTRALIAN 2.5 05/21/30 国 債 証 券 2.5000 2,590 2,403 228,759 2030/05/21
AUSTRALIAN 1.75 06/21/51 国 債 証 券 1.7500 4,860 3,029 288,353 2051/06/21
小 計 － － 7,450 5,432 517,112 －

（イギリス） ％ 千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド 千円
UK TREASURY 3.25 01/22/44 国 債 証 券 3.2500 6,270 6,984 1,171,375 2044/01/22
UK TREASURY 0.125 01/31/24 国 債 証 券 0.1250 3,235 3,143 527,247 2024/01/31
UK TREASURY 4.25 03/07/36 国 債 証 券 4.2500 2,620 3,155 529,169 2036/03/07
UK TREASURY 1.25 07/22/27 国 債 証 券 1.2500 7,150 6,904 1,158,001 2027/07/22
UK TREASURY 0.875 10/22/29 国 債 証 券 0.8750 6,050 5,542 929,557 2029/10/22
小 計 － － 25,325 25,731 4,315,351 －

（デンマーク） ％ 千デンマーク・クローネ 千デンマーク・クローネ 千円
DENMARK 0.5 11/15/27 国 債 証 券 0.5000 14,410 13,621 260,995 2027/11/15
小 計 － － 14,410 13,621 260,995 －

（スウェーデン） ％ 千スウェーデン・クローナ 千スウェーデン・クローナ 千円
SWEDEN 3.5 03/30/39 国 債 証 券 3.5000 9,970 12,149 164,386 2039/03/30
小 計 － － 9,970 12,149 164,386 －

（メキシコ） ％ 千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ 千円
MEXICAN BONDS 03/09/23 国 債 証 券 6.7500 138,600 136,392 930,957 2023/03/09
MEXICAN BONDS 8.5 11/18/38 国 債 証 券 8.5000 154,550 147,492 1,006,724 2038/11/18
小 計 － － 293,150 283,884 1,937,682 －

（ポーランド） ％ 千ポーランド・ズロチ 千ポーランド・ズロチ 千円
POLAND 4.0 10/25/23 国 債 証 券 4.0000 30,200 29,201 904,376 2023/10/25
小 計 － － 30,200 29,201 904,376 －
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銘 柄
当 期 末

種 類 利 率 額 面 金 額
評 価 額

償還年月日
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額

（ユーロ…フランス） ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円
FRANCE OAT 0.0 02/25/23 国 債 証 券 0.0000 12,690 12,686 1,808,380 2023/02/25
FRANCE OAT 3.25 05/25/45 国 債 証 券 3.2500 3,030 3,520 501,764 2045/05/25
FRANCE OAT 0.75 05/25/52 国 債 証 券 0.7500 2,870 1,861 265,388 2052/05/25
FRANCE OAT 2.5 05/25/30 国 債 証 券 2.5000 5,890 6,241 889,718 2030/05/25
FRANCE OAT 2.75 10/25/27 国 債 証 券 2.7500 7,560 8,054 1,148,131 2027/10/25
小 計 － － 32,040 32,365 4,613,383 －

（ユーロ…ドイツ） ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円
DEUTSCHLAND 2.5 08/15/46 国 債 証 券 2.5000 7,030 8,359 1,191,525 2046/08/15
DEUTSCHLAND 08/15/29 国 債 証 券 0.0000 6,960 6,344 904,377 2029/08/15
小 計 － － 13,990 14,703 2,095,903 －

（ユーロ…スペイン） ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円
SPAIN 4.65 07/30/25 国 債 証 券 4.6500 5,060 5,533 788,758 2025/07/30
SPAIN 1.95 07/30/30 国 債 証 券 1.9500 2,290 2,225 317,162 2030/07/30
SPAIN 2.9 10/31/46 国 債 証 券 2.9000 5,120 4,982 710,206 2046/10/31
小 計 － － 12,470 12,741 1,816,127 －

（ユーロ…イタリア） ％ 千ユーロ 千ユーロ 千円
ITALY BTPS 2.7 03/01/47 国 債 証 券 2.7000 5,870 4,864 693,381 2047/03/01
ITALY BTPS 1.65 03/01/32 国 債 証 券 1.6500 5,060 4,289 611,362 2032/03/01
ITALY BTPS 2.05 08/01/27 国 債 証 券 2.0500 3,670 3,537 504,245 2027/08/01
ITALY BTPS 1.25 12/01/26 国 債 証 券 1.2500 8,040 7,575 1,079,809 2026/12/01
小 計 － － 22,640 20,266 2,888,798 －
合 計 － － － － 44,563,828 －
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■投資信託財産の構成 2022年６月10日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

公 社 債 44,563,828 98.7
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 572,495 1.3
投 資 信 託 財 産 総 額 45,136,323 100.0

（注１）評価額の単位未満は切捨ててあります。％は、小数点第２位を四捨五入しています。
（注２）当期末の外貨建資産の投資信託財産総額に対する比率は、44,914,409千円、99.5％です。
（注３）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2022年６月10日における邦貨換算

レートは、１アメリカ・ドル＝134.22円、１カナダ・ドル＝105.64円、１オーストラリア・ドル＝95.19円、１イギリス・ポンド＝
167.71円、１デンマーク・クローネ＝19.16円、１スウェーデン・クローナ＝13.53円、１メキシコ・ペソ＝6.825円、１ポーランド・ズ
ロチ＝30.969円、１ユーロ＝142.54円です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2022年６月10日)現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 89,453,202,213円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 288,047,477

公 社 債(評価額) 44,563,828,092

未 収 入 金 44,319,778,941

未 収 利 息 211,264,380

前 払 費 用 70,283,323

(Ｂ) 負 債 46,202,334,430

未 払 金 46,202,334,430

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 43,250,867,783

元 本 49,610,048,858

次 期 繰 越 損 益 金 △6,359,181,075

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 49,610,048,858口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,718円

（注１）設定当初元本額 497,500,000円
追加設定元本額 52,378,493,379円
一部解約元本額 3,265,944,521円

（注２）期末における元本の内訳
Ｏｎｅヘッジ付外国債券アクティブファンド（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家限定）

49,610,048,858円
期末元本合計 49,610,048,858円

■損益の状況
当期　自2021年６月10日　至2022年６月10日

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 873,503,939円

受 取 利 息 873,826,156

支 払 利 息 △322,217

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △6,909,066,619

売 買 益 8,620,187,768

売 買 損 △15,529,254,387

(Ｃ) そ の 他 費 用 △6,069,537

(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △6,041,632,217

(Ｅ) 解 約 差 損 益 金 80,944,521

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 △398,493,379

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △6,359,181,075

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) △6,359,181,075
（注１）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
（注２）(E)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価

額を差し引いた差額分をいいます。
（注３）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加

設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

<2174>

ダイワ・ジャパン・オープン
（FOFs用）

（適格機関投資家専用）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 無期限（設定日：2017年 1 月 4 日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド ダイワ・ジャパン・オープン・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・ジャパン・
オ ー プ ン・
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
（これに準ずるものを含みま
す。）株式

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、信託財産の成長に資することを目的に、
配当等収益の中から基準価額の水準等を勘案
して分配金額を決定します。ただし、配当等
収益が少額の場合には、分配を行なわないこ
とがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信

託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

運用報告書（全体版）
第 5期

（決算日　2022年 4 月25日）
（作成対象期間　2021年 4 月27日～2022年 4 月25日）

◇TUZ0217420220425◇
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 T O P I X

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （ベンチマーク） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

1期末（2018年 4 月24日） 13, 200 0 32. 0 1, 769. 75 16. 5 96. 7 ― 5, 077 
2 期末（2019年 4 月24日） 11, 680 0 △ 11. 5 1, 612. 05 △ 8. 9 98. 3 ― 5, 261 
3 期末（2020年 4 月24日） 11, 357 0 △ 2. 8 1, 421. 29 △ 11. 8 94. 8 ― 3, 639 
4 期末（2021年 4 月26日） 16, 509 0 45. 4 1, 918. 15 35. 0 96. 1 ― 6, 779
5 期末（2022年 4 月25日） 15, 811 0 △ 4. 2 1, 876. 52 △  2. 2 92. 6 ― 7, 713

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

設定以来の運用実績

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関
連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノ
ウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公
表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の
設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。

1 － 185 －
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■基準価額・騰落率
期　首：16, 509円
期　末：15, 811円（分配金 0円）
騰落率：△4. 2％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド」の受益証券を通じてわが国の株式に投資した
結果、国内株式市況は一進一退の展開となりましたが、当ファンドの基準価額については、ポート
フォリオの騰落率が国内株式市況の騰落率を下回ったことなどから下落しました。くわしくは「投
資環境について」および「ベンチマークとの差異について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。

＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸです。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

（円） （億円）
20, 000
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16, 000

14, 000

12, 000

200
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0
期　首

（2021. 4. 26）
期　末

（2022. 4. 25）

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

年　　月　　日
基　 準　 価 　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年 4 月26日 16, 509 ― 1, 918. 15 ― 96. 1 ―

4 月末 16, 155 △ 2. 1 1, 898. 24 △ 1. 0 98. 0 ―
5 月末 16, 153 △ 2. 2 1, 922. 98 0. 3 94. 5 ―
6 月末 16, 277 △ 1. 4 1, 943. 57 1. 3 95. 0 ―
7 月末 16, 148 △ 2. 2 1, 901. 08 △ 0. 9 96. 3 ―
8 月末 16, 839 2. 0 1, 960. 70 2. 2 96. 6 ―
9 月末 17, 523 6. 1 2, 030. 16 5. 8 93. 5 ―
10月末 17, 653 6. 9 2, 001. 18 4. 3 94. 5 ―
11月末 17, 328 5. 0 1, 928. 35 0. 5 94. 7 ―
12月末 17, 964 8. 8 1, 992. 33 3. 9 94. 1 ―

2022年 1 月末 16, 401 △ 0. 7 1, 895. 93 △ 1. 2 90. 9 ―
2 月末 15, 851 △ 4. 0 1, 886. 93 △ 1. 6 91. 7 ―
3 月末 16, 672 1. 0 1, 946. 40 1. 5 91. 5 ―

（期末）2022年 4 月25日 15, 811 △ 4. 2 1, 876. 52 △ 2. 2 92. 6 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■国内株式市況
国内株式市況は一進一退の展開でした。
国内株式市況は、当作成期首より、新型コロナウイルスの感染拡大で行動制限措置がとられたこ

とや、内閣支持率の低下を受けて政局不透明感が増したことなどから、上値の重い展開となりまし
た。2021年 8 月下旬からは国内の感染状況が改善したことを受けて株価が上昇すると、 9月初めに
は菅首相の自民党総裁選挙への不出馬表明を好感して急騰しました。しかし10月に入ると、新政権
への期待がやや後退したことや中国の大手不動産会社の信用不安などが懸念され、株価は反落しま
した。その後は、衆議院議員選挙で自民党が過半数を大きく上回る議席を維持したことが好感され
る局面もありましたが、年末にかけては、新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったこ
となどから上値の重い展開となりました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）に
よる金融引き締めへの懸念が高まり、金利が上昇して世界的に成長株が急落しました。 2月下旬か
らは、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急騰したことなどもあり、全体的に株価下落が加
速しました。しかし 3月中旬以降は、ＦＲＢの利上げ決定で悪材料出尽くし観測が強まったこと
や、ロシアとウクライナによる停戦協議の進展期待もあり、株価は反発しました。

投資環境について （2021. 4. 27 ～ 2022. 4. 25）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行い、信託財産の成長を

めざします。
■ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド

各国政府・主要中央銀行による積極的な金融・財政政策の推進、新型コロナウイルスワクチンの
普及などを背景に、今後の世界経済は回復傾向が続くと想定しています。短期的に急ピッチな株価
上昇や米国長期金利上昇に対する警戒感が強まる可能性はありますが、世界経済の回復に沿う形で
国内株式市場は底堅い展開を想定しています。国内外の景気・企業業績や金融・財政政策の動向、
世界的なウイルスの感染状況とワクチン接種の動向などを注視しつつ、今後の世界経済の回復ペー
スを見極めていく考えです。個別銘柄では、成長市場における事業展開力・競争優位性、事業環境
の変化に対して適切な対応を可能とする経営力・財務基盤、中長期的な成長戦略の進捗状況などの
点に着目しつつ、事業環境や業績見通しなども考慮して、選別を進める考えです。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

ベンチマークとの差異について

■当ファンド
「ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。

■ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド
株式組入比率は、設定による一時的な影響を除き、90％程度以上で推移させました。
業種構成は、輸送用機器や情報・通信業などの組入比率を引き上げ、電気機器や小売業などの組
入比率を引き下げました。当作成期末では、電気機器、情報・通信業、輸送用機器などを中心とし
たポートフォリオとしました。
個別銘柄では、成長分野における事業展開力や競争優位性、事業環境の変化に対して適切な対応

を可能とする経営力や財務基盤、バリュエーション指標などを総合的に勘案して選別を行いまし
た。デンソーの新規組み入れや日本電信電話の組入比率の引き上げを行った一方、日本電産や村田
製作所などの組入比率を引き下げました。

ポートフォリオについて （2021. 4. 27 ～ 2022. 4. 25）

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド ＴＯＰＩＸ（配当込み）

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸです。

当作成期のベンチマークの騰落率は△2. 2％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率
は△4. 2％となりました。
業種構成では、ベンチマークの騰落率を下回った陸運業のアンダーウエートなどはプラス要因とな

りましたが、ベンチマークの騰落率を上回った卸売業や銀行業のアンダーウエートなどはマイナス要
因となりました。個別銘柄では、日本電信電話、東京エレクトロン、ＭＡＲＵＷＡなどはプラスに寄
与しましたが、スクウェア・エニックス・ＨＤ、鎌倉新書、ＭｏｎｏｔａＲＯなどはマイナス要因と
なりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）
0. 0

-1. 0

-2. 0

-3. 0

-4. 0

-5. 0
当　期

（2021. 4. 26～2022. 4. 25）

基準価額
ＴＯＰＩＸ
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。
■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年 4 月27日
～2022年 4 月25日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 5, 810 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について

■当ファンド
「ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行い、信託財産の成長を

めざします。
■ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド

ロシアによるウクライナ侵攻やサプライチェーン（供給網）の混乱などを背景に、物価の上昇圧
力が高まっていることから、欧米の中央銀行は金融政策の引き締め姿勢を強めています。これらを
受け、国内外の景気や企業業績の先行きに対する警戒感も高まっている状況です。当面の国内株式
市場は、これらのマクロ動向や国内外の企業業績などをにらみながら上下に振れやすい展開を想定
しています。
このような不安定な投資環境下において、当ファンドでは外部環境に左右されにくい独自要因な

どにより中長期的に高い利益成長が期待される銘柄を中心にポートフォリオを構築する方針です。
特に、優れた経営力や高い競争優位性を有し、サプライチェーンの混乱やコストの上昇圧力といっ
た事業環境面の逆風に対して相対的に抵抗力が高いと考えられる銘柄などに注目する考えです。こ
のほか、業績見通し、事業環境の方向性、バリュエーション指標なども考慮して銘柄の選別を進め
る考えです。

今後の運用方針
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2021. 4. 27～2022. 4. 25） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬 118円 0. 702％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は16, 771円です。

（投 信 会 社） （110） （0. 658）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社） （4） （0. 022）
販売会社分は、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対
価

（受 託 会 社） （4） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料 15 0. 091
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （15） （0. 091）

有価証券取引税 ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用 1 0. 005 その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用） （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計 134 0. 799

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）

項　　　　　目 当　　　　　期
ダイワ ・ジャパン・オープン・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 8, 363, 998千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 11, 069, 066千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 0. 75 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

ダイワ ・ジャパン・
オープン・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

952, 894 3, 235, 780 582, 144 1, 936, 540 

（注）単位未満は切捨て。

（2） マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 4, 417 841 19. 0 3, 946 746 18. 9 
コール・ローン 158, 963 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合60. 0％ 
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。 

■利害関係人との取引状況等
（1） ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）
項　　　　　目 当　　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 6, 456千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 1, 343千円 
（Ｂ）／（Ａ） 20. 8％
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ ・ジャパン・
オープン・マザーファンド 2, 062, 506 2, 433, 256 7, 705, 880 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年 4 月25日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・ジャパン・オープン・
マザーファンド 7, 705, 880 99. 6 

コール・ローン等、その他 33, 624 0. 4 
投資信託財産総額 7, 739, 504 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月25日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 7, 739, 504, 996円

コール・ローン等 32, 424, 379  
ダイワ・ジャパン・オープン・
マザーファンド（評価額） 7, 705, 880, 617  

未収入金 1, 200, 000  
（Ｂ）負債 25, 694, 894  

未払信託報酬 25, 495, 795  
その他未払費用 199, 099  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 7, 713, 810, 102  
元本 4, 878, 914, 916  
次期繰越損益金 2, 834, 895, 186  

（Ｄ）受益権総口数 4, 878, 914, 916口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 15, 811円

＊ 期首における元本額は4, 106, 550, 883円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 913, 091, 833円、同解約元本額は1, 140, 727, 800円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は15, 811円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 4 月27日  至 2022年 4 月25日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △ 3, 415円

受取利息 537
支払利息 △ 3, 952

（Ｂ）有価証券売買損益 △ 375, 946, 490
売買益 24, 181, 305
売買損 △ 400, 127, 795

（Ｃ）信託報酬等 △ 49, 649, 017
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △ 425, 598, 922
（Ｅ）前期繰越損益金 1, 192, 436, 144
（Ｆ）追加信託差損益金 2, 068, 057, 964
（配当等相当額） （ 1, 126, 178, 728）
（売買損益相当額） （ 941, 879, 236）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 2, 834, 895, 186
次期繰越損益金（Ｇ） 2, 834, 895, 186
追加信託差損益金 2, 068, 057, 964
（配当等相当額） （ 1, 126, 178, 728）
（売買損益相当額） （ 941, 879, 236）
分配準備積立金 1, 192, 438, 822
繰越損益金 △ 425, 601, 600

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 642, 462, 457　
（ｄ）分配準備積立金 1, 192, 438, 822　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 2, 834, 901, 279　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 2, 834, 901, 279　
（ｈ）受益権総口数 4, 878, 914, 916口
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンド
運用報告書　第21期　（決算日　2022年 4 月25日）

（作成対象期間　2021年 4 月27日～2022年 4 月25日）

ダイワ・ジャパン・オープン・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場（これに準ずるものを含みます。）株式
株式組入制限 無制限

10
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：32, 838円　期末：31, 669円　騰落率：△3. 6％

【基準価額の主な変動要因】
国内株式市況は一進一退の展開となりましたが、当ファンドの基準

価額については、ポートフォリオの騰落率が国内株式市況の騰落率を
下回ったことなどから下落しました。くわしくは「投資環境につい
て」および「ベンチマークとの差異について」をご参照ください。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基準価額 ＴＯＰＩＸ（配当込み）株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰落率（ベンチマーク）騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年 4 月26日 32, 838 ― 26, 061 ― 96. 2 ―

4 月末 32, 135 △ 2. 1 25, 795 △ 1. 0 98. 1 ―
5 月末 32, 150 △ 2. 1 26, 151 0. 3 94. 6 ―
6 月末 32, 416 △ 1. 3 26, 462 1. 5 95. 1 ―
7 月末 32, 178 △ 2. 0 25, 885 △ 0. 7 96. 4 ―
8 月末 33, 577 2. 3 26, 705 2. 5 96. 7 ―
9 月末 34, 962 6. 5 27, 868 6. 9 93. 6 ―
10月末 35, 242 7. 3 27, 474 5. 4 94. 6 ―
11月末 34, 614 5. 4 26, 483 1. 6 94. 7 ―
12月末 35, 907 9. 3 27, 396 5. 1 94. 2 ―

2022年 1 月末 32, 799 △ 0. 1 26, 073 0. 0 91. 0 ―
2 月末 31, 715 △ 3. 4 25, 960 △ 0. 4 91. 8 ―
3 月末 33, 380 1. 7 27, 076 3. 9 91. 6 ―

（期末）2022年 4 月25日 31, 669 △ 3. 6 26, 104 0. 2 92. 7 ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

◆投資環境について 
○国内株式市況
国内株式市況は一進一退の展開でした。
国内株式市況は、当作成期首より、新型コロナウイルスの感染拡

大で行動制限措置がとられたことや、内閣支持率の低下を受けて政
局不透明感が増したことなどから、上値の重い展開となりました。
2021年 8 月下旬からは国内の感染状況が改善したことを受けて株価
が上昇すると、 9月初めには菅首相の自民党総裁選挙への不出馬表
明を好感して急騰しました。しかし10月に入ると、新政権への期待
がやや後退したことや中国の大手不動産会社の信用不安などが懸念
され、株価は反落しました。その後は、衆議院議員選挙で自民党が
過半数を大きく上回る議席を維持したことが好感される局面もあり
ましたが、年末にかけては、新型コロナウイルスの新変異株への警
戒感が広がったことなどから上値の重い展開となりました。2022年
に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締め
への懸念が高まり、金利が上昇して世界的に成長株が急落しまし
た。 2月下旬からは、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急
騰したことなどもあり、全体的に株価下落が加速しました。しかし
3月中旬以降は、ＦＲＢの利上げ決定で悪材料出尽くし観測が強
まったことや、ロシアとウクライナによる停戦協議の進展期待もあ
り、株価は反発しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
各国政府・主要中央銀行による積極的な金融・財政政策の推進、新

型コロナウイルスワクチンの普及などを背景に、今後の世界経済は回
復傾向が続くと想定しています。短期的に急ピッチな株価上昇や米国
長期金利上昇に対する警戒感が強まる可能性はありますが、世界経済
の回復に沿う形で国内株式市場は底堅い展開を想定しています。国内
外の景気・企業業績や金融・財政政策の動向、世界的なウイルスの感
染状況とワクチン接種の動向などを注視しつつ、今後の世界経済の回
復ペースを見極めていく考えです。個別銘柄では、成長市場における
事業展開力・競争優位性、事業環境の変化に対して適切な対応を可能
とする経営力・財務基盤、中長期的な成長戦略の進捗状況などの点に
着目しつつ、事業環境や業績見通しなども考慮して、選別を進める考
えです。

◆ポートフォリオについて
株式組入比率は、設定による一時的な影響を除き、90％程度以上で

推移させました。
業種構成は、輸送用機器や情報・通信業などの組入比率を引き上

げ、電気機器や小売業などの組入比率を引き下げました。当作成期末
では、電気機器、情報・通信業、輸送用機器などを中心としたポート
フォリオとしました。
個別銘柄では、成長分野における事業展開力や競争優位性、事業環

境の変化に対して適切な対応を可能とする経営力や財務基盤、バリュ
エーション指標などを総合的に勘案して選別を行いました。デンソー
の新規組み入れや日本電信電話の組入比率の引き上げを行った一方、
日本電産や村田製作所などの組入比率を引き下げました。

◆ベンチマークとの差異について
当作成期のベンチマークの騰落率は0. 2％となりました。一方、当

ファンドの基準価額の騰落率は△3. 6％となりました。
業種構成では、ベンチマークの騰落率を下回った陸運業のアンダー

ウエートなどはプラス要因となりましたが、ベンチマークの騰落率を
上回った卸売業や銀行業のアンダーウエートなどはマイナス要因とな
りました。個別銘柄では、日本電信電話、東京エレクトロン、
ＭＡＲＵＷＡなどはプラスに寄与しましたが、スクウェア・エニック
ス・ＨＤ、鎌倉新書、ＭｏｎｏｔａＲＯなどはマイナス要因となりま
した。
＊ベンチマークはＴＯＰＩＸ（配当込み）です。
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30, 000

25, 000

20, 000
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基準価額
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■売買および取引の状況
株　　　　式

（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

1, 032. 7 4, 417, 013 796. 6 3, 946, 984 
（ 211. 2） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2021年 4 月27日から2022年 4 月25日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
日本電信電話 210. 5 695, 198 3, 302 日本電産 35 443, 010 12, 657 
デンソー 69. 4 549, 548 7, 918 村田製作所 51. 2 425, 460 8, 309 
トヨタ自動車 128. 2 404, 427 3, 154 太陽誘電 59. 3 314, 301 5, 300 
富士フイルムＨＬＤＧＳ 36. 5 271, 829 7, 447 信越化学 11 209, 950 19, 086 
ＳＭＣ 3. 8 264, 351 69, 566 アドバンテスト 20. 9 198, 448 9, 495 
太陽誘電 37. 4 236, 573 6, 325 ベイカレントコンサルティング 4. 5 182, 704 40, 600 
ＮＴＴデータ 104 232, 922 2, 239 ダイキン工業 8. 5 175, 044 20, 593 
リクルートホールディングス 39. 9 218, 821 5, 484 キーエンス 2. 8 167, 771 59, 918 
旭化成 167. 1 197, 464 1, 181 ＳＭＣ 2 152, 898 76, 449 
ディスコ 5. 1 169, 361 33, 208 ソニーグループ 12 146, 703 12, 225 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 30円
（株式） （ 30） 

有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合 　 　 　 計 30  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

《今後の運用方針》
ロシアによるウクライナ侵攻やサプライチェーン（供給網）の混乱な

どを背景に、物価の上昇圧力が高まっていることから、欧米の中央銀行
は金融政策の引き締め姿勢を強めています。これらを受け、国内外の景
気や企業業績の先行きに対する警戒感も高まっている状況です。当面の
国内株式市場は、これらのマクロ動向や国内外の企業業績などをにらみ
ながら上下に振れやすい展開を想定しています。
このような不安定な投資環境下において、当ファンドでは外部環境に

左右されにくい独自要因などにより中長期的に高い利益成長が期待され
る銘柄を中心にポートフォリオを構築する方針です。特に、優れた経営
力や高い競争優位性を有し、サプライチェーンの混乱やコストの上昇圧
力といった事業環境面の逆風に対して相対的に抵抗力が高いと考えられ
る銘柄などに注目する考えです。このほか、業績見通し、事業環境の方
向性、バリュエーション指標なども考慮して銘柄の選別を進める考えで
す。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

繊維製品（0. 4％）
東レ ― 75 45, 922
化学（11. 7％）
旭化成 88. 5 255. 6 275, 409
クレハ 11 ― ―
トクヤマ 6 ― ―
信越化学 33. 9 28. 2 500, 127
東京応化工業 ― 3 20, 610
ダイキアクシス 30. 1 30. 1 21, 581
トリケミカル 21. 8 20. 8 51, 272
花王 5 ― ―
第一工業製薬 20 20 51, 600
ソフト99コーポレーション 29. 7 29. 7 34, 927
富士フイルムHLDGS ― 36. 5 262, 617
資生堂 ― 11 65, 725
ハーバー研究所 7. 5 7. 5 15, 270
医薬品（1. 8％）
塩野義製薬 2 2 13, 892
第一三共 64. 6 64. 6 190, 117
大塚ホールディングス 8. 8 ― ―

ガラス・土石製品（2. 2％）
ジオスター 19 19 5, 890
日本カーボン 16 16 66, 080
ＭＡＲＵＷＡ 17. 5 11. 5 170, 315
金属製品（0. 3％）
ケー・エフ・シー 9. 2 9. 2 15, 989
川田テクノロジーズ 6 6 21, 000
機械（9. 6％）
岡本工作 8 8 31, 720
ディスコ 3. 4 7. 8 245, 700
ＳＭＣ 2 3. 8 244, 264
クボタ 97 93. 9 205, 124
三精テクノロジーズ 30 30 22, 440
ダイキン工業 16. 8 12 238, 140
ＣＫＤ 44. 2 34. 2 56, 874
フクシマガリレイ 3 3 11, 040
アマノ 3 3 6, 243
ＴＨＫ 12. 5 ― ―
電気機器（20. 8％）
日本電産 39. 5 4. 5 37, 633
電気興業 11 11 26, 059
ソニーグループ 82. 7 81. 2 901, 726
アドバンテスト 20. 9 ― ―
キーエンス 14. 6 11. 8 602, 626

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

山一電機 37 35. 5 58, 149
新光電気工業 ― 6 33, 360
太陽誘電 21. 9 ― ―
村田製作所 51. 9 6. 2 48, 087
東京エレクトロン 10. 5 10. 8 597, 672

輸送用機器（13. 5％）
豊田自動織機 25. 2 32. 1 247, 170
デンソー ― 69. 4 516, 474
トヨタ自動車 33. 6 338. 2 740, 658
精密機器（4. 3％）
テルモ 74. 9 58. 2 225, 816
島津製作所 9 4. 5 18, 652
シード 16 16 7, 792
ノーリツ鋼機 60. 3 49. 3 106, 093
朝日インテック 36 41 108, 978
メニコン 15. 8 3. 1 8, 503
その他製品（3. 5％）
任天堂 6. 7 6. 1 383, 995

情報・通信業（15. 8％）
エニグモ 35 35 18, 165
テクマトリックス 24 24 47, 736
ＵＵＵＭ 11. 2 11. 2 12, 409
インフォコム 18. 8 18. 8 39, 856
Z ホールディングス 89. 4 ― ―
アルゴグラフィックス 18 18 54, 630
スターツ出版 8. 5 8. 5 26, 605
ＢＩＰＲＯＧＹ 18. 8 ― ―
日本電信電話 6 216. 5 820, 318
光通信 2 2 29, 480
GMOインターネット 2 7 17, 675
ＮＴＴデータ ― 104 244, 088
スクウェア・エニックス・HD 59. 9 68. 6 348, 488
ソフトバンクグループ 19. 5 18. 5 92, 296

卸売業（2. 2％）
アルコニックス 40 40 55, 000
あい ホールディングス 81. 9 72. 9 121, 451
三洋貿易 24 24 22, 944
クリヤマホールディングス 42 42 39, 606
伊藤忠 23 ― ―
小売業（2. 6％）
ＭｏｎｏｔａＲＯ 81 44 103, 312
ＺＯＺＯ 16 ― ―
良品計画 33 33 38, 412
パンパシフィックHD 55. 7 55. 7 106, 832

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ワークマン 8. 4 8. 4 37, 842
銀行業（1. 5％）
三菱UFJ フィナンシャルG 188. 4 38. 4 28, 842
三井住友フィナンシャルG 27. 9 34. 2 133, 790

不動産業（1. 6％）
オープンハウスグループ 34. 5 34. 5 174, 570

サービス業（8. 4％）
ディップ 43. 4 43. 7 177, 203
エスプール 35 35 46, 480
WDBホールディングス 28. 3 28. 3 75, 985
バリューコマース 25 25 88, 375
テイクアンドギヴニーズ 7. 3 3. 3 4, 042
イトクロ 0. 5 ― ―
リクルートホールディングス 62. 5 93. 9 449, 311
鎌倉新書 82. 5 74. 5 44, 476
ベイカレントコンサルティング 5. 7 1. 2 46, 560

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 2, 443. 1 2, 890. 4 11, 106, 123

銘柄数＜比率＞ 81銘柄 76銘柄＜92. 7％＞

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成
2022年 4 月25日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
株式 11, 106, 123 92. 5 
コール・ローン等、その他 903, 285 7. 5 
投資信託財産総額 12, 009, 409 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月25日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 12, 009, 409, 018円

コール・ローン等 798, 991, 928  
株式（評価額） 11, 106, 123, 090  
未収配当金 104, 294, 000  

（Ｂ）負債 25, 301, 065  
未払金 11, 789, 065  
未払解約金 13, 512, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 11, 984, 107, 953  
元本 3, 784, 166, 014  
次期繰越損益金 8, 199, 941, 939  

（Ｄ）受益権総口数 3, 784, 166, 014口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 31, 669円

＊ 期首における元本額は3, 594, 704, 012円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 056, 988, 331円、同解約元本額は867, 526, 329円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ダイワ・ジャパン・オープンＶＡ 99, 779, 610円
　ダイワ・ジャパン・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用） 2, 433, 256, 692円
　ダイワ・ジャパン・オープン 644, 895, 159円
　ＤＣ・ダイワ・ジャパン・オープン（確定拠出年金専用ファンド） 606, 234, 553円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は31, 669円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 4 月27日  至 2022年 4 月25日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 202, 806, 261円

受取配当金 202, 939, 910  
受取利息 101  
その他収益金 5, 221  
支払利息 △  138, 971  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  722, 149, 173  
売買益 610, 305, 378  
売買損 △  1, 332, 454, 551  

（Ｃ）当期損益金（Ａ＋Ｂ） △  519, 342, 912  
（Ｄ）前期繰越損益金 8, 209, 665, 853  
（Ｅ）解約差損益金 △  2, 011, 092, 671  
（Ｆ）追加信託差損益金 2, 520, 711, 669  
（Ｇ）合計（Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 8, 199, 941, 939  

次期繰越損益金（Ｇ） 8, 199, 941, 939  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下
「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかか
る標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を
負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損
害に対してもＪＰＸは責任を負いません。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

<2097>

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 無期限（設定日：2006年11月29日）
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド ダイワ・バリュー株・オープン・
マザーファンドの受益証券

ダイワ・バリュー株・
オ ー プ ン・
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
株式および店頭登録株式

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率 無制限
ベビーファンドの株式実質組入上限比率 無制限
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売
買益（評価益を含みます。）等とし、原則とし
て、配当等収益等を中心に分配金額を決定しま
す。ただし、分配対象額が少額の場合には、分
配を行なわないことがあります。

ダイワ・バリュー株・オープン
（FOFs用）（適格機関投資家専用）

運用報告書（全体版）
第31期

（決算日　2022年 3 月 9 日）
（作成対象期間　2021年 9 月10日～2022年 3 月 9 日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信

託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0209720220309◇
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 T O P I X

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （ベンチマーク） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

27期末（2020年 3 月 9 日） 8, 214 90 △ 10. 6 1, 388. 97 △ 10. 5 91. 2 ― 10, 533 
28期末（2020年 9 月 9 日） 9, 015 180 11. 9 1, 605. 40 15. 6 97. 9 ― 1, 541
29期末（2021年 3 月 9 日） 10, 917 80 22. 0 1, 917. 68 19. 5 96. 3 ― 2, 588
30期末（2021年 9 月 9 日） 11, 644 140 7. 9 2, 064. 93 7. 7 98. 7 ― 2, 660 
31期末（2022年 3 月 9 日） 10, 212 100 △ 11. 4 1, 758. 89 △  14. 8 94. 8 ― 2, 603 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式および株式先物の組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

最近5期の運用実績

　東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の
関連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・
ノウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または
公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品
の設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■基準価額・騰落率
期　首：11, 644円
期　末：10, 212円（分配金100円）
騰落率：△11. 4％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

ウクライナ情勢への懸念が高まり、国内株式市況が下落したことにより、基準価額も下落しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。

＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸです。

（注）分配金再投資基準価額およびベンチマークは、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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期　首

（2021. 9. 9）
期　末

（2022. 3. 9）

基準価額（左軸）　　　　　　分配金再投資基準価額（左軸）
ベンチマーク（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

年　　月　　日
基　 準　 価 　額 T O P I X 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率騰 落 率 （ベンチマーク） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年 9 月 9 日 11, 644 ― 2, 064. 93 ― 98. 7 ―

9 月末 11, 633 △ 0. 1 2, 030. 16 △ 1. 7 96. 5 ―
10月末 11, 507 △ 1. 2 2, 001. 18 △ 3. 1 93. 9 ―
11月末 11, 120 △ 4. 5 1, 928. 35 △ 6. 6 95. 0 ―
12月末 11, 548 △ 0. 8 1, 992. 33 △ 3. 5 94. 8 ―

2022年 1 月末 11, 208 △ 3. 7 1, 895. 93 △ 8. 2 95. 8 ―
2 月末 11, 154 △ 4. 2 1, 886. 93 △ 8. 6 94. 3 ―

（期末）2022年 3 月 9 日 10, 312 △ 11. 4 1, 758. 89 △ 14. 8 94. 8 ―
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■国内株式市況
国内株式市況は、当作成期末にかけて下落しました。
国内株式市況は、2021年 9 月初めに菅首相の自民党総裁選挙への不出馬表明を好感して急騰し、

年初来高値を更新しましたが、10月に入ると、新政権への期待がやや後退したことや中国の大手不
動産会社の信用不安などが懸念され、株価は反落しました。10月末には、衆議院議員選挙で自民党
が過半数を大きく上回る議席を維持したことが好感される局面もありましたが、年末にかけては、
新型コロナウイルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから上値の重い展開となりました。
2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締めへの懸念が高まり、金利
が上昇して世界的に成長株が急落したほか、ウクライナ情勢の緊迫化の影響を受け、国内株式市況
も当作成期末にかけて下落しました。

投資環境について （2021. 9. 10 ～ 2022. 3. 9）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。

■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド
米国や中国の経済指標の一部に弱さが見られる点はリスク要因であり注意が必要ですが、国内の
新型コロナウイルスワクチン接種は着実に進展しており、欧米と比べたワクチン接種比率の低さの
解消や、日本株の出遅れも意識されやすい局面とみられ、国内株式市場は底堅い推移を想定しま
す。
こうした投資環境を踏まえ、今後の国内経済活動の再開に向けて収益構造の改善に取り組んでき

た内需関連企業や、上昇傾向にある原材料価格に対して、価格転嫁ができる製品競争力・シェアを
有する製造業、脱炭素化への技術やサービスを有し、グリーンリカバリー政策（新型コロナウイル
ス感染拡大からの経済復興にあたり、環境に配慮した回復をめざす景気刺激策）に関わるビジネス
展開力を持つ企業などに注目しています。個別銘柄の選別にあたりましては、変化する外部環境に
対して取り組んで来た構造改革の成果や、企業の収益力の変化、資本効率の改善や株主を重視する
経営姿勢などを背景にした、株主還元政策に込められる経営陣のメッセージなどに注目すること
で、パフォーマンスの向上に努めてまいります。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

ポートフォリオについて （2021. 9. 10 ～ 2022. 3. 9）

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。

■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド
株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
業種構成は、情報・通信業、銀行業、小売業などの比率を引き上げた一方、化学、電気機器、ガ
ラス・土石製品などの比率を引き下げました。
個別銘柄では、業績の先行き不透明感などを考慮して武田薬品やソニーグループなどを売却した

一方で、日本電信電話や伊藤忠商事などのウエートを引き上げました。日本電信電話は、子会社の
再編によるシナジー効果の発現や次世代ネットワークの事業展開に加え、株主還元のさらなる取り
組みに注目しました。伊藤忠商事は、安定した事業ポートフォリオをベースに、新たに打ち出した
配当政策など継続的に取り組む株主還元への姿勢を評価しました。

＊マザーファンドのベンチマークは以下の通りです。

組入ファンド ベンチマーク
ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド ＴＯＰＩＸ

当作成期のベンチマークの騰落率は△14. 8％となりました。一方、当ファンドの基準価額の騰落率
は△11. 4％となりました。ベンチマークの騰落率を下回った電気機器のアンダーウエートやベンチ
マークの騰落率を上回った卸売業のオーバーウエートなどはプラス要因となりましたが、ベンチマー
クの騰落率を下回った化学のオーバーウエートやベンチマークの騰落率を上回った海運業のアンダー
ウエートなどがマイナス要因となりました。個別銘柄では、デクセリアルズ、大日本印刷、伊藤忠商
事などはプラスに寄与しましたが、富士フイルムＨＬＤＧＳ、ＢＥＥＮＯＳ、武田薬品などがマイナ
ス要因となりました。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークとの騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

＊ベンチマークはＴＯＰＩＸです。

（％）
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0
-12. 0
-14. 0
-16. 0

当　期
（2021. 9. 9～2022. 3. 9）

基準価額
ＴＯＰＩＸ

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

今後の運用方針

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年 9 月10日
～2022年 3 月 9 日

当期分配金（税込み） （円） 100 
対基準価額比率 （％） 0. 97 
当期の収益 （円） 100 
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配対象額 （円） 6, 403 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 100. 56円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 4, 593. 16　
（ｄ）分配準備積立金 1, 809. 33　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 6, 503. 06　
（ｆ）分配金 100. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 6, 403. 06　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

■当ファンド
「ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。

■ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド
ウクライナ情勢を受けて不安定な株価推移が継続すると予想されます。原油などの資源価格の変
動は大きく、紛争に伴う世界的な部材調達への影響や、それを反映した国内外の物価動向など、グ
ローバル経済に与える影響を注視します。また、各国中央銀行の金融政策が変化する可能性も留意
され、当面は政治・経済とも不確実性が高い状態が継続すると想定します。
こうした不安定な投資環境を踏まえ、政治や景気などの外部要因の影響を相対的に受けにくい消

費財関連企業（小売業、サービス業など）や、コスト上昇局面にあって価格競争力のある製品・
サービスを有し、部材不足の混乱下でも価格転嫁ができる素材関連企業やテクノロジー関連企業に
注目します。個別銘柄の選別にあたりましては、構造改革の進展や新規事業の成長に変化が見られ
る企業や、株主還元策の向上に取り組む経営陣の姿勢に注目して、実力の再評価に余地がある銘柄
の調査・選別を進めてまいります。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2021. 9. 10～2022. 3. 9） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  33円 0. 289％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 456円です。

（投 信 会 社）  （30） （0. 262）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （1） （0. 005）
販売会社分は、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対
価

（受 託 会 社）  （2） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  8   0. 072  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （8） （0. 072）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  0   0. 003  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （0） （0. 003） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  42   0. 364  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2021年 9 月10日から2022年 3 月 9 日まで）

項　　　　　目 当　　　　　期
ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 40, 188, 222千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 73, 539, 282千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 0. 54 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年 9 月10日から2022年 3 月 9 日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　数 金　額 口　数 金　額

ダイワ・バリュー株・
オープン・
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

102, 769 299, 640 13, 246 39, 580 

（注）単位未満は切捨て。

（2） マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

（2021年 9 月10日から2022年 3 月 9 日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 19, 035 5, 700 29. 9 21, 153 6, 091 28. 8 
コール・ローン 357, 839 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合3. 5％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

■利害関係人との取引状況等
（1） ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2021年 9 月10日から2022年 3 月 9 日まで）
項　　　　　目 当　　　　　期

売買委託手数料総額（Ａ） 1, 981千円 

うち利害関係人への支払額（Ｂ） 599千円 

（Ｂ）／（Ａ） 30. 2％ 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・バリュー株・
オープン・マザーファンド 897, 923 987, 445 2, 626, 803 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年 3 月 9 日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・バリュー株・
オープン・マザーファンド 2, 626, 803 99. 6 

コール・ローン等、その他 10, 494 0. 4 
投資信託財産総額 2, 637, 297 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

8－ 207 －

02-2_添付ファンド_9pt_933610.indd   20702-2_添付ファンド_9pt_933610.indd   207 2022/11/08   14:29:572022/11/08   14:29:57



ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 3 月 9 日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 2, 637, 297, 769円

コール・ローン等 10, 494, 224  
ダイワ・バリュー株・オープン・
マザーファンド（評価額） 2, 626, 803, 545  

（Ｂ）負債 33, 455, 198  
未払収益分配金 25, 497, 217  
未払信託報酬 7, 883, 694  
その他未払費用 74, 287  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 2, 603, 842, 571  
元本 2, 549, 721, 760  
次期繰越損益金 54, 120, 811  

（Ｄ）受益権総口数 2, 549, 721, 760口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 212円

＊ 期首における元本額は2, 284, 544, 969円、当作成期間中における追加設定元本額
は265, 176, 791円、同解約元本額は 0円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 212円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 9 月10日  至 2022年 3 月 9 日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  563円

受取利息 1  
支払利息 △  564  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  322, 716, 931  
売買益 23, 215  
売買損 △  322, 740, 146  

（Ｃ）信託報酬等 △  7, 957, 981  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  330, 675, 475  
（Ｅ）前期繰越損益金 461, 329, 748  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  51, 036, 245  

（配当等相当額） （ 1, 171, 128, 898）
（売買損益相当額） （△  1, 222, 165, 143）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 79, 618, 028  
（Ｈ）収益分配金 △  25, 497, 217  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 54, 120, 811  
追加信託差損益金 △  51, 036, 245  
（配当等相当額） （ 1, 171, 128, 898）
（売買損益相当額） （△  1, 222, 165, 143）
分配準備積立金 461, 474, 328  
繰越損益金 △  356, 317, 272  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 25, 641, 797円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 171, 128, 898　
（ｄ）分配準備積立金 461, 329, 748　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 658, 100, 443　
（ｆ）分配金 25, 497, 217　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 632, 603, 226　
（ｈ）受益権総口数 2, 549, 721, 760口

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ
1 万 口 当 り 分 配 金（税 込 み） 100円
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンド
運用報告書　第21期　（決算日　2022年 3 月 9 日）

（作成対象期間　2021年 3 月10日～2022年 3 月 9 日）

ダイワ・バリュー株・オープン・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式および店頭登録株式
株式組入制限 無制限

10
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：27, 666円　期末：26, 602円　騰落率：△3. 8％

【基準価額の主な変動要因】
米国を中心とする金融政策の転換やウクライナ情勢への警戒感が高

まり、国内株式市況が下落したことにより、基準価額も下落しまし
た。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

◆投資環境について
○国内株式市況
国内株式市況は、当作成期末にかけて下落しました。
国内株式市況は、当作成期首より、国内の新型コロナウイルスの

感染状況が改善したことや米国の大型経済対策が実現したことなど
もあって上昇しましたが、2021年 4 月以降は、国内で感染が再拡大
して行動制限措置がとられたことや、内閣支持率の低下で政局の行
方に不透明感が増したことなどから、上値の重い展開となりまし
た。 8月下旬からは国内の感染状況が改善したことを受けて株価が
上昇すると、 9月初めには菅首相の自民党総裁選挙への不出馬表明
を好感して急騰し、年初来高値を更新しました。しかし10月に入る
と、新政権への期待がやや後退したことや中国の大手不動産会社の
信用不安などが懸念され、株価は反落しました。10月末には、衆議
院議員選挙で自民党が過半数を大きく上回る議席を維持したことが
好感される局面もありましたが、年末にかけては、新型コロナウイ
ルスの新変異株への警戒感が広がったことなどから上値の重い展開
となりました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事
会）による金融引き締めへの懸念が高まり、金利が上昇して世界的
に成長株が急落したほか、ウクライナ情勢の緊迫化の影響を受け、
国内株式市況も当作成期末にかけて下落しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
国内株式市場は、景気回復の継続への期待から、底堅く推移すると

想定します。好材料を織り込みつつある株価水準に対し、米国を中心
とした金利上昇による株価への影響が高まっていますが、各国の経済
政策の恩恵や国内での新型コロナウイルスのワクチン接種の進展など
が景気回復を後押しし、株価を下支えると期待しています。
企業業績は市場の想定通り回復基調にあり、株式市場では、これま

で業績の先行き不透明感から出遅れていた割安株の株価の見直しが進
みつつあります。一方で、新型コロナウイルスの影響が続く内需関連
企業や、脱炭素化が成長の重しとして懸念される企業など、株価の低
迷が続く割安株も多くあります。今後のワクチン接種の普及や経営の
舵取り次第では、そうした企業における株価の見直しの余地は大きい
と考えます。個別銘柄の選別にあたりましては、業績の底打ちおよび
回復をもたらす企業の収益力の変化や、資本効率の改善や株主を重視
する経営姿勢などを背景にした株主還元政策においての経営陣のメッ
セージなどに注目することで、パフォーマンスの向上に努めてまいり
ます。

◆ポートフォリオについて
株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。
業種構成は、その他製品、情報・通信業、卸売業などの比率を引き

上げた一方、機械、非鉄金属、電気機器、医薬品などの比率を引き下
げました。
個別銘柄では、業績の先行き不透明感などを考慮して武田薬品、ソ

ニーグループ、住友電工などを売却した一方で、しまむら、日本電信
電話、三菱商事などの新規組み入れまたはウエート引き上げをしまし
た。しまむらは、商品政策の見直しの効果による収益性の改善に注目
しました。日本電信電話は、子会社の再編によるシナジー効果の発現
や次世代ネットワークの事業展開に加え、株主還元のさらなる取り組
みに注目しました。三菱商事は、商品市況の上昇による業績拡大に加

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ 株　式

組　入
比　率

株　式
先　物
比　率騰落率（ベンチマーク） 騰落率

円 ％ ％ ％ ％
（期首）2021年 3 月 9 日 27, 666 ― 1, 917. 68 ― 95. 7 ― 

3 月末 28, 612 3. 4 1, 954. 00 1. 9 95. 6 ― 
4 月末 28, 117 1. 6 1, 898. 24 △  1. 0 96. 2 ― 
5 月末 28, 618 3. 4 1, 922. 98 0. 3 97. 3 ― 
6 月末 28, 811 4. 1 1, 943. 57 1. 4 97. 7 ― 
7 月末 28, 341 2. 4 1, 901. 08 △  0. 9 98. 1 ― 
8 月末 28, 556 3. 2 1, 960. 70 2. 2 96. 8 ― 
9 月末 29, 934 8. 2 2, 030. 16 5. 9 96. 6 ― 
10月末 29, 625 7. 1 2, 001. 18 4. 4 94. 0 ― 
11月末 28, 643 3. 5 1, 928. 35 0. 6 95. 1 ― 
12月末 29, 760 7. 6 1, 992. 33 3. 9 94. 9 ― 

2022年 1 月末 28, 897 4. 4 1, 895. 93 △  1. 1 95. 9 ― 
2 月末 28, 772 4. 0 1, 886. 93 △  1. 6 94. 4 ― 

（期末）2022年 3 月 9 日 26, 602 △ 3. 8 1, 758. 89 △  8. 3 94. 0 ― 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

基準価額

（円）
32, 000

30, 000

28, 000

26, 000

24, 000
期　首

（2021. 3. 9）
期　末

（2022. 3. 9）
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■売買および取引の状況
株　　　　式

（2021年 3 月10日から2022年 3 月 9 日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

15, 352. 1 36, 783, 673 20, 939. 6 38, 901, 509 
（ 1, 735. 1） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2021年 3 月10日から2022年 3 月 9 日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
伊藤忠  610. 1 2, 101, 351 3, 444 武田薬品  513. 5 1, 614, 979 3, 145 
日本電信電話  545. 9 1, 768, 743 3, 240 ソニーグループ  126. 2 1, 530, 258 12, 125 
しまむら  170. 9 1, 750, 258 10, 241 本田技研  452. 6 1, 514, 581 3, 346 
三菱商事  499. 3 1, 671, 182 3, 347 住友電工  908. 6 1, 370, 205 1, 508 
いすゞ自動車  859. 6 1, 257, 744 1, 463 伊藤忠  329. 9 1, 072, 298 3, 250 
アサヒグループホールディン  238. 2 1, 213, 545 5, 094 東日本旅客鉄道  150. 4 1, 047, 303 6, 963 
豊田自動織機  115. 4 1, 135, 870 9, 842 クボタ  398. 1 948, 341 2, 382 
大日本印刷  418. 8 1, 120, 766 2, 676 信越化学  49. 3 907, 500 18, 407 
ルネサスエレクトロニクス  802. 9 1, 113, 417 1, 386 三井物産  353. 8 853, 432 2, 412 
日本製鉄  503 1, 079, 826 2, 146 タクマ  447. 8 830, 588 1, 854 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 37円
（株式） （ 37） 

有価証券取引税 ―
その他費用 0   
（その他） （ 0 ） 

合 　 　 　 計 37  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

えて、同業他社に比べて遅れていた株主還元策やＥＳＧ（環境・社
会・企業統治）関連の開示について、今後の取り組みの進展に注目し
ました。

◆ベンチマークとの差異について
当作成期のベンチマークの騰落率は△8. 3％となりました。一方、

当ファンドの基準価額の騰落率は△3. 8％となりました。ベンチマー
クの騰落率を上回った卸売業や保険業のオーバーウエートなどはプラ
ス要因となりましたが、ベンチマークの騰落率を下回った化学のオー
バーウエートやベンチマークの騰落率を上回った海運業のアンダーウ
エートなどがマイナス要因となりました。個別銘柄では、デクセリア
ルズ、大日本印刷、富士電機などはプラスに寄与しましたが、武田薬
品、昭和電工、豊田自動織機などがマイナス要因となりました。
＊ベンチマークはＴＯＰＩＸです。

《今後の運用方針》
ウクライナ情勢を受けて不安定な株価推移が継続すると予想されま

す。原油などの資源価格の変動は大きく、紛争に伴う世界的な部材調達
への影響や、それを反映した国内外の物価動向など、グローバル経済に
与える影響を注視します。また、各国中央銀行の金融政策が変化する可
能性も留意され、当面は政治・経済とも不確実性が高い状態が継続する
と想定します。
こうした不安定な投資環境を踏まえ、政治や景気などの外部要因の影

響を相対的に受けにくい消費財関連企業（小売業、サービス業など）
や、コスト上昇局面にあって価格競争力のある製品・サービスを有し、
部材不足の混乱下でも価格転嫁ができる素材関連企業やテクノロジー関
連企業に注目します。個別銘柄の選別にあたりましては、構造改革の進
展や新規事業の成長に変化が見られる企業や、株主還元策の向上に取り
組む経営陣の姿勢に注目して、実力の再評価に余地がある銘柄の調査・
選別を進めてまいります。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

鉱業（―）

ＩＮＰＥＸ 328. 5 ― ― 

建設業（3. 5％）

オリエンタル白石 ― 551. 8 125, 258 

大豊建設 95. 9 ― ― 

熊谷組 142. 5 ― ― 

五洋建設 248. 4 ― ― 

住友林業 102. 6 393. 6 792, 710 

大和ハウス 152. 7 150. 7 458, 429 

エクシオグループ 120. 1 ― ― 

九電工 129 127. 3 370, 570 

日揮ホールディングス 491. 2 484. 6 584, 427 

ＯＳＪＢ ＨＤ 559. 3 ― ― 

食料品（3. 5％）

日本ハム 99. 7 88. 2 356, 769 

アサヒグループホールディン ― 235. 9 954, 687 

ニチレイ 237 345 828, 345 

太陽化学 95. 2 95. 2 160, 792 

繊維製品（2. 6％）

富士紡ホールディングス 73. 1 72. 1 231, 441 

帝国繊維 ― 73. 9 126, 738 

東レ ― 1, 217. 3 682, 296 

セーレン 176. 7 111. 9 220, 666 

ワコールホールディングス ― 249. 8 429, 656 

化学（10. 2％）

旭化成 958. 3 1, 132 1, 090, 116 

昭和電工 ― 16. 7 30, 176 

日本曹達 140. 5 138. 6 450, 450 

大阪ソーダ 112. 7 97. 9 276, 371 

信越化学 74. 9 25. 6 414, 080 

エア・ウォーター ― 91. 8 138, 526 

四国化成 45. 1 44. 5 56, 292 

三菱瓦斯化学 147. 2 ― ― 

大阪有機化学 88. 5 ― ― 

住友ベ－クライト ― 111. 3 476, 920 

旭有機材 309. 1 114. 4 209, 123 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

リケンテクノス 194 ― ― 

第一工業製薬 201. 4 197. 2 495, 563 

富士フイルムHLDGS 289. 3 271. 9 1, 771, 700 

デクセリアルズ 368. 2 306. 7 860, 906 

藤森工業 48. 4 47. 8 171, 363 

信越ポリマー 362. 7 314. 4 304, 653 

医薬品（0. 7％）

武田薬品 360 ― ― 

アステラス製薬 ― 197. 7 355, 662 

ダイト 32. 3 31. 9 86, 768 

ゴム製品（―）

TOYO TIRE 236. 7 ― ― 

ガラス・土石製品（2. 9％）

ＡＧＣ 335. 5 316 1, 344, 580 

日本碍子 429. 2 ― ― 

ニチアス 248. 8 245. 5 564, 650 

鉄鋼（1. 0％）

日本製鉄 ― 251. 2 499, 511 

東京製鐵 613. 1 ― ― 

日本冶金工 121. 4 ― ― 

三菱製鋼 ― 148. 9 155, 153 

非鉄金属（0. 9％）

大紀アルミニウム 34. 3 ― ― 

三井金属 188. 7 186. 2 593, 047 

住友鉱山 77. 2 ― ― 

住友電工 756. 9 ― ― 

アサヒＨＤ 58. 3 ― ― 

金属製品（0. 6％）

三和ホールディングス 399. 5 331. 2 380, 217 

機械（5. 5％）

タクマ 447. 8 ― ― 

ツガミ ― 469. 6 529, 239 

ＦＵＪＩ 152 150 310, 200 

ソデイツク 325. 4 416. 1 292, 934 

フリュー ― 224. 3 221, 159 

三井海洋開発 143. 2 ― ― 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

ＳＭＣ 15. 8 4. 5 278, 235 

クボタ 398. 1 ― ― 

三精テクノロジーズ 164. 2 162 118, 584 

オルガノ 70. 4 92. 3 723, 632 

加藤製作所 142. 6 ― ― 

日本トムソン 742. 6 ― ― 

ＩＨＩ 374. 7 334. 1 823, 222 

スター精密 177. 2 258. 6 342, 386 

電気機器（10. 4％）

日立 413. 3 407. 8 2, 038, 184 

富士電機 274. 1 270. 4 1, 430, 416 

マブチモーター 93. 4 ― ― 

ＩＤＥＣ ― 176. 3 417, 654 

ルネサスエレクトロニクス ― 802. 9 952, 239 

ＥＩＺＯ 29. 7 ― ― 

ソニーグループ 126. 2 ― ― 

ＴＤＫ 80. 6 238. 5 893, 182 

スタンレー電気 53. 9 ― ― 

ウシオ電機 ― 256. 1 432, 040 

山一電機 125. 4 ― ― 

大真空 ― 218. 4 215, 124 

ローム 30. 1 ― ― 

太陽誘電 85. 9 ― ― 

村田製作所 83 68. 5 497, 515 

市光工業 266. 2 ― ― 

リコー 615. 1 ― ― 

輸送用機器（9. 8％）

トヨタ紡織 ― 393. 7 688, 581 

豊田自動織機 71. 6 186 1, 380, 120 

デンソー 102. 8 164. 8 1, 094, 107 

いすゞ自動車 ― 541. 8 753, 643 

トヨタ自動車 272. 5 1, 098 2, 026, 359 

フタバ産業 196. 6 ― ― 

ミクニ 372 333. 3 108, 989 

太平洋工業 446. 7 440. 7 375, 035 

本田技研 371. 5 ― ― 
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銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

スズキ 66. 7 ― ― 

精密機器（0. 5％）

セイコーＨＤ 169. 8 167. 5 341, 030 

その他製品（4. 6％）

フルヤ金属 62. 7 18. 5 170, 200 

フジシールインターナショナル 220. 3 133. 1 206, 305 

大日本印刷 283. 9 702. 7 1, 966, 857 

任天堂 ― 12. 1 696, 960 

電気・ガス業（1. 4％）

中部電力 255. 2 ― ― 

大阪瓦斯 137. 2 440. 7 950, 149 

陸運業（1. 0％）

東日本旅客鉄道 47. 4 ― ― 

山九 ― 165. 4 629, 347 

センコーグループHLDGS 481 ― ― 

空運業（―）

日本航空 70. 7 ― ― 

倉庫・運輸関連業（0. 8％）

三井倉庫HOLD 239. 1 235. 9 519, 215 

情報・通信業（9. 7％）

日鉄ソリューションズ 108. 8 ― ― 

SRAホールディングス 97. 8 80. 2 219, 026 

インフォコム 156 ― ― 

アルゴグラフィックス 102. 6 111 308, 025 

日本ユニシス 54. 3 289. 5 863, 289 

日本電信電話 378. 5 796. 9 2, 687, 943 

ＫＤＤＩ 541. 1 591. 1 2, 203, 029 

ソフトバンク 506 ― ― 

シーイーシー 122. 9 121. 3 120, 936 

卸売業（7. 9％）

アルコニックス 353. 6 ― ― 

あい ホールディングス 103. 3 ― ― 

ダイワボウＨＤ 58. 4 91. 5 150, 883 

ラクト・ジャパン 65 64. 1 121, 020 

三洋貿易 406. 3 406. 3 385, 578 

伊藤忠 329. 9 610. 1 2, 320, 210 

三井物産 353. 8 ― ― 

スターゼン 44. 8 88. 4 176, 269 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

三菱商事 ― 362 1, 455, 602 

阪和興業 ― 109 354, 250 

稲畑産業 143. 8 106. 8 222, 464 

小売業（3. 8％）

サンエー 43. 7 43. 1 175, 632 

ＢＥＥＮＯＳ 186. 1 183. 6 235, 008 

コジマ 337. 3 ― ― 

コメリ 122. 4 ― ― 

しまむら ― 169. 9 1, 732, 980 

丸井グループ ― 172. 5 347, 760 

ヤマダホールディングス 1, 224. 9 ― ― 

銀行業（7. 2％）

コンコルディア・フィナンシャル 574. 2 566. 5 244, 728 

三菱UFJ フィナンシャルG 2, 669. 8 3, 400. 5 2, 294, 657 

りそなホールディングス 1, 245. 7 425. 3 204, 952 

三井住友トラストHD 193. 8 ― ― 

三井住友フィナンシャルG 487. 4 472. 1 1, 744, 409 

山陰合同銀行 360. 6 355. 8 223, 086 

みずほフィナンシャルＧ 318 ― ― 

証券、商品先物取引業（―）

野村ホールディングス 844. 2 ― ― 

保険業（4. 9％）

ＭＳ＆ＡＤ 137. 5 248. 6 902, 915 

第一生命HLDGS 392. 5 270. 7 601, 224 

東京海上ＨＤ 216. 6 274. 4 1, 712, 804 

T&Dホールディングス 248. 3 ― ― 

その他金融業（3. 7％）

全国保証 148. 9 146. 9 675, 005 

クレディセゾン 111. 1 ― ― 

オリックス 613. 2 881. 9 1, 795, 107 

不動産業（0. 3％）

三井不動産 ― 89. 5 211, 846 

サービス業（2. 6％）

日本工営 37 ― ― 

ディップ 73. 7 57. 5 172, 097 

電通グループ ― 82. 1 331, 273 

フルキャストホールディングス ― 184. 9 416, 949 

ベルシステム24HLDGS 249. 8 351. 1 448, 705 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

東京都競馬 95. 6 94. 3 359, 754 

西尾レントオール 111. 2 ― ― 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 34, 553. 1 30, 700. 7 65, 890, 902 

銘柄数＜比率＞ 129銘柄 102銘柄 ＜94. 0％＞ 

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成
2022年 3 月 9 日現在

項　　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比 率

千円 ％
株式 65, 890, 902 93. 2 
コール・ローン等、その他 4, 840, 181 6. 8 
投資信託財産総額 70, 731, 084 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 3 月 9 日現在

項　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 70, 731, 084, 185円

コール・ローン等 4, 084, 716, 829  
株式（評価額） 65, 890, 902, 670  
未収入金 606, 561, 686  
未収配当金 148, 903, 000  

（Ｂ）負債 615, 828, 908  
未払金 520, 373, 908  
未払解約金 95, 455, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 70, 115, 255, 277  
元本 26, 356, 871, 521  
次期繰越損益金 43, 758, 383, 756  

（Ｄ）受益権総口数 26, 356, 871, 521口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 26, 602円

＊ 期首における元本額は27, 483, 775, 671円、当作成期間中における追加設定元本額
は1, 890, 681, 559円、同解約元本額は3, 017, 585, 709円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ 547, 052, 060円
　適格機関投資家専用・ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ2 136, 235, 046円
　ダイワ・バリュー株・オープンＶＡ3 448, 605, 714円
　ダイワ・バリュー株・オープン（FOFs 用）（適格機関投資家専用） 987, 445, 886円
　ダイワ・バリュー株・オープン 3, 973, 936, 802円
　ＤＣ・ダイワ・バリュー株・オープン 20, 263, 596, 013円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は26, 602円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 3 月10日  至 2022年 3 月 9 日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 2, 099, 347, 271円

受取配当金 2, 099, 797, 150  
受取利息 596  
その他収益金 92, 089  
支払利息 △  542, 564  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  4, 737, 723, 907  
売買益 4, 850, 520, 862  
売買損 △  9, 588, 244, 769  

（Ｃ）その他費用 △  1, 293  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  2, 638, 377, 929  
（Ｅ）前期繰越損益金 48, 552, 982, 535  
（Ｆ）解約差損益金 △  5, 719, 926, 291  
（Ｇ）追加信託差損益金 3, 563, 705, 441  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 43, 758, 383, 756  

次期繰越損益金（Ｈ） 43, 758, 383, 756  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以
下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にか
かる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任
を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる
損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。
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〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1
https://www.smd-am.co.jp

■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

0

10,000

20,000

期首 '21/8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4 5 6 期末

純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

ベンチマーク : 左軸

期　　首 18,891円

期　　末 16,171円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －14.4％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドのベンチマークは、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円換算）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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基準価額の主な変動要因（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

　当ファンドは、インターナショナル株式マザーファンドへの投資を通じて、海外の株式へ分散
投資しました。

上昇要因
●円安・米ドル高となったこと

下落要因
●業種別で、実質的に保有している情報技術株が下落したこと（BLOCK INC、SHOPIFY 
INC、ZOOM VIDEO COMMUNICATIONS）
●一般消費財・サービス株が下落したこと（AMAZON.COM INC、MAGAZINE LUIZA 
SA、HUAZHU GROUP LTD）
●資本財・サービス株が下落したこと（GENERAL ELECTRIC CO、AIRBUS SE、
ASHTEAD GROUP PLC）
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投資環境について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

期間におけるインターナショナル株式は下落しました。為替市場では、米ドル高・円安
となりました。

インターナショナル株式市場

　感染力の高い新型コロナの変異ウイルス（オミクロン型）による感染が拡大したことや、インフ
レ率の上昇、利上げ時期、中国の規制強化などは市場の重石となり、2021年末からボラティリ
ティ（価格変動性）は高まりました。2022年入りして、予想を上回るインフレとなったことから、
グロース株からバリュー株への強烈なローテーションが起こりました。その後、ロシアのウクラ
イナ侵攻により、市場は大混乱に陥り大きく下落しました。ロシアへの制裁などを受けて、エネ
ルギー、その他コモディティ（商品）の価格は急騰し、それまでのインフレと供給網への懸念に輪
を掛けました。ウクライナ紛争は長期化し、依然としてインフレ率は高い状況で、主要中央銀行
は積極的な金融引き締めに踏み切りましたが、景気後退への懸念を高めました。このことが株式
市場のさらなる下押し圧力となりました。

為替市場

　米ドルは対円で上昇しました。中央銀行の姿勢の相違が主な要因となりました。
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ポートフォリオについて（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

当ファンド

　主要投資対象であるインターナショナル株式マザーファンドを期間を通じて高位に組み入れま
した。

インターナショナル株式マザーファンド

　主な売買は以下の通りです。

●購入
　AMAZON.COM INC：押し目で買い増ししました。同社のクラウド、ｅコマース（電子商取
引）事業を非常に有望視しています。
　MASTERCARD INC：押し目で買い増ししました。状況が正常化すれば、力強い成長が見込
める立ち位置にあるとみています。
　MICROSOFT CORP：新規購入しました。同社のソフトウェアへの需要が継続する中、同社
は成長を加速できる良い立ち位置にあるとみています。

●売却
　BANK OF AMERICA CORP：株価が大きく上昇したため、同社を売り切りました。
　META PLATFORMS INC：広告事業の鈍化や、競争激化を主因として、同社を売り切りまし
た。
　UNITEDHEALTH GROUP INC：株価上昇により好パフォーマンスとなったため、同社を一
部売却しました。とはいえ引き続き同社を有望視しています。
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ベンチマークとの差異について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

基準価額とベンチマークの騰落率対比

※基準価額は分配金再投資ベース
-14.4
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（％）
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基準価額

ベンチマーク

　当ファンドは、ＭＳＣＩコクサイ・イン
デックス（円換算）をベンチマークとしていま
す。
　左のグラフは、基準価額とベンチマークの
騰落率の対比です。
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ベンチマークとの差異の状況および要因

　基準価額の騰落率は－14.4％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの騰落率＋5.0％を
19.4％下回りました。
　当ファンドの主要投資対象であるインターナショナル株式マザーファンドにおける主な差異の
要因は、以下の通りです。
マイナス要因
業種別で、相対リターンにマイナスとなった業種は以下の通りです。
●情報技術…モバイル決済のBLOCK INCは、一連のさえない決算、特に決済アプリ
「Cash App」部門の業績低迷、そしてインフレ上昇を背景とした消費支出の軟化への懸
念により、下落しました。引き続き、同社は長期的な勝ち組の一社とみています。
●一般消費財・サービス…ブラジルのオムニチャネル小売りのMAGAZINE LUIZA SA
は、前年業績との比較で今期の期待に対するハードルが高かったことや、競争の激化、
ブラジル株全般への売り圧力などを受けて、下落しました。とはいえ、引き続き同社の
成長力を好感しています。
●資本財・サービス…コングロマリット（複合企業）のGENERAL ELECTRIC COは、下落
しました。同社のコア事業の生産と需要に悪影響を及ぼした供給網の問題、高インフレ
など多くの困難に直面して、同社株はさえませんでした。とはいえ、同社は過小評価さ
れているとの見方は不変です。
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分配金について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第４期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 9,384

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、左記の通りとい
たしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。
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２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、運用の基本方針に従い、インターナショナル株式マザーファンドへの投資を通じて、
海外の株式へ分散投資することにより、信託財産の成長を目指して運用を行います。

インターナショナル株式マザーファンド

　2022年に入ってから、市場は景気鈍化、地政学リスク、金融引き締めの加速、インフレ率の
上昇、著しいグロース株からバリュー株へのローテーションなどの織り込みを進めてきました。
足元では、市場は、景気後退への警戒を強め、業績が予想を下回った企業や、需要軟化あるいは
原価上昇のリスクがあると見做された企業を容赦なく売り込みました。株式市場の広範な部分に
おいて、バリュエーション（投資価値評価）は「コロナ禍」以前並み、あるいはそれを下回る水準と
なり、パンデミック（世界的大流行）における株式市場の高揚感は一掃されました。市場は、資本
利益、キャッシュフローに基づくバリュエーションの重要性を高める見方を採り入れ始めたとみ
ています。
　当ファンドでは、様々なセクターにおいて、すでに軽微な景気後退が織り込まれた独自の要因
を有する企業を保有しています。当ファンドが将来の業績の改善に対する知見を有する、かつバ
リュエーションにそれが反映されていない投資機会を当ファンドは有効に活用しています。市場
は将来の業績へのリスクを高めていますが、保有銘柄の業績に重要となることが見込まれるイン
フレ率はピーク圏にあるとみています。
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１万口当たりの費用明細（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 175円 0.962％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は18,196円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社）（170） （0.935）

（販 売 会 社） （1） （0.005）

（受 託 会 社） （4） （0.022）

（b） 売買委託手数料 7 0.040 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （7） （0.039）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （0） （0.001）

（c） 有価証券取引税 7 0.038 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株 式） （6） （0.035）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （1） （0.004）

（d） そ の 他 費 用 31 0.168 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （8） （0.046）

（監 査 費 用） （2） （0.011）

（そ の 他） （20） （0.112）

合 計 220 1.209

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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コクサイ計量株式ファンド
（適格機関投資家専用）
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コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

24,000

0

10,000

20,000

期首 '21/8 9 10 11 12 '22/1 2 3 4 5 6 期末

純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

ベンチマーク : 左軸

期　　首 18,891円

期　　末 16,171円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 －14.4％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドのベンチマークは、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円換算）です。
※指数の著作権、知的所有権、その他一切の権利は発行者、許諾者が有しています。これら発行者、許諾者は当ファン
ドの運営に何ら関与するものではなく、当ファンドの運用成果に対して一切の責任を負うものではありません。
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基準価額の主な変動要因（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

　当ファンドは、インターナショナル株式マザーファンドへの投資を通じて、海外の株式へ分散
投資しました。

上昇要因
●円安・米ドル高となったこと

下落要因
●業種別で、実質的に保有している情報技術株が下落したこと（BLOCK INC、SHOPIFY 
INC、ZOOM VIDEO COMMUNICATIONS）
●一般消費財・サービス株が下落したこと（AMAZON.COM INC、MAGAZINE LUIZA 
SA、HUAZHU GROUP LTD）
●資本財・サービス株が下落したこと（GENERAL ELECTRIC CO、AIRBUS SE、
ASHTEAD GROUP PLC）

－ 863 －
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投資環境について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

期間におけるインターナショナル株式は下落しました。為替市場では、米ドル高・円安
となりました。

インターナショナル株式市場

　感染力の高い新型コロナの変異ウイルス（オミクロン型）による感染が拡大したことや、インフ
レ率の上昇、利上げ時期、中国の規制強化などは市場の重石となり、2021年末からボラティリ
ティ（価格変動性）は高まりました。2022年入りして、予想を上回るインフレとなったことから、
グロース株からバリュー株への強烈なローテーションが起こりました。その後、ロシアのウクラ
イナ侵攻により、市場は大混乱に陥り大きく下落しました。ロシアへの制裁などを受けて、エネ
ルギー、その他コモディティ（商品）の価格は急騰し、それまでのインフレと供給網への懸念に輪
を掛けました。ウクライナ紛争は長期化し、依然としてインフレ率は高い状況で、主要中央銀行
は積極的な金融引き締めに踏み切りましたが、景気後退への懸念を高めました。このことが株式
市場のさらなる下押し圧力となりました。

為替市場

　米ドルは対円で上昇しました。中央銀行の姿勢の相違が主な要因となりました。

－ 864 －
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ポートフォリオについて（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

当ファンド

　主要投資対象であるインターナショナル株式マザーファンドを期間を通じて高位に組み入れま
した。

インターナショナル株式マザーファンド

　主な売買は以下の通りです。

●購入
　AMAZON.COM INC：押し目で買い増ししました。同社のクラウド、ｅコマース（電子商取
引）事業を非常に有望視しています。
　MASTERCARD INC：押し目で買い増ししました。状況が正常化すれば、力強い成長が見込
める立ち位置にあるとみています。
　MICROSOFT CORP：新規購入しました。同社のソフトウェアへの需要が継続する中、同社
は成長を加速できる良い立ち位置にあるとみています。

●売却
　BANK OF AMERICA CORP：株価が大きく上昇したため、同社を売り切りました。
　META PLATFORMS INC：広告事業の鈍化や、競争激化を主因として、同社を売り切りまし
た。
　UNITEDHEALTH GROUP INC：株価上昇により好パフォーマンスとなったため、同社を一
部売却しました。とはいえ引き続き同社を有望視しています。
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ベンチマークとの差異について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

基準価額とベンチマークの騰落率対比

※基準価額は分配金再投資ベース
-14.4

5.0

（％）

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

基準価額

ベンチマーク

　当ファンドは、ＭＳＣＩコクサイ・イン
デックス（円換算）をベンチマークとしていま
す。
　左のグラフは、基準価額とベンチマークの
騰落率の対比です。
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ベンチマークとの差異の状況および要因

　基準価額の騰落率は－14.4％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの騰落率＋5.0％を
19.4％下回りました。
　当ファンドの主要投資対象であるインターナショナル株式マザーファンドにおける主な差異の
要因は、以下の通りです。
マイナス要因
業種別で、相対リターンにマイナスとなった業種は以下の通りです。
●情報技術…モバイル決済のBLOCK INCは、一連のさえない決算、特に決済アプリ
「Cash App」部門の業績低迷、そしてインフレ上昇を背景とした消費支出の軟化への懸
念により、下落しました。引き続き、同社は長期的な勝ち組の一社とみています。
●一般消費財・サービス…ブラジルのオムニチャネル小売りのMAGAZINE LUIZA SA
は、前年業績との比較で今期の期待に対するハードルが高かったことや、競争の激化、
ブラジル株全般への売り圧力などを受けて、下落しました。とはいえ、引き続き同社の
成長力を好感しています。
●資本財・サービス…コングロマリット（複合企業）のGENERAL ELECTRIC COは、下落
しました。同社のコア事業の生産と需要に悪影響を及ぼした供給網の問題、高インフレ
など多くの困難に直面して、同社株はさえませんでした。とはいえ、同社は過小評価さ
れているとの見方は不変です。
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分配金について（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第４期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 9,384

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、左記の通りとい
たしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

－ 868 －
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２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、運用の基本方針に従い、インターナショナル株式マザーファンドへの投資を通じて、
海外の株式へ分散投資することにより、信託財産の成長を目指して運用を行います。

インターナショナル株式マザーファンド

　2022年に入ってから、市場は景気鈍化、地政学リスク、金融引き締めの加速、インフレ率の
上昇、著しいグロース株からバリュー株へのローテーションなどの織り込みを進めてきました。
足元では、市場は、景気後退への警戒を強め、業績が予想を下回った企業や、需要軟化あるいは
原価上昇のリスクがあると見做された企業を容赦なく売り込みました。株式市場の広範な部分に
おいて、バリュエーション（投資価値評価）は「コロナ禍」以前並み、あるいはそれを下回る水準と
なり、パンデミック（世界的大流行）における株式市場の高揚感は一掃されました。市場は、資本
利益、キャッシュフローに基づくバリュエーションの重要性を高める見方を採り入れ始めたとみ
ています。
　当ファンドでは、様々なセクターにおいて、すでに軽微な景気後退が織り込まれた独自の要因
を有する企業を保有しています。当ファンドが将来の業績の改善に対する知見を有する、かつバ
リュエーションにそれが反映されていない投資機会を当ファンドは有効に活用しています。市場
は将来の業績へのリスクを高めていますが、保有銘柄の業績に重要となることが見込まれるイン
フレ率はピーク圏にあるとみています。

－ 869 －
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１万口当たりの費用明細（2021年７月７日から2022年７月６日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 175円 0.962％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は18,196円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社）（170） （0.935）

（販 売 会 社） （1） （0.005）

（受 託 会 社） （4） （0.022）

（b） 売買委託手数料 7 0.040 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （7） （0.039）

（先物・オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （0） （0.001）

（c） 有価証券取引税 7 0.038 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株 式） （6） （0.035）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （1） （0.004）

（d） そ の 他 費 用 31 0.168 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （8） （0.046）

（監 査 費 用） （2） （0.011）

（そ の 他） （20） （0.112）

合 計 220 1.209

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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コクサイ計量株式ファンド
（適格機関投資家専用）
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UBSアセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区大手町一丁目2番1号
Otemachi Oneタワー

© UBS 2022．キーシンボル及びUBSの各標章は、UBS
の登録又は未登録商標です。UBSは全ての権利を留保
します。

※当運用報告書は、投資信託及び投資法人に関する法律第14条に規
定する運用報告書ではありません。

＊当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式
信 託 期 間 信託設定日（2018年6月1日）から原則として無期限

運 用 方 針

新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等
の株式（預託証書等を含みます。）を実質的な主要投
資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運
用を行います。

主要運用対象

ベビーファンド
UBS新興国株式厳選投資マザーファンド
（以下「マザーファンド」といいます。）
受益証券を主要投資対象とします。

マザーファンド
新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点
を置く企業等の株式（預託証書等を含み
ます。）を主要投資対象とします。

組 入 制 限

ベビーファンド マザーファンドへの投資割合には制限を
設けません。

マザーファンド

①株式への投資割合には、制限を設けま
せん。
②投資信託証券（上場投資信託証券を除
きます。）への投資割合は信託財産の
純資産総額の5％以内とします。
③外貨建資産への投資割合には制限を設
けません。
④デリバティブ取引の利用はヘッジ目的
に限定します。
⑤一般社団法人投資信託協会規則に定め
る一の者に対する株式等エクスポー
ジャー、債券等エクスポージャーおよ
びデリバティブ等エクスポージャーの
信託財産の純資産総額に対する比率
は、原則として、それぞれ10％、合
計で20％以内とすることとし、当該
比率を超えることとなった場合には、
一般社団法人投資信託協会規則にした
がい当該比率以内となるよう調整を行
うこととします。

分 配 方 針

毎決算時（毎年11月25日。ただし、休業日の場合は
翌営業日とします。）に、原則として以下の方針に基
づき分配を行います。
①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた
配当等収益（マザーファンドの信託財産に属する配
当等収益のうち信託財産に属するとみなした額（以
下「みなし配当等収益」といいます。）を含みま
す。）および売買益（評価益を含み、みなし配当等
収益を控除して得た額をいいます。）等の全額とし
ます。
②収益分配金額は、上記①の範囲内で、市況動向等を
勘案して委託者が決定します。ただし、委託者の判
断で、分配を行わないことがあります。
③収益の分配にあてなかった利益については、運用の基
本方針に基づいて元本部分と同一の運用を行います。

UBS
新興国株式厳選投資ファンド
（適格機関投資家専用）

第4期　運用報告書（全体版）
決算日　2021年11月25日

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し
上げます。
　さて、「UBS新興国株式厳選投資ファン
ド（適格機関投資家専用）」は、去る11
月25日に第4期の決算を行いましたので、
期中の運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、
お願い申し上げます。
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

設定以来の運用実績

決 算 期 基 準 価 額
( 分 配 落 )

株式組入
比 率

株式先物
比 率

投資信託
証券比率

純 資 産
総 額税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

（設　定　日） 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2018年6月1日 10,000 － － － － － 0.1

1期（2018年11月26日） 8,692 0 △13.1 96.9 － － 957
2期（2019年11月25日） 9,808 0 12.8 97.7 － － 730
3期（2020年11月25日） 11,768 0 20.0 96.8 － － 1,635
4期（2021年11月25日） 12,608 0 7.1 97.0 － － 2,532
（注1）基準価額は1万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。
（注2）設定日の基準価額は、設定時の価額です。
（注3）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。
（注4）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券比率」は実質比率を記載して

おります。
（注5）株式先物比率は買建比率－売建比率。
（注6）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。

－ 1041 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

投 資 信 託
証 券 比 率騰 落 率

(期　　　首) 円 ％ ％ ％ %
2020年11月25日 11,768 － 96.8 － －

11月末 11,699 △ 0.6 97.5 － －
12月末 11,988 1.9 97.6 － －

2021年 1月末 13,084 11.2 97.6 － －
2月末 13,463 14.4 97.0 － －
3月末 13,259 12.7 96.8 － －
4月末 13,345 13.4 97.2 － －
5月末 13,285 12.9 97.7 － －
6月末 13,453 14.3 97.1 － －
7月末 12,487 6.1 96.7 － －
8月末 12,453 5.8 96.3 － －
9月末 12,378 5.2 98.0 － －
10月末 12,933 9.9 97.8 － －

(期　　　末)
2021年11月25日 12,608 7.1 97.0 － －

（注1）基準価額は1万口当たり。
（注2）騰落率は期首比です。
（注3）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「投資信託証券比率」は実質比率を記載して

おります。
（注4）株式組入比率は、当ファンドの追加解約と有価証券売買の計上タイミングがずれること等により、一時的に100％超の数値となる場

合があります。
（注5）株式先物比率は買建比率－売建比率。
（注6）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。

－ 1042 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

運用経過
基準価額等の推移について  

（2020年11月25日～2021年11月25日）

第4期首：11,768円
第4期末：12,608円（既払分配金 0円）
騰 落 率： 7.1％（分配金再投資ベース）

（注1）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額に
より課税条件も異なります。したがって、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注3）分配金再投資基準価額は、期首の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

　当期の基準価額は840円値上がりしました。なお、基準価額の騰落率は＋7.1％となりました。

基準価額の主な変動要因
　当ファンドの基準価額の上昇要因は、組入れていたマザーファンドの基準価額が値上がりしたこ
とです。マザーファンドにおいては、組入れ株式の価格上昇に加えて、米ドルおよび多くの新興国
通貨が対円で上昇したことが、基準価額の主な上昇要因となりました。

第3期末
2020/11/25

第4期末
2021/11/25
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－ 1043 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

投資環境について

新興国株式市場
　期の序盤、新型コロナウイルスワクチンの接種進展と経済活動の正常化期待などを背景に株価は
大きく上昇しましたが、2021年2月後半から3月にかけて、米国長期金利の急上昇を嫌気して下落
基調に転じました。その後は、世界経済の回復と企業業績の改善期待が株価を下支えしたほか、原
油や天然ガスなどの価格上昇が資源国にとって追い風となった一方、新型コロナウイルスデルタ株
の感染拡大や、世界的なインフレ圧力の高まりと金融引き締めへの警戒感、また中国当局による規
制強化の動きと同国不動産セクターの債務問題などが株価の重石となりました。強弱の材料が入り
混じる市場環境下、新興国株式市場は期末まで方向感の定まらない動きが続きました。

ポートフォリオについて

当ファンドのポートフォリオについて
　当ファンドはUBS新興国株式厳選投資マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）
への投資を通じて、新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等の株式（預託証書等を含
みます。）を実質的な主要投資対象として運用を行いました。なお、期を通じてマザーファンドを
高位に組入れました。

マザーファンドのポートフォリオについて
　当ファンドは、主として新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等の株式（預託証書
等を含みます。）を主要投資対象として、長期的な成長見通しとの対比で見た投資魅力度と相対的
に高いクオリティを兼ね備えた銘柄を選定しました。なお、期中の株式組入比率は概ね高位を維持
しました。

●期中の主な動き
(1) 投資比率を引き上げた主な業種・銘柄
生活必需品では、コロナ禍をきっかけとした健康意識の高まりで、乳酸菌が免疫力向上に有益
との認識が広がったことで、関連製品の需要が拡大する一方、所得水準の向上に伴う乳製品の
消費量増加と高級品志向の強まりからも恩恵が期待できる乳製品メーカー、中国／蒙牛乳業
（チャイナ・モウニュウ・デイリー）や、インド市場での石鹸など日用品浸透度の低さと低水
準にとどまる国民1人当たり消費量を踏まえると、コロナ感染の拡大が転機になるとみて、優
れたブランド力と幅広い製品群、広範な物流網を有する日用消費財メーカー、インド／ヒン
ドゥスタン・ユニリーバの新規組み入れにより、ウェイトを引き上げました。また金融では、
財務体質の相対的な健全性と、インフラ投資主導の経済成長策から構造的な恩恵が見込まれる
商業銀行大手、インドネシア／バンク・セントラル・アジアを新規に組み入れたほか、経済正
常化の進展を背景に上昇が続くエネルギーなどの資源価格と国内経済との連動性の高さが追い
風となる国内最大の商業銀行、ロシア／ズベルバンクの積み増しを通じて、同じくウェイトを
引き上げています。

－ 1044 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

(2) 投資比率を引き下げた主な業種・銘柄
一般消費財・サービスでは、当局による各種規制強化や、習政権が掲げる「共同富裕」の下で
推し進められる取り組みが、当面、収益の圧迫要因となる時間帯が続くとみられたネット通販
大手のアリババ・グループ・ホールディング、放課後教育サービスの好未来教育集団（TALエ
デュケーション）について売却を進めたほか、コロナ感染を契機に、主力のエアコン販売が弱
点であるオンラインにシフト、この流れの加速が収益面でのマイナス要因となる珠海格力電器
（グリー・エレクトリック・アプラアンシズ）（いずれも中国）についても全売却とすること
で、ウェイトを大幅に引き下げました。

※業種はMSCI分類に準拠しています。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であるこ
とから、運用の目標となるベンチマークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考
指数）はありません。

分配金について
　当期は、基準価額の水準や市況動向等を勘案し、分配を行わないこととしました。分配にあてな
かった利益につきましては、運用の基本方針に基づいて運用いたします。

分配原資の内訳 （1万口当たり・税引前）

項　目
第4期

2020年11月26日～2021年11月25日
当期分配金 －円

（対基準価額比率） （    －％）
当期の収益 －円
当期の収益以外 －円

翌期繰越分配対象額 2,608円

（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」お
よび「経費控除後の有価証券売買等損益」から分
配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は、「収益調整金」および「分配準備積立
金」から分配に充当した金額です。

（注2）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注3）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数点以
下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配
金」と一致しない場合があります。

－ 1045 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

今後の運用方針
投資環境の見通し
　新型コロナウイルス禍の状況変化が重大な意味合いを持つ局面が続く中、景気回復ペースや政策
サポートの規模、そしてワクチンの開発と接種の進展動向に注目しています。主要なリスク要因と
して、米中対立と中国当局による規制強化の動向を注視しています。より長期的には、新興国にお
ける構造変化に注目しています。消費者の行動様式の変化や気候変動問題への対応などの企業を取
り巻く構造的なトレンドは、新たな試練と同時に大きな成長機会をもたらすでしょう。その過程で
生じる企業の優勝劣敗を見定めていくアクティブ運用の意義は、一層高まっていくと考えます。

当ファンドの今後の運用方針
　今後も引き続きマザーファンドを高位に組入れ、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行
います。

マザーファンドの今後の運用方針
　上記の見通しを踏まえ、リスクに留意しつつ、長期的な成長見通しに照らして投資魅力の見込ま
れる新興国企業に厳選投資を行っていきます。

－ 1046 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

1万口当たりの費用明細

項　目
当期

2020/11/26～2021/11/25 項目の概要
金額 比率

信託報酬 130円 1.012％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
※期中の平均基準価額（月末値の平均）は12,818円です。

（投信会社） （120） （0.935） 委託した資金の運用の対価
（販売会社） （  3） （0.022） 運用報告書等各種書類の交付、口座内でのファンドに係る管理、購入

後の情報提供等の対価
（受託会社） （  7） （0.055） 運用財産の管理、運用指図実行等の対価
売買委託手数料 12 0.093 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（株式） （ 12） （0.093） 株式などを取引所で売買する際に売買仲介人に支払う手数料
有価証券取引税 16 0.125 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
（株式） （ 16） （0.125） 有価証券売買の都度発生する取引に関する税金
その他費用 52 0.404 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） （ 30） （0.231） 海外保管銀行等に支払う海外資産等の保管・送金・受渡等に係る費用
（監査費用） （  1） （0.009） 監査法人等に支払うファンド監査に係る費用
（その他） （ 21） （0.164） 外国株式の配当金に係る手数料等

合計 210 1.634
（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法

により算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れて
いるマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注2）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注3）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも

ので、項目ごとに小数第3位未満は四捨五入してあります。

－ 1047 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項 目
当 期

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド
(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,098,361千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,686,284千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　　(ａ)／(ｂ) 1.38

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

UBS新興国株式厳選投資マザーファンドにおける主要な売買銘柄 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
　株　式

買 付 売 付
銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
MEITUAN-CLASS B(香港) 44 172,115 3,885 INFOSYS LTD-SP ADR(アメリカ) 83 213,473 2,571
INFOSYS LTD-SP ADR(アメリカ) 83 166,739 2,008 ALIBABA GROUP HOLDING LTD(香港) 63 183,448 2,879
HINDUSTAN UNILEVER LTD(インド) 40 140,002 3,492 TENCENT HOLDINGS LTD(香港) 21 151,713 7,023
MEDIATEK INC(台湾) 37 139,458 3,769 TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC(台湾) 64 145,929 2,280
ALIBABA GROUP HOLDING LTD(香港) 38 132,355 3,483 TATA CONSULTANCY SVCS LTD(インド) 29 134,417 4,543
LG CHEM LTD(韓国) 1 125,696 91,415 AXIS BANK LTD(インド) 85 99,112 1,158
RELIANCE INDUSTRIES LTD(インド) 31 116,530 3,717 NASPERS LTD-N SHS(南アフリカ) 4 90,138 20,292
CHINA MENGNIU DAIRY CO(香港) 151 105,388 697 ASTRA INTERNATIONAL TBK PT(インドネシア) 2,099 88,520 42
BANK CENTRAL ASIA TBK PT(インドネシア) 1,583 104,729 66 SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD(韓国) 11 84,372 7,484
SEA LTD-ADR(アメリカ) 2 90,766 33,369 ALIBABA GROUP HOLDING-SP ADR(アメリカ) 2 84,312 29,305
（注）金額は受け渡し代金。

親投資信託受益証券の設定、解約状況 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額
千口 千円 千口 千円

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド 646,072 795,000 17,977 22,000
（注）単位未満は切り捨て。

－ 1048 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

利害関係人等との取引状況等 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
(1) 期中の利害関係人等との取引状況
　期中における利害関係人等との取引はありません。

(3) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人等への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額 (A) 1,998千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (B) 71千円

(B)／(A) 3.6％
（注）売買委託手数料総額は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうちこのファンドに対応するものを含みます。

※利害関係人等とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人等であり、当ファンドに係る利害関係人等
とはユービーエス・エイ・ジー（銀行）です。

(2) UBS新興国株式厳選投資マザーファンドにおける期中の利害関係人等との取引状況

区 分 買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃうち利害関係人等

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人等
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 2,496 70 2.8 2,601 77 3.0
為 替 直 物 取 引 4,565 184 4.0 4,747 184 3.9

（注）平均保有割合　57.5％
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該子ファンドの親投資信託所有口数の割合。

組入資産明細表
　親投資信託残高 （2021年11月25日現在）

項 目
期 首 当 期 末
口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
UBS新興国株式厳選投資マザーファンド 1,461,825 2,089,920 2,519,816
（注）口数・評価額の単位未満は切り捨て。

－ 1049 －
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UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

投資信託財産の構成  （2021年11月25日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド 2,519,816 99.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 25,156 1.0
投 資 信 託 財 産 総 額 2,544,972 100.0

（注1）評価額の単位未満は切り捨て。
（注2）UBS新興国株式厳選投資マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,574,840千円）の投資信託財産総額

（3,578,757千円）に対する比率は99.9％です。
（注3）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1オフショア元＝18.0387円、1米ド

ル＝115.33円、1メキシコ・ペソ＝5.3929円、1ブラジル・レアル＝20.5899円、1ユーロ＝129.28円、1イギリス・ポンド＝
153.90円、100ハンガリー・フォリント＝35.0709円、1香港ドル＝14.79円、1シンガポール・ドル＝84.33円、100インドネシ
ア・ルピア＝0.81円、100韓国ウォン＝9.72円、1新台湾ドル＝4.1508円、1インド・ルピー＝1.56円、1南アフリカ・ランド＝
7.26円です。

資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2021年11月25日現在)

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 2,544,972,095円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 12,155,517
ＵＢＳ新興国株式厳選投資
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 2,519,816,578

未 収 入 金 13,000,000
(Ｂ) 負 債 12,588,653

未 払 信 託 報 酬 12,455,221
未 払 利 息 34
そ の 他 未 払 費 用 133,398

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 2,532,383,442
元 本 2,008,527,364
次 期 繰 越 損 益 金 523,856,078

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,008,527,364口
1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,608円

〈注記事項〉
期首元本額 1,389,788,139円
期中追加設定元本額 618,739,225円
期中一部解約元本額 0円
１口当たり純資産額 1.2608円

損益の状況
(自2020年11月26日　至2021年11月25日)

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 △      9,943円

支 払 利 息 △      9,943
(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 119,074,333

売 買 益 119,074,333
(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △ 22,148,234
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 96,916,156
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 262,220,761
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 164,719,161

(配 当 等 相 当 額) (　151,881,520)
(売 買 損 益 相 当 額) (　 12,837,641)

(Ｇ) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 523,856,078
(Ｈ) 収 益 分 配 金 0

次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ＋Ｈ) 523,856,078
追 加 信 託 差 損 益 金 164,719,161
(配 当 等 相 当 額) (　153,461,840)
(売 買 損 益 相 当 額) (　 11,257,321)
分 配 準 備 積 立 金 359,136,917

（注1）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換え
によるものを含みます。

（注2）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消
費税等相当額を含めて表示しています。

（注3）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた
差額分をいいます。

（注4）計算期間末における費用控除後の配当等収益（35,919,192
円）、費用控除後の有価証券等損益額（60,996,964円）、
信託約款に規定する収益調整金（164,719,161円）およ
び分配準備積立金（262,220,761円）より分配対象収益
は523,856,078円（10,000口当たり2,608円）ですが、
分配を行っておりません。

－ 1050 －
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UBSアセット・マネジメント株式会社
東京都千代田区大手町一丁目2番1号
Otemachi Oneタワー

<お問い合わせ先>
投信営業部
03-5293-3700
<受付時間>
営業日の午前９時～午後５時、土、日、祝日除く
http://www.ubs.com/japanfunds

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド

第4期（2021年11月25日決算）
（計算期間：2020年11月26日～2021年11月25日）

《運　用　報　告　書》

受益者のみなさまへ
　「UBS新興国株式厳選投資マザーファンド」は、<UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関
投資家専用）>が投資対象とする親投資信託で、信託財産の実質的な運用を行っております。
　ここにマザーファンドの第4期の運用状況をご報告申し上げます。

＊当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 この投資信託は、新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等の株式（預託証書等
を含みます。）を主要投資対象とし、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。

主な運用対象 新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等の株式（預託証書等を含みます。）を
主要投資対象とします。

主な投資制限

①株式への投資割合には、制限を設けません。
②投資信託証券（上場投資信託証券を除きます。）への投資割合は信託財産の純資産総額の
5％以内とします。
③外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
④デリバティブ取引の利用はヘッジ目的に限定します。
⑤一般社団法人投資信託協会規則に定める一の者に対する株式等エクスポージャー、債券等
エクスポージャーおよびデリバティブ等エクスポージャーの信託財産の純資産総額に対す
る比率は、原則として、それぞれ10％、合計で20％以内とすることとし、当該比率を超
えることとなった場合には、一般社団法人投資信託協会規則にしたがい当該比率以内とな
るよう調整を行うこととします。

06-2-02_添付ファンド_9pt_933614.indd   105106-2-02_添付ファンド_9pt_933614.indd   1051 2022/11/08   15:06:182022/11/08   15:06:18



12－　　－

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド

UBS新興国株式厳選投資マザーファンド
設定以来の運用実績

決 算 期 基 準 価 額 株式組入
比 率

株式先物
比 率

投資信託
証券比率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
（設　定　日） 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
2018年1月16日 10,000 － － － － 600

1期（2018年11月26日） 8,050 △19.5 97.0 － － 3,208
2期（2019年11月25日） 9,180 14.0 98.3 － － 3,007
3期（2020年11月25日） 11,135 21.3 97.2 － － 3,482
4期（2021年11月25日） 12,057 8.3 97.5 － － 3,547
（注1）基準価額は1万口当たり。
（注2）設定日の基準価額は、設定時の価額です。
（注3）設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。
（注4）株式先物比率は買建比率―売建比率。
（注5）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。

－ 1052 －
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UBS新興国株式厳選投資マザーファンド

当期中の基準価額等の推移

年 月 日
基 準 価 額 株 式 組 入

比 率
株 式 先 物
比 率

投 資 信 託
証 券 比 率騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ %
2020年11月25日 11,135 － 97.2 － －

11月末 11,071 △ 0.6 97.9 － －
12月末 11,356 2.0 98.0 － －

2021年 1月末 12,408 11.4 97.8 － －
2月末 12,778 14.8 97.2 － －
3月末 12,596 13.1 96.8 － －
4月末 12,689 14.0 97.3 － －
5月末 12,644 13.6 98.1 － －
6月末 12,815 15.1 97.5 － －
7月末 11,902 6.9 97.0 － －
8月末 11,880 6.7 96.6 － －
9月末 11,818 6.1 98.2 － －
10月末 12,359 11.0 97.9 － －

（期　　　末）
2021年11月25日 12,057 8.3 97.5 － －

（注1）基準価額は1万口当たり。
（注2）騰落率は期首比です。
（注3）株式先物比率は買建比率―売建比率。
（注4）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。

－ 1053 －
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運用経過
基準価額の推移について  

（2020年11月25日～2021年11月25日）

　基準価額は期首比で922円値上がりしました。なお、基準価額の騰落率は＋8.3％となりました。

基準価額の主な変動要因
　当ファンドの基準価額は上昇しました。組入れ株式の価格上昇に加えて、米ドルおよび多くの新
興国通貨が対円で上昇したことが、基準価額の主な上昇要因となりました。

投資環境について
　4ページをご参照下さい。

2021/11/25
（年/月/日）

10,000

11,000

13,000

12,000

14,000
(円)

2020/11/25

　UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）の「投資環境について」をご参照下さい。
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ポートフォリオについて
　当ファンドは、主として新興国籍もしくは主に新興国に活動拠点を置く企業等の株式（預託証書
等を含みます。）を主要投資対象として、長期的な成長見通しとの対比で見た投資魅力度と相対的
に高いクオリティを兼ね備えた銘柄を選定しました。なお、期中の株式組入比率は概ね高位を維持
しました。

●期中の主な動き
(1) 投資比率を引き上げた主な業種・銘柄
生活必需品では、コロナ禍をきっかけとした健康意識の高まりで、乳酸菌が免疫力向上に有益
との認識が広がったことで、関連製品の需要が拡大する一方、所得水準の向上に伴う乳製品の
消費量増加と高級品志向の強まりからも恩恵が期待できる乳製品メーカー、中国／蒙牛乳業
（チャイナ・モウニュウ・デイリー）や、インド市場での石鹸など日用品浸透度の低さと低水
準にとどまる国民1人当たり消費量を踏まえると、コロナ感染の拡大が転機になるとみて、優
れたブランド力と幅広い製品群、広範な物流網を有する日用消費財メーカー、インド／ヒン
ドゥスタン・ユニリーバの新規組み入れにより、ウェイトを引き上げました。また金融では、
財務体質の相対的な健全性と、インフラ投資主導の経済成長策から構造的な恩恵が見込まれる
商業銀行大手、インドネシア／バンク・セントラル・アジアを新規に組み入れたほか、経済正
常化の進展を背景に上昇が続くエネルギーなどの資源価格と国内経済との連動性の高さが追い
風となる国内最大の商業銀行、ロシア／ズベルバンクの積み増しを通じて、同じくウェイトを
引き上げています。

(2) 投資比率を引き下げた主な業種・銘柄
一般消費財・サービスでは、当局による各種規制強化や、習政権が掲げる「共同富裕」の下で
推し進められる取り組みが、当面、収益の圧迫要因となる時間帯が続くとみられたネット通販
大手のアリババ・グループ・ホールディング、放課後教育サービスの好未来教育集団（TALエ
デュケーション）について売却を進めたほか、コロナ感染を契機に、主力のエアコン販売が弱
点であるオンラインにシフト、この流れの加速が収益面でのマイナス要因となる珠海格力電器
（グリー・エレクトリック・アプラアンシズ）（いずれも中国）についても全売却とすること
で、ウェイトを大幅に引き下げました。

※業種はMSCI分類に準拠しています。

－ 1055 －
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ベンチマークとの差異について
　当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であるこ
とから、運用の目標となるベンチマークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考
指数）はありません。

今後の運用方針
投資環境の見通し
　6ページをご参照下さい。

今後の運用方針
　リスクに留意しつつ、長期的な成長見通しに照らして投資魅力の見込まれる新興国企業に厳選投
資を行っていきます。

　UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）の「投資環境の見通し」をご参照下さい。

－ 1056 －
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1万口当たりの費用明細

項　目
当期

2020/11/26～2021/11/25 項目の概要
金額 比率

売買委託手数料 11円 0.090％ 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数
（株式） (11) (0.090) 株式などを取引所で売買する際に売買仲介人に支払う手数料
有価証券取引税 14 0.115 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数
（株式） (14) (0.115) 有価証券売買の都度発生する取引に関する税金
その他費用 44 0.361 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（保管費用） (28) (0.230) 海外保管銀行等に支払う海外資産等の保管・送金・受渡等に係る費用
（その他） (16) (0.130) 外国株式の配当金に係る手数料等

合　計 69 0.566
※期中の平均基準価額は12,193円です。
（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。
（注2）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注3）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入してあります。

－ 1057 －
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期中の売買及び取引の状況 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
　株　式

買 付 売 付
株 数 金 額 株 数 金 額

外国 百株 百株
千米ドル 千米ドル

ア メ リ カ 1,824 3,567 2,627 6,814
千メキシコ・ペソ 千メキシコ・ペソ

メ キ シ コ 246 3,000 338 4,167
千ブラジル・レアル 千ブラジル・レアル

ブ ラ ジ ル 83 906 510 3,770
千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イ ギ リ ス 177 504 － －
千ハンガリー・フォリント 千ハンガリー・フォリント

ハ ン ガ リ ー 34 51,030 46 77,654
千香港ドル 千香港ドル

香 港 4,044 50,551 3,059 35,516
千インドネシア・ルピア 千インドネシア・ルピア

イ ン ド ネ シ ア 21,544 16,500,386 28,183 16,138,824
( 1,401) (　        －)

千韓国ウォン 千韓国ウォン
韓 国 120 2,311,398 178 1,801,433

千新台湾ドル 千新台湾ドル

台 湾 700 55,135 710 43,829
(    －) (△       544)

千インド・ルピー 千インド・ルピー

イ ン ド 1,267 228,635 1,705 268,737
(     3) (       988)

千南アフリカ・ランド 千南アフリカ・ランド
南 ア フ リ カ 300 16,745 210 19,717

千中国・オフショア人民元 千中国・オフショア人民元

中 国 オ フ シ ョ ア 1,467 12,866 1,451 12,076
(   116) (　        －)

（注1）金額は受け渡し代金。
（注2）単位未満は切り捨て。
（注3）（　）内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

－ 1058 －
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株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
項 目 当 期

(ａ) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 5,098,361千円
(ｂ) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 3,686,284千円
(ｃ) 売 買 高 比 率　　(ａ)／(ｂ) 1.38

（注）(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

主要な売買銘柄 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
　株　式

買 付 売 付
銘 柄 株 数 金 額 平均単価 銘 柄 株 数 金 額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
MEITUAN-CLASS B(香港) 44 172,115 3,885 INFOSYS LTD-SP ADR(アメリカ) 83 213,473 2,571
INFOSYS LTD-SP ADR(アメリカ) 83 166,739 2,008 ALIBABA GROUP HOLDING LTD(香港) 63 183,448 2,879
HINDUSTAN UNILEVER LTD(インド) 40 140,002 3,492 TENCENT HOLDINGS LTD(香港) 21 151,713 7,023
MEDIATEK INC(台湾) 37 139,458 3,769 TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC(台湾) 64 145,929 2,280
ALIBABA GROUP HOLDING LTD(香港) 38 132,355 3,483 TATA CONSULTANCY SVCS LTD(インド) 29 134,417 4,543
LG CHEM LTD(韓国) 1 125,696 91,415 AXIS BANK LTD(インド) 85 99,112 1,158
RELIANCE INDUSTRIES LTD(インド) 31 116,530 3,717 NASPERS LTD-N SHS(南アフリカ) 4 90,138 20,292
CHINA MENGNIU DAIRY CO(香港) 151 105,388 697 ASTRA INTERNATIONAL TBK PT(インドネシア) 2,099 88,520 42
BANK CENTRAL ASIA TBK PT(インドネシア) 1,583 104,729 66 SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD(韓国) 11 84,372 7,484
SEA LTD-ADR(アメリカ) 2 90,766 33,369 ALIBABA GROUP HOLDING-SP ADR(アメリカ) 2 84,312 29,305
（注）金額は受け渡し代金。

利害関係人等との取引状況等 （自　2020年11月26日　至　2021年11月25日）
(1) 期中の利害関係人等との取引状況

区 分 買 付 額 等
Ａ

売 付 額 等
Ｃうち利害関係人等

との取引状況Ｂ
Ｂ
Ａ

うち利害関係人等
との取引状況Ｄ

Ｄ
Ｃ

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株 式 2,496 70 2.8 2,601 77 3.0
為 替 直 物 取 引 4,565 184 4.0 4,747 184 3.9

(2) 期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人等への支払比率
項 目 当 期

売 買 委 託 手 数 料 総 額 (A) 3,388千円
う ち 利 害 関 係 人 へ の 支 払 額 (B) 102千円

(B)／(A) 3.0％

※利害関係人等とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人等であり、当ファンドに係る利害関係人等
とはユービーエス・エイ・ジー（銀行）です。

－ 1059 －
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組入資産明細表 （2021年11月25日現在）
　外国株式

銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

業 種 等株 数 株 数
評 価 額

外貨建金額 邦貨換算金額
（アメリカ） 百株 百株 千米ドル 千円
PETROLEO BRASIL-SP PREF  ADR 370 － － － エネルギー
SBERBANK OF RUSSIA PJSC 2,600 2,416 1,033 119,181 銀行
NETEASE INC-ADR 44 － － － メディア・娯楽
PETROLEO BRASILEIRO-SPON ADR 355 402 421 48,588 エネルギー
SAMSUNG ELECTR-GDR REG S 2 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器
MERCADOLIBRE INC 8 7 954 110,111 小売
TAL EDUCATION GROUP- ADR 146 － － － 消費者サービス
YANDEX NV-A 131 122 902 104,077 メディア・娯楽
ALIBABA GROUP HOLDING-SP ADR 28 － － － 小売
SEA LTD-ADR － 21 631 72,808 メディア・娯楽
LUKOIL PJSC-SPON ADR 87 － － － エネルギー

小 計 株 数 ・ 金 額 3,773 2,970 3,943 454,767
銘 柄 数 < 比 率 > 10 5 － <12.8％>

（メキシコ） 千メキシコ・ペソ
GRUPO FINANCIERO BANORTE-O 1,326 1,233 16,713 90,131 銀行

小 計 株 数 ・ 金 額 1,326 1,233 16,713 90,131
銘 柄 数 < 比 率 > 1 1 － <2.5％>

（ブラジル） 千ブラジル・レアル
VALE SA 426 － － － 素材

小 計 株 数 ・ 金 額 426 － － －
銘 柄 数 < 比 率 > 1 － － <－％>

（イギリス） 千イギリス・ポンド
ANGLO AMERICAN PLC － 177 508 78,198 素材

小 計 株 数 ・ 金 額 － 177 508 78,198
銘 柄 数 < 比 率 > － 1 － <2.2％>

（ハンガリー） 千ハンガリー・フォリント
OTP BANK PLC 161 148 266,208 93,361 銀行

小 計 株 数 ・ 金 額 161 148 266,208 93,361
銘 柄 数 < 比 率 > 1 1 － <2.6％>

（香港） 千香港ドル
CHINA MENGNIU DAIRY CO － 1,480 6,719 99,376 食品・飲料・タバコ
PING AN INSURANCE GROUP CO-H 960 1,020 5,829 86,215 保険
CHINA MERCHANTS BANK-H 1,641 1,431 9,075 134,230 銀行
CHINA JINMAO HOLDINGS GROUP 1,020 － － － 不動産
COUNTRY GARDEN SERVICES HOLD － 850 4,186 61,914 不動産
MEITUAN-CLASS B － 386 10,553 156,082 小売
ALIBABA GROUP HOLDING LTD 563 306 4,033 59,649 小売
BILIBILI INC-CLASS Z － 60 3,329 49,250 メディア・娯楽
NETEASE INC 250 － － － メディア・娯楽
TENCENT HOLDINGS LTD 376 261 12,324 182,278 メディア・娯楽

小 計 株 数 ・ 金 額 4,810 5,795 56,051 828,997
銘 柄 数 < 比 率 > 6 8 － <23.4％>

（インドネシア） 千インドネシア・ルピア
BANK MANDIRI PERSERO TBK PT 22,798 21,691 15,509,065 125,623 銀行
BANK CENTRAL ASIA TBK PT － 16,867 12,608,082 102,125 銀行
ASTRA INTERNATIONAL TBK PT 20,997 － － － 自動車・自動車部品

小 計 株 数 ・ 金 額 43,795 38,558 28,117,147 227,748
銘 柄 数 < 比 率 > 2 2 － <6.4％>

－ 1060 －
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銘 柄
期首(前期末) 当 期 末

業 種 等株 数 株 数
評 価 額

外貨建金額 邦貨換算金額
（韓国） 百株 百株 千韓国ウォン 千円
LG CHEM LTD － 11 871,002 84,661 素材
SK HYNIX INC 134 93 1,119,476 108,813 半導体・半導体製造装置
SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD 344 315 2,361,660 229,553 テクノロジー・ハードウェアおよび機器

小 計 株 数 ・ 金 額 478 421 4,352,138 423,027
銘 柄 数 < 比 率 > 2 3 － <11.9％>

（台湾） 千新台湾ドル
MEDIATEK INC － 300 31,200 129,504 半導体・半導体製造装置
TAIWAN SEMICONDUCTOR MANUFAC 1,690 1,380 83,214 345,404 半導体・半導体製造装置

小 計 株 数 ・ 金 額 1,690 1,680 114,414 474,909
銘 柄 数 < 比 率 > 1 2 － <13.4％>

（インド） 千インド・ルピー
RELIANCE INDUSTRIES LTD － 295 69,507 108,431 エネルギー
HINDUSTAN UNILEVER LTD － 200 47,513 74,121 家庭用品・パーソナル用品
TATA CONSULTANCY SVCS LTD 299 － － － ソフトウェア・サービス
HDFC BANK LIMITED 531 370 56,176 87,636 銀行
EICHER MOTORS LTD 209 211 53,628 83,660 自動車・自動車部品
AXIS BANK LTD 1,071 593 40,643 63,404 銀行

小 計 株 数 ・ 金 額 2,112 1,670 267,470 417,254
銘 柄 数 < 比 率 > 4 5 － <11.8％>

（南アフリカ） 千南アフリカ・ランド
NASPERS LTD-N SHS 54 26 6,610 47,993 小売
ANGLO AMERICAN PLATINUM LTD － 6 1,070 7,771 素材
IMPALA PLATINUM HOLDINGS LTD － 111 2,172 15,769 素材

小 計 株 数 ・ 金 額 54 144 9,853 71,534
銘 柄 数 < 比 率 > 1 3 － <2.0％>

（中国オフショア） 千中国・オフショア人民元
KWEICHOW MOUTAI CO LTD-A 40 25 4,852 87,532 食品・飲料・タバコ
JIANGSU HENGRUI MEDICINE C-A 725 855 4,439 80,089 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
LONGI GREEN ENERGY TECHNOL-A － 449 4,081 73,627 半導体・半導体製造装置
GREE ELECTRIC APPLIANCES I-A 880 － － － 耐久消費財・アパレル
MIDEA GROUP CO LTD-A － 448 3,142 56,690 耐久消費財・アパレル

小 計 株 数 ・ 金 額 1,646 1,778 16,516 297,940
銘 柄 数 < 比 率 > 3 4 － <8.4％>

合 計 株 数 ・ 金 額 60,274 54,577 － 3,457,873
銘 柄 数 < 比 率 > 32 35 － <97.5％>

（注1）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注2）邦貨換算金額欄の<　>内は、純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。
（注3）株数・評価額の単位未満は切り捨て。ただし、株数が単位未満の場合は小数で記載。
（注4）－印は組み入れなし。
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UBS新興国株式厳選投資マザーファンド

投資信託財産の構成  （2021年11月25日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

株 式 3,457,873 96.6
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 120,884 3.4
投 資 信 託 財 産 総 額 3,578,757 100.0

（注1）金額の単位未満は切り捨て。
（注2）当期末における外貨建純資産（3,574,840千円）の投資信託財産総額（3,578,757千円）に対する比率は99.9％です。
（注3）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1オフショア元＝18.0387円、1米ド

ル＝115.33円、1メキシコ・ペソ＝5.3929円、1ブラジル・レアル＝20.5899円、1ユーロ＝129.28円、1イギリス・ポンド＝
153.90円、100ハンガリー・フォリント＝35.0709円、1香港ドル＝14.79円、1シンガポール・ドル＝84.33円、100インドネシ
ア・ルピア＝0.81円、100韓国ウォン＝9.72円、1新台湾ドル＝4.1508円、1インド・ルピー＝1.56円、1南アフリカ・ランド＝
7.26円です。

資産、負債、元本及び基準価額の状況
(2021年11月25日現在)

項 目 当 期 末
(Ａ) 資 産 3,617,432,310円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 108,284,397
株 式(評価額) 3,457,873,827
未 収 入 金 50,510,467
未 収 配 当 金 763,619

(Ｂ) 負 債 69,873,323
未 払 金 42,873,323
未 払 解 約 金 27,000,000

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 3,547,558,987
元 本 2,942,276,405
次 期 繰 越 損 益 金 605,282,582

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 2,942,276,405口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,057円

〈注記事項〉
期首元本額 3,127,148,462円
期中追加設定元本額 852,277,481円
期中一部解約元本額 1,037,149,538円
１口当たり純資産額 1.2057円

［当マザーファンドの当期末における元本の内訳］
UBS新興国株式厳選投資ファンド 852,271,796円
UBS新興国株式厳選投資ファンド（ダイワ投資一任専用）

84,580円
UBS新興国株式厳選投資ファンド（適格機関投資家専用）

2,089,920,029円

損益の状況
(自2020年11月26日　至2021年11月25日)

項 目 当 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 76,496,197円

受 取 配 当 金 76,495,943
そ の 他 収 益 金 1,138
支 払 利 息 △        884

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 183,022,784
売 買 益 742,319,837
売 買 損 △559,297,053

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △ 13,689,569
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 245,829,412
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 354,882,113
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 200,821,519
(Ｇ) 解 約 差 損 益 金 △196,250,462
(Ｈ) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 605,282,582

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 605,282,582
（注1）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換え

によるものを含みます。
（注2）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消

費税等相当額を含めて表示しています。
（注3）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の

追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた
差額分をいいます。

（注4）損益の状況の中で(G)解約差損益金とあるのは、中途解約
の際、元本から解約価額を差し引いた差額分をいいます。
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東京都千代田区丸の内1-6-6
TEL：03-5533-4000(代表)
https：//www.nam.co.jp/

第６期末（2022年６月24日）

基準価額 10,200円

純資産総額 124億円

騰落率 △1.5％

分配金 0円

　当ファンドは、「投資信託及び投資法人に関
する法律」第14条第１項第１号の規定に基づ
き、投資信託約款第57条において、当運用報告
書を受益者に交付しない旨を定めています。

ニッセイ・リスク抑制型
バランスファンド

（適格機関投資家専用）

運用報告書（全体版）
作成対象期間：2021年６月25日～2022年６月24日

第６期（決算日　2022年６月24日）

受益者の皆様へ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　さて「ニッセイ・リスク抑制型バランスファ
ンド（適格機関投資家専用）」は、このたび第
６期の決算を行いました。
　当ファンドは、主に「ニッセイ安定収益追求
マザーファンド」受益証券への投資を通じて、
実質的に国内外の公社債および株式に投資し、
安定した収益の確保および信託財産の中長期的
な成長を図ることを目標に運用を行いました。
ここに運用状況をご報告申し上げます。
　今後ともいっそうのご愛顧を賜りますようお
願い申し上げます。
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ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）

－1－

運用経過　2021年６月25日～2022年６月24日

基準価額等の推移

第６期首 10,353円 既払分配金 0円
第６期末 10,200円 騰落率（分配金再投資ベース） △1.5％
（注１）税引前分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的な

パフォーマンスを示すものであり、前期末の基準価額にあわせて再指数化しています。
（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異

なります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注３）当ファンドはベンチマークを設けていません。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・期初から７月にかけて、金融緩和縮小への過度な警戒感が後退する中で、金利が低下（債券価格は上昇）す
るとともに株価もおおむね横ばいの動きを維持したこと
・10月下旬から11月上旬にかけて、景気や企業業績への期待感から株価が上昇するとともに利上げへの警戒
感がやや後退する中で、金利もやや低下したこと

＜下落要因＞
・2021年９月に金融緩和縮小や中国不動産市場への警戒感を背景に、金利が上昇するとともに株価も下落す
る展開となったこと
・11月下旬に南アフリカで新型コロナウイルスの変異型（オミクロン型）が確認されたことを受けて景気悪
化懸念が高まったことから、株価が大幅に下落し、株価下落によるマイナスを金利低下によるプラスでカ
バーできない展開となったこと
・１－２月および４－６月にかけて、米利上げペースの加速への警戒感から金利が上昇するとともに株価も下
落する展開となったこと
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－ 1123 －
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ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）

－2－

１万口当たりの費用明細

項目
第６期

項目の概要
金額 比率

信託報酬 50円 0.484％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×

期中の日数
年間の日数

期中の平均基準価額は10,372円です。

（投信会社） (43) (0.418) ファンドの運用、法定書類等の作成、基準価額の算出等の対価

（販売会社） ( 2) (0.022) 購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド
の管理および事務手続き等の対価

（受託会社） ( 5) (0.044) ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等の対価

売買委託手数料 2 0.023

売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料

（株式） ( 0) (0.004)

（先物・オプション） ( 2) (0.019)

（投資信託証券） ( 0) (0.000)

有価証券取引税 0 0.001 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株式） ( 0) (0.001)

その他費用 15 0.146 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用） ( 1) (0.009) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・
資産の移転等に要する費用

（監査費用） ( 1) (0.006) 監査にかかる監査法人等に支払う費用

（その他） (14) (0.131) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する
諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 68 0.654
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが
支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３位未満は

四捨五入しています。

－ 1124 －
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ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）
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投資環境

　期初から2021年12月にかけては、株価については９月に量的緩和縮小への警戒感から下落する場面や11月
のオミクロン型の出現を受けて下落する場面はあったものの、景気回復への期待感を背景におおむね上昇基調
で推移しました。金利については７月に上昇の反動で低下する場面や11月のオミクロン型出現に伴う株安で
低下する場面はあったものの、金融政策正常化の動きを背景に緩やかな上昇基調で推移しました。
　2022年１月から当期末にかけては、金利についてはインフレの加速を背景に米国等で利上げが急速に進め
られる中、海外金利の大幅な上昇が続くとともに、国内金利についても３月にかけて日銀の変動許容幅のほぼ
上限まで上昇しました。株価については３月後半にやや反発する場面があったものの、急激な金融引き締めと
金利上昇を受けて国内外ともに下落基調が続きました。
　期を通じて見ると、株価については国内外ともに下落、金利については国内外ともに上昇しました。また、
為替レートについては内外金利差の拡大から円安となりました。

ポートフォリオ

■当ファンド
　主に「ニッセイ安定収益追求マザーファンド」受益証券への投資を通じて、実質的に国内外の公社債および
株式に投資し、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行いました。
なお、運用に際しては、「ニッセイクレジットキャリーマザーファンド」受益証券への投資を通じて、実質的
に国内外の社債等に投資を行いました。

■マザーファンド
＜ニッセイ安定収益追求マザーファンド＞
　国内外の公社債および株式に投資を行い、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長をめざしま
した。

＜ニッセイクレジットキャリーマザーファンド＞
　国内外の先進国の短中期の公社債に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざしました。

－ 1125 －
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ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）
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ベンチマークとの差異

　当ファンドは、マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的に国内外の公社債および株式に投資し、
安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。このため、コンセ
プトに適った指数が存在しないことから、ベンチマークなどを設けていません。

分配金

　当期の分配金は、基準価額水準、市況動向等を勘案した結果、見送らせていただきました。
　なお、分配に充てずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。

【分配原資の内訳（１万口当たり）】

項目 当期
2021年６月25日～2022年６月24日

当期分配金（税引前） －

対基準価額比率 －

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 484円

（注１）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切り捨てで算出
しているため、合計が当期分配金と一致しない場合があり
ます。

（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期
末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収
益率とは異なります。

－ 1126 －
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ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）
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今後の運用方針
■当ファンド
　主に「ニッセイ安定収益追求マザーファンド」受益証券への投資を通じて、実質的に国内外の公社債および
株式に投資し、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。な
お、運用に際しては、「ニッセイクレジットキャリーマザーファンド」受益証券への投資を通じて、実質的に
国内外の社債等に投資を行うことがあります。

　引き続き、債券などの利回り追求部分と株式などのリスク調整部分の値動きの違いを活用することで、ファ
ンド全体の価格変動を抑えつつ、債券の利息収入などを中心とした安定収益を着実に積み上げていくことをめ
ざします。

■マザーファンド
＜ニッセイ安定収益追求マザーファンド＞
　国内外の公社債および株式に投資を行い、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長をめざします。

　国内債券および外国債券（為替ヘッジあり）については金利等収益を効率的に得る観点から、日本国債およ
び外国国債（為替ヘッジあり）へ分散投資を行います。外国債券（為替ヘッジなし）については主要先進国の
国債へ分散投資を行います。また、株式については国内外へ分散投資を行います。

＜ニッセイクレジットキャリーマザーファンド＞
　引き続き、個別銘柄分析に基づき、償還まで保有が可能な信用力が高いと考える銘柄を中心に組み入れ、取
引コストを抑制しながら安定したキャリー収益（債券を一定期間保有することで獲得できる利回り分等の収
益）の確保をめざします。通貨配分については為替ヘッジコスト控除後においても利回りが高い通貨を中心に
組み入れることで、為替リスクを低減しながら国内外の金利差・社債スプレッド格差を享受することをめざし
ます。ただし、為替ヘッジコストの動向を注視し、市場動向によって機動的に対応します。また、同一発行体
の債券の中でも割安に放置されている通貨・銘柄を発掘し、リターンの底上げを図ります。

－ 1127 －
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最近５期の運用実績

決算期 基準価額
(分配落)

（ご参考）
基準価額＋
累計分配金

株式
組入比率

株式
先物比率

債券
組入比率

債券
先物比率

投資信託
証券
組入比率

純資産
総額税引前

分配金
期中
騰落率

円 円 ％ 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
２期(2018年６月25日) 10,131 0 △0.2 10,131 13.5 △ 2.2 41.9 24.0 0.1 8,699
３期(2019年６月24日) 10,423 0 2.9 10,423 14.9 △ 1.5 39.8 31.3 0.1 9,695
４期(2020年６月24日) 10,422 0 △0.0 10,422 12.4 △ 9.0 49.4 20.0 0.1 8,914
５期(2021年６月24日) 10,353 0 △0.7 10,353 26.5 △ 4.5 29.2 43.1 0.2 9,202
６期(2022年６月24日) 10,200 0 △1.5 10,200 26.9 △25.8 18.0 4.1 0.2 12,491
（注１）基準価額の騰落率は分配金（税引前）込みです。
（注２）「基準価額＋累計分配金」は、当該決算期の基準価額（分配落）に当該決算期以前の税引前分配金の累計額を加えたものです。
（注３）株式組入比率には新株予約権証券を含みます。以下同じです。
（注４）先物比率は買建比率－売建比率です。以下同じです。
（注５）当ファンドはマザーファンドを組み入れるため、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、

「投資信託証券組入比率」は実質比率を記載しています。以下同じです。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 株式
組入比率

株式
先物比率

債券
組入比率

債券
先物比率

投資信託
証券
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
(期首)2021年６月24日 10,353 － 26.5 △ 4.5 29.2 43.1 0.2

６月末 10,343 △0.1 26.4 △ 4.5 28.9 42.7 0.2
７月末 10,474 1.2 24.4 △13.1 22.4 29.1 0.2
８月末 10,489 1.3 24.5 △11.5 23.0 32.4 0.2
９月末 10,378 0.2 24.3 △20.8 18.1 10.2 0.2
10月末 10,430 0.7 24.3 △11.4 33.2 24.9 0.2
11月末 10,433 0.8 23.4 △20.7 19.7 1.7 0.2
12月末 10,427 0.7 24.4 △14.6 30.0 25.4 0.2

2022年１月末 10,342 △0.1 24.0 △22.2 18.5 1.9 0.2
２月末 10,312 △0.4 23.9 △21.3 19.7 1.0 0.2
３月末 10,345 △0.1 28.8 △21.6 27.3 18.1 0.2
４月末 10,299 △0.5 27.8 △26.3 22.5 3.9 0.2
５月末 10,279 △0.7 28.0 △20.6 28.5 20.9 0.2

(期末)2022年６月24日 10,200 △1.5 26.9 △25.8 18.0 4.1 0.2
（注）期末基準価額は分配金（税引前）込み、騰落率は期首比です。

－ 1128 －
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親投資信託受益証券の設定、解約状況 2021年６月25日～2022年６月24日

設定 解約
口数 金額 口数 金額
千口 千円 千口 千円

ニッセイ安定収益追求マザーファンド 4,241,020 4,802,590 1,749,912 1,982,587
ニッセイクレジットキャリーマザーファンド 276,567 292,840 114,510 120,889
（注）単位未満は切り捨てています。

利害関係人との取引状況等 2021年６月25日～2022年６月24日

　当期における利害関係人との取引はありません。

株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合

項目
当期

ニッセイ安定収益追求マザーファンド
(ａ) 期中の株式売買金額 2,251,625千円
(ｂ) 期中の平均組入株式時価総額 16,506,438千円
(ｃ) 売買高比率(ａ)／(ｂ) 0.13
（注１）(ｂ)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。
（注２）外国株式の(ａ)は各月末（決算日の属する月については決算日）、(ｂ)は各月末の国内の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計です。
（注３）単位未満は切り捨てています。

－ 1129 －
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投資信託財産の構成 2022年６月24日現在

項目
当期末

評価額 比率
千円 ％

ニッセイ安定収益追求マザーファンド 10,470,118 83.6
ニッセイクレジットキャリーマザーファンド 944,740 7.5
コール・ローン等、その他 1,107,239 8.8
投資信託財産総額 12,522,098 100.0
（注１）外貨建資産は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお６月24日における邦貨換算

レートは、１米ドル135.22円、１カナダ・ドル104.08円、１オーストラリア・ドル93.29円、１香港ドル17.22円、１シンガポー
ル・ドル97.25円、１ニュージーランド・ドル84.99円、１イギリス・ポンド165.58円、１スイス・フラン140.59円、１デンマー
ク・クローネ19.11円、１ノルウェー・クローネ13.56円、１スウェーデン・クローナ13.29円、１ユーロ142.18円です。

（注２）ニッセイ安定収益追求マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（23,737,199千円）の投資信託財産総額
（51,889,932千円）に対する比率は45.7％です。
ニッセイクレジットキャリーマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（61,742,986千円）の投資信託財産総額
（86,095,636千円）に対する比率は71.7％です。

（注３）評価額の単位未満は切り捨てています。

親投資信託残高 2022年６月24日現在

種類
期首（前期末） 当期末

口数 口数 評価額
千口 千口 千円

ニッセイ安定収益追求マザーファンド 6,938,033 9,429,141 10,470,118
ニッセイクレジットキャリーマザーファンド 742,519 904,577 944,740
（注１）単位未満は切り捨てています。
（注２）当期末におけるマザーファンド全体の口数は、ニッセイ安定収益追求マザーファンドが45,489,660千口、ニッセイクレジットキャ

リーマザーファンドが79,778,790千口です。

特定資産の価格等の調査
　マザーファンドで行った取引のうち、投資信託及び投資法人に関する法律により価格などの調査が必要とさ
れた資産の取引については、有限責任監査法人トーマツへ調査を委託しています。
　当期中、ニッセイ安定収益追求マザーファンドにおいて該当の取引はありません。なお、前回決算時に未受
領であった２件につきましては、既に当該監査法人から調査報告書を受領しています。
　金利スワップ取引については、取引相手方の名称、銘柄、数量等の内容に関することについて調査を依頼し
ています。

－ 1130 －
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分配金の計算過程
項目 当期

(ａ) 経費控除後の配当等収益 56,225,362円
(ｂ) 経費控除後の有価証券売買等損益 0円
(ｃ) 信託約款に定める収益調整金 370,209,496円
(ｄ) 信託約款に定める分配準備積立金 167,045,877円
(ｅ) 分配対象額(ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ) 593,480,735円
(ｆ) 分配対象額(1万口当たり) 484.64円
(ｇ) 分配金 0円
(ｈ) 分配金(1万口当たり) 0円

資産、負債、元本および基準価額の状況
（2022年６月24日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 12,522,098,601円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,106,947,601

ニッセイ安定収益追求
マザーファンド(評価額) 10,470,118,491

ニッセイクレジットキャリー
マ ザ ー フ ァ ン ド(評価額) 944,740,420

未 収 入 金 292,089

(Ｂ) 負 債 30,823,980

未 払 信 託 報 酬 30,418,807

そ の 他 未 払 費 用 405,173

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 12,491,274,621

元 本 12,245,814,436

次 期 繰 越 損 益 金 245,460,185

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 12,245,814,436口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,200円

（注）期首元本額 8,888,158,361円
期中追加設定元本額 5,619,587,460円
期中一部解約元本額 2,261,931,385円

損益の状況
当期（2021年６月25日～2022年６月24日）
項目 当期

(Ａ) 配 当 等 収 益 △    567,776円
受 取 利 息 95,721
支 払 利 息 △    663,497

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △155,219,287
売 買 益 12,928,595
売 買 損 △168,147,882

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △ 63,406,991
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △219,194,054
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 101,500,979

(分 配 準 備 積 立 金) (　167,045,877)
(繰 越 欠 損 金) (△ 65,544,898)

(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 ＊ 363,153,260
(配 当 等 相 当 額) (　367,510,164)
(売 買 損 益 相 当 額) (△  4,356,904)

(Ｇ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 245,460,185
次 期 繰 越 損 益 金(Ｇ) 245,460,185
追 加 信 託 差 損 益 金 363,153,260
(配 当 等 相 当 額) (　370,209,496)
(売 買 損 益 相 当 額) (△  7,056,236)
分 配 準 備 積 立 金 223,271,239
繰 越 欠 損 金 △340,964,314

（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含
みます。

（注２）(Ｃ)信託報酬等は、信託報酬に対する消費税等相当額を含
みます。

（注３）(Ｅ)前期繰越損益金とは、分配準備積立金と繰越欠損金の
合計で、前期末の金額に、期中一部解約により変動した金
額を調整して算出しています。

（注４）(Ｆ)追加信託差損益金＊とは、追加設定をした価額と元本
との差額をいい、配当等相当額と売買損益相当額に区分し
ます。前期末の金額に、期中追加設定および一部解約によ
り変動した金額を調整して算出しています。

－ 1131 －
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お知らせ
■運用体制の変更について
　運用部門については、ＣＯ－ＣＩＯ（取締役執行役員、統括部長）の２名体制からＣＩＯ（取締役執行役
員）１名とＣＯ－ＣＩＯ（統括部長）１名の体制に変更しました。
　新たにＣＩＯが就任し、従来のＣＯ－ＣＩＯのうちの１名（統括部長）が、引き続きＣＯ－ＣＩＯを務めて
います。

（2022年３月25日）

■自社による当ファンドの設定解約状況
　当期における自社による当ファンドの設定解約はありません。なお当期末現在、自社による当ファンドの保
有残高は１百万円（元本１百万円、ファンド全体の0.0％）です。当社は当該保有分を解約することがあります。

－ 1132 －
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当ファンドの概要
信 託 期 間 無期限

運 用 方 針

主にニッセイ安定収益追求マザーファンド受益証券への投資を通じて、実質的
に国内外の公社債および株式に投資し、安定した収益の確保および信託財産の
中長期的な成長を図ることを目標に運用を行います。なお、運用に際しては、
ニッセイクレジットキャリーマザーファンド受益証券への投資を通じて、実質
的に国内外の社債等に投資を行うことがあります。

主要運用対象

ニッセイ・リスク抑制型
バ ラ ン ス フ ァ ン ド
（適格機関投資家専用）

「ニッセイ安定収益追求マザーファンド」および「ニッセイクレジットキャ
リーマザーファンド」受益証券

ニ ッ セ イ
安 定 収 益 追 求
マ ザ ー フ ァ ン ド

国内外の公社債および株式

ニ ッ セ イ ク レ ジ ッ ト
キャリーマザーファンド 日本および世界の先進国の公社債

運 用 方 法

ニッセイ・リスク抑制型
バ ラ ン ス フ ァ ン ド
（適格機関投資家専用）

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式、新株引受権証券および新株予約権証券への実質投資割合は、信託財産
の純資産総額の30％以下とします。
・外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

ニ ッ セ イ
安 定 収 益 追 求
マ ザ ー フ ァ ン ド

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式、新株引受権証券および新株予約権証券への投資割合は、信託財産の純
資産総額の50％以下とします。
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

ニ ッ セ イ ク レ ジ ッ ト
キャリーマザーファンド

以下の様な投資制限のもと運用を行います。
・株式への投資は転換社債の転換および新株予約権の行使による取得に限るも
のとし、投資割合は信託財産の純資産総額の10％以下とします。
・外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針
毎決算時に、原則として経費控除後の配当等収益および売買益等の全額を対象
として、基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象
額が少額の場合には、分配を行わないこともあります。

－ 1133 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   113307-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1133 2022/11/08   15:15:062022/11/08   15:15:06



－12－

東京都千代田区丸の内1-6-6

【受益者の皆様へ】法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの当期運用状況をご報告申し上げます。

ニッセイ安定収益追求
マザーファンド

運用報告書

第 ９ 期
（計算期間：2021年２月26日～2022年２月25日）

運用方針

①主に国内外の公社債および株式に投資
し、安定した収益の確保および信託財
産の中長期的な成長を目標に運用を行
います。
②国内外の公社債および株式への資産配
分は、市場環境および投資対象資産の
リスク水準等に応じて、変更を行い
ます。
③組入外貨建資産については、為替ヘッ
ジを活用し為替変動リスクの抑制を図
ります。

主要運用
対象

国内外の公社債および株式

運用方法

以下の様な投資制限のもと運用を行い
ます。
・株式、新株引受権証券および新株予約
権証券への投資割合は、信託財産の純
資産総額の50％以下とします。
・外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。
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運用経過　2021年２月26日～2022年２月25日

投資環境

■国内債券市況
　当期の国内長期金利は上昇しました。0.15％程度でスタートした10年国債金利は、2021年３月の日銀政策
点検における長期金利の変動幅拡大が小幅にとどまったことや米金利の低下を受けて、８月上旬にかけて
0.01％程度まで低下しました。８月中旬から10月にかけては、自民党総裁選後の経済対策への警戒感や米金
利の上昇を背景に0.1％程度まで上昇しました。その後、12月にかけては米金利の低下によりやや低下しまし
たが、2022年１月から２月にかけては米金利が上昇したことを受けて再び上昇し、前期末を上回る0.21％程
度で当期末を迎えました。

■海外債券市況
　当期の海外長期金利は上昇しました。
　米国10年国債金利は、景気回復期待や金融緩和縮小への警戒感を背景に2021年３月にかけてやや上昇しま
した。７月にかけては、上昇の反動などから低下する展開となりましたが、９月以降は米連邦準備制度理事会
（ＦＲＢ）で量的金融緩和の縮小が示唆されたことを受けて再び上昇しました。11月になるとオミクロン型
が出現したことからやや低下しましたが、１月から２月にかけては、ＦＲＢによる利上げへの警戒感が高まる
中で大きく上昇し、前期末より高い水準で当期末を迎えました。
　ドイツ10年国債金利は、景気回復期待や米金利上昇を背景に５月にかけて上昇しました。７月にかけては
上昇の反動や欧州中央銀行（ＥＣＢ）の金融緩和縮小への慎重姿勢から低下しましたが、その後は、米金利上
昇やＥＣＢによるパンデミック緊急購入プログラム（ＰＥＰＰ）の縮小を受けて再び上昇しました。11月は
やや低下したものの、１月から２月にかけては、ＥＣＢによる金融緩和縮小への警戒感の高まりや米金利の上
昇を背景に大きく上昇し、前期末より高い水準で当期末を迎えました。

■国内株式市況
　当期の国内株式市場は、期初から2021年３月にかけてやや上昇した後、４月から８月にかけては国内にお
ける新型コロナウイルスの感染再拡大を背景に下落基調で推移しました。その後、９月には菅前首相の退陣表
明を受けて次期政権の経済対策への期待感から大きく上昇しましたが、10月以降は上昇の反動やオミクロン
型の出現から下落基調となりました。2022年１月から２月にかけては米国の金融引き締めへの警戒感や米株
の下落を背景に一段と下落する展開となり、前期末を下回る水準で当期末を迎えました。

－ 1135 －
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■海外株式市況
　当期の海外株式市場は北米・欧州は上昇、アジアは下落となりました。期初から６月にかけては経済活動再
開への期待感を背景に上昇しましたが、７月から12月にかけては北米・欧州の上昇が続く一方、アジアは下
落基調で推移しました。１月から２月にかけては米国の金融引き締めへの警戒感や金利上昇から各地域とも下
落となり、結局、北米・欧州は前期末を上回る水準、アジアは前期末を下回る水準で当期末を迎えました。

■為替市況
　当期の米ドル／円レートは円安米ドル高となりました。期初から2021年３月にかけては、米金利の上昇や
米景気への期待感を背景に円安米ドル高で推移しました。４月から８月にかけてはおおむね横ばいで推移しま
したが、９月下旬から10月にかけては、米金利の上昇を受けて円安米ドル高が進行し、１月から２月にかけ
ても米金利の上昇を背景に緩やかな円安米ドル高が続いたことから、結局、期を通じて見ると円安米ドル高と
なりました。

　当期のユーロ／円レートはほぼ横ばいとなりました。期初から５月にかけては米ドル／円レートの動きや欧
州金利の上昇を背景に円安ユーロ高が進みました。６月には反動からやや円高ユーロ安となり、10月には米
ドル／円レートの動きを受けてやや円安ユーロ高へ戻しました。その後、11月には欧州における新型コロナ
ウイルスの感染再拡大や欧州金利の低下からやや円高ユーロ安となりましたが、１月以降は米ドル／円レート
の動きを受けてやや円安ユーロ高となり、結局、期を通じて見るとほぼ横ばいとなりました。

－ 1136 －
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■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・2021年３月から５月上旬にかけて金利上昇（債券
価格は下落）が一服し、株価上昇によるプラスが
金利上昇によるマイナスをやや上回ったこと
・５月下旬から７月にかけて、金融緩和縮小への過
度な警戒感が後退する中で金利が低下するととも
に、株価についても６月にかけては上昇、７月は
おおむね横ばいの動きを維持したこと
・10月下旬から11月上旬にかけて、景気や企業業績
への期待感から株価が上昇するとともに、利上げ
への警戒感がやや後退する中、金利もやや低下し
たこと

＜下落要因＞
・2021年５月中旬に、米国の消費者物価の加速を背
景に金融緩和縮小への警戒感が高まり、金利が上
昇するとともに、株価も下落する展開となったこと
・９月に、金融緩和縮小や中国不動産市場への警戒
感を背景として金利が上昇するとともに、株価も
下落する展開となったこと
・11月下旬に、南アフリカで新型コロナウイルスの
新たな変異型（オミクロン型）が検出されたこと
から、景気悪化懸念が高まり株価が大幅に下落し、
株価下落によるマイナスを金利低下によるプラス
でカバーできない展開となったこと
・2022年１月から２月にかけて、米国の利上げペー
スが加速することへの警戒感から金利が上昇する
とともに、株価も下落する展開となったこと

（円）

11,000

11,100

11,200

11,300

11,400

11,500

第8期末
（2021.2.25）（2021.5） （2021.8） （2021.11）

第9期末
（2022.2.25）

（注）当マザーファンドはベンチマークを設けていません。

基準価額等の推移

ポートフォリオ

　国内外の公社債および株式に投資し、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長を図ることを目
標に運用を行いました。

＜国内株式＞
　市場との連動性を高めに保ちつつ、配当利回りを市場平均よりも高めに維持するかたちで分散投資を行いま
した。国内株式の比率は、外国株式の北米・欧州・アジアパシフィックの３地域を加えた計４地域においてお
おむねリスク量が均等となる配分としています。

＜国内債券＞
　超長期国債を含む日本国債に投資を行い、金利等収益の確保を図りました。

－ 1137 －
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ベンチマークとの差異

　当マザーファンドは、国内外の公社債および株式に投資し、安定した収益の確保および信託財産の中長期的
な成長を図ることを目標に運用を行います。このため、コンセプトに適った指数が存在しないことから、ベン
チマークなどを設けていません。

＜外国株式＞
地域別配分
　北米・欧州・アジアパシフィックの３地域に分散
投資を行いました。当期末における地域別配分比率
は右図の通りです。

北米
33.5％

欧州
39.9％

アジアパシ
フィック
26.5％

【地域別組入状況】

（注）比率は対組入株式等評価額比です。

＜外国債券＞
国・地域別配分
【為替ヘッジあり】
　金利等収益を効率的に得る観点から、アメリカ、
オーストラリア、カナダ、フランス、イギリス、ド
イツの６カ国の国債へ分散投資を行いました。
【為替ヘッジなし】
　アメリカ、オーストラリア、フランス、イギリス、
ドイツの５カ国の国債へ分散投資を行いました。

　当期末における外国債券全体の国・地域別配分比
率は右図の通りです。

アメリカ
49.0％カナダ

13.6％

イギリス
4.2％

ドイツ
3.0％

オーストラリア
18.9％

フランス
11.4％

【国・地域別組入状況】

（注）比率は対組入債券評価額比です。

－ 1138 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   113807-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1138 2022/11/08   15:15:072022/11/08   15:15:07



ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－17－

今後の運用方針
　国内外の公社債および株式に投資を行い、安定した収益の確保および信託財産の中長期的な成長をめざします。

　国内債券および外国債券（為替ヘッジあり）については、金利等収益を効率的に得る観点から、日本国債お
よび外国国債（為替ヘッジあり）へ分散投資を行います。外国債券（為替ヘッジなし）については、主要先進
国の国債へ分散投資を行います。また株式については、国内外へ分散投資を行います。

－ 1139 －
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最近５期の運用実績

決算期 基準価額 株式
組入比率

株式
先物比率

債券
組入比率

債券
先物比率

投資信託
証券

組入比率
純資産
総額期中

騰落率
円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円

５期(2018年２月26日) 10,682 1.4 7.9 － 59.0 17.6 0.1 37,869
６期(2019年２月25日) 10,898 2.0 15.7 △ 5.1 49.8 45.0 0.1 47,424
７期(2020年２月25日) 11,373 4.4 16.4 △ 3.5 44.4 37.2 0.1 49,616
８期(2021年２月25日) 11,212 △1.4 17.2 △15.9 29.9 4.1 0.1 52,635
９期(2022年２月25日) 11,210 △0.0 28.0 △24.9 16.6 1.2 0.2 56,349
（注１）株式組入比率には新株予約権証券を含みます。以下同じです。
（注２）先物比率は買建比率－売建比率です。以下同じです。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 株式
組入比率

株式
先物比率

債券
組入比率

債券
先物比率

投資信託
証券
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
(期首)2021年２月25日 11,212 － 17.2 △15.9 29.9 4.1 0.1

２月末 11,202 △0.1 17.0 △15.7 29.8 4.0 0.1
３月末 11,219 0.1 17.8 △14.9 31.0 10.8 0.1
４月末 11,228 0.1 18.3 △ 3.3 29.4 44.7 0.1
５月末 11,135 △0.7 30.5 △14.4 27.6 37.3 0.2
６月末 11,211 △0.0 31.2 △ 5.4 25.4 50.5 0.2
７月末 11,384 1.5 29.0 △15.6 19.2 34.7 0.2
８月末 11,408 1.7 29.2 △13.6 20.4 38.6 0.2
９月末 11,270 0.5 29.0 △24.8 14.4 12.2 0.2
10月末 11,346 1.2 29.0 △13.6 32.0 29.7 0.2
11月末 11,356 1.3 27.9 △24.7 16.5 2.0 0.2
12月末 11,353 1.3 29.1 △17.5 28.8 30.3 0.2

2022年１月末 11,251 0.3 28.6 △26.5 14.7 2.3 0.2
(期末)2022年２月25日 11,210 △0.0 28.0 △24.9 16.6 1.2 0.2
（注）騰落率は期首比です。

－ 1140 －
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１万口当たりの費用明細 2021年２月26日～2022年２月25日

項目
当期

項目の概要
金額 比率

売買委託手数料 4円 0.038％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買・取引の際に仲介人に支払う手数料

（株式） ( 2) (0.015)
（先物・オプション） ( 3) (0.022)
（投資信託証券） ( 0) (0.000)
有価証券取引税 1 0.010 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数

有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株式） ( 1) (0.010)
その他費用 17 0.152 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用） ( 1) (0.009) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・

資産の移転等に要する費用
（その他） (16) (0.143) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する

諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 23 0.200
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額（11,282円）で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入しています。

－ 1141 －
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売買および取引の状況 2021年２月26日～2022年２月25日

(1) 株式
買付 売付

株数 金額 株数 金額

国
内

千株 千円 千株 千円
上場 425 1,282,644 131 316,100

(　   77)

外
国

百株 千米ドル 百株 千米ドル
アメリカ 1,330 16,208 313 2,121

(△   19) (　        6)
千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

カナダ 114 829 46 179
(　    8) (△        1)

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 3,875 9,103 1,785 1,439

(　  268) (△       47)
千香港ドル 千香港ドル

香港 3,916 25,525 1,258 4,649
(　  106)

千シンガポール・ドル 千シンガポール・ドル
シンガポール 1,579 1,128 － －

(△      200)
千ニュージーランド・ドル 千ニュージーランド・ドル

ニュージーランド 486 415 367 227
千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イギリス 7,180 4,123 1,446 511
(　    8) (△       12)

千スイス・フラン 千スイス・フラン
スイス 477 3,170 38 163

(△        7)
千デンマーク・クローネ 千デンマーク・クローネ

デンマーク 138 6,598 214 976
(　  232)

千ノルウェー・クローネ 千ノルウェー・クローネ
ノルウェー 80 1,442 － －

千スウェーデン・クローナ 千スウェーデン・クローナ
スウェーデン 513 11,178 － －

(　  139)

ユ
ー
ロ

千ユーロ 千ユーロ
アイルランド 46 367 3 36
オランダ 340 2,031 117 256

(　   71)

－ 1142 －
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(2) 公社債
買付額 売付額

国
内

千円 千円
国債証券 54,722,412 62,859,787

外
国

千米ドル 千米ドル
アメリカ 国債証券 18,730 －

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カナダ 国債証券 － 6,311

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 国債証券 19,830 18,330

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス 国債証券 3,869 2,956
ユ
ー
ロ

千ユーロ 千ユーロ
フランス 国債証券 25,435 23,566

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。
（注２）金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

買付 売付
株数 金額 株数 金額

外
国

ユ
ー
ロ

百株 千ユーロ 百株 千ユーロ
ベルギー 34 254 － －
フランス 539 3,715 246 398

(　   38)
ドイツ 589 3,193 93 325

(　   56) (△        6)
スペイン 1,177 901 313 140

(△        2)
イタリア 1,130 679 － －
フィンランド 241 247 58 27

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は株式分割、合併などによる増減分で、上段の数字には含まれていません。
（注３）地域は発行通貨によって区分しています。以下同じです。
（注４）株数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

－ 1143 －
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(3) 投資信託証券

銘柄
買付 売付

口数 金額 口数 金額

外
国

(アメリカ) 千口 千米ドル 千口 千米ドル
VANGUARD REAL ESTATE ETF 4 424 － －
(シンガポール) 千シンガポール・ドル 千シンガポール・ドル
CAPITALAND INTEGRATED COMMERCIAL TRUST － － － －

(26) ( 38)
（注１）金額は受渡代金です。
（注２）（　）内は分割、合併などによる増減分で、上段の数字には含まれていません。
（注３）口数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、口数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

(4) 先物取引の種類別取引状況

種類別
買建 売建

新規買付額 決済額 新規売付額 決済額
国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 － － 21,550 20,831

外
国

株式先物取引 － － 80,282 76,210
債券先物取引 201,932 202,700 － －

（注１）金額は受渡代金です。
（注２）外貨建取引の金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）における国内の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金額

の合計です。
（注３）金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

－ 1144 －
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主要な売買銘柄 2021年２月26日～2022年２月25日

(1) 株式
買付 売付

銘柄 株数 金額 平均単価 銘柄 株数 金額 平均単価
千株 千円 円 千株 千円 円

AIA GROUP LTD 68 97,613 1,427 バンダイナムコホールディングス 5 51,045 9,281
APPLE INC 6 91,631 14,053 ラウンドワン 26 41,845 1,573

NESTLE SA 6 87,415 13,250 ＭＳ＆ＡＤインシュアランス
グループホールディングス 12 37,669 3,139

COMMONWEALTH 
BANK OF AUSTRALIA 9 77,779 8,043 COCA-COLA AMATIL 

LIMITED 29 33,638 1,128

MICROSOFT CORP 2 76,943 27,657 NXP SEMICONDUCTORS NV 1 32,506 23,285
BHP GROUP LIMITED 16 72,546 4,374 キリンホールディングス 15 32,344 2,047
ASML HOLDING NV 0.996 71,490 71,777 RSA INSURANCE GROUP PLC 28 29,606 1,049
任天堂 1 70,663 50,473 日本たばこ産業 12 26,192 2,078
AMAZON.COM INC 0.182 64,878 356,476 JAMES HARDIE INDUSTRIES-CDI 6 25,197 4,003
CSL LIMITED 2 62,057 23,277 東京エレクトロン 0.500 24,641 49,282
（注１）金額は受渡代金で、外国株式は各月末（決算日の属する月については決算日）における国内の対顧客電信売買相場の仲値で換算した

邦貨金額の合計です。
（注２）株数および金額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

(2) 公社債
買付 売付

銘柄 金額 銘柄 金額
千円 千円

第70回　利付国債（30年） 8,204,780 第421回　利付国債（２年） 14,127,100
第177回　利付国債（20年） 7,829,526 第70回　利付国債（30年） 8,205,924
第175回　利付国債（20年） 7,521,891 第177回　利付国債（20年） 7,784,402
第421回　利付国債（２年） 5,369,552 第175回　利付国債（20年） 7,532,631
第425回　利付国債（２年） 5,248,022 第176回　利付国債（20年） 4,623,259
第176回　利付国債（20年） 4,621,627 第425回　利付国債（２年） 3,874,646
第68回　利付国債（30年） 3,855,628 第68回　利付国債（30年） 3,840,511
第71回　利付国債（30年） 3,417,965 第411回　利付国債（２年） 3,485,312
第179回　利付国債（20年） 2,387,828 第71回　利付国債（30年） 3,405,315
第178回　利付国債（20年） 2,260,357 第178回　利付国債（20年） 2,181,351
（注１）金額は受渡代金（経過利子分は含まれていません）で、外国公社債は各月末（決算日の属する月については決算日）における国内の

対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金額の合計です。
（注２）金額の単位未満は切り捨てています。
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組入有価証券明細表 2022年２月25日現在

(1) 国内株式
上場株式

銘柄 期首(前期末) 当期末
株数 株数 評価額
千株 千株 千円

建設業（3.2％）
ショーボンドホールディングス － 7 38,684
大和ハウス工業 9 13 42,234
エクシオグループ 9 12 30,028
食料品（2.6％）
明治ホールディングス － 6 40,500
キリンホールディングス 15 － －
日清オイリオグループ 4 6 18,245
アリアケジャパン － 5 30,316
太陽化学 1 1 2,413
日本たばこ産業 12 － －
化学（7.4％）
日産化学 7 9 61,498
大阪有機化学工業 12 16 50,024
三菱ケミカルホールディングス 35 48 39,430
アイカ工業 10 13 43,539
花王 5 7 38,016
サカタインクス 14 － －
バルカー 6 9 24,196
医薬品（5.9％）
武田薬品工業 14 20 70,740
アステラス製薬 28 38 74,400
第一三共 15 20 58,396
ゴム製品（1.4％）
ブリヂストン 7 10 47,736
ガラス・土石製品（2.5％）
ＡＧＣ 6 9 48,360
ニチアス 10 14 37,536
金属製品（0.8％）
トーカロ 15 21 27,971
機械（4.9％）
アマダ 20 28 28,514
小松製作所 13 18 49,598
日工 4 4 2,460
フジテック 11 16 43,200
ツバキ・ナカシマ 18 25 23,769
日本精工 21 29 21,491
電気機器（15.8％）
日立製作所 5 8 48,118
富士電機 9 13 77,220
マブチモーター 8 11 46,197
日東工業 7 10 15,978
ＩＤＥＣ 10 14 35,697
アズビル 11 8 37,840
エスペック 8 11 22,396
カシオ計算機 10 13 18,584

銘柄 期首(前期末) 当期末
株数 株数 評価額
千株 千株 千円

ローム 3 4 37,884
村田製作所 7 9 76,851
東京エレクトロン 2 2 130,180
輸送用機器（9.8％）
デンソー 6 8 72,259
トヨタ自動車 12 85 178,840
本田技研工業 6 9 33,200
ＳＵＢＡＲＵ 21 30 56,400
その他製品（2.8％）
ニホンフラッシュ 12 16 17,322
バンダイナムコホールディングス 4 － －
任天堂 － 1 79,660
電気・ガス業（1.3％）
東京瓦斯 13 18 43,337
陸運業（1.2％）
山九 7 10 41,184
倉庫・運輸関連業（1.4％）
近鉄エクスプレス 12 17 49,778
情報・通信業（12.5％）
ＮＥＣネッツエスアイ 14 20 35,585
インテージホールディングス － 9 16,243
オービック － 2 39,886
伊藤忠テクノソリューションズ － 9 28,625
大塚商会 4 8 36,162
コネクシオ 8 11 15,180
日本電信電話 33 46 150,612
ＫＤＤＩ 21 29 110,360
卸売業（6.6％）
ＴＯＫＡＩホールディングス 16 23 20,720
アズワン 2 6 40,800
伊藤忠商事 20 28 105,168
三菱商事 11 15 61,510
イエローハット 10 － －
因幡電機産業 4 － －
小売業（3.8％）
エービーシー・マート 3 4 20,706
セブン＆アイ・ホールディングス 4 6 35,225
ＶＴホールディングス 54 75 36,198
日本瓦斯 － 23 39,408
銀行業（4.5％）
三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 76 106 75,196
三井住友フィナンシャルグループ 14 19 79,811

保険業（2.5％）
ＭＳ＆ＡＤインシュアランス
グループホールディングス 12 － －
東京海上ホールディングス 9 13 87,327

－ 1146 －
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(2) 外国株式

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
3M CO 3 5 82 9,549 資本財
ABBOTT LABORATORIES 11 17 207 23,942 ヘルスケア機器・サービス
ABBVIE INC 10 18 269 31,109 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ACCENTURE PLC 3 5 188 21,814 ソフトウェア・サービス
ACTIVISION BLIZZARD INC 4 9 75 8,688 メディア・娯楽
ADOBE INC 2 4 224 25,997 ソフトウェア・サービス
ADVANCED MICRO DEVICES INC 8 16 194 22,465 半導体・半導体製造装置
AFLAC INC 6 9 58 6,718 保険
AGILENT TECHNOLOGIES INC 3 5 73 8,515 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
AIR PRODUCTS & CHEMICALS INC 1 2 66 7,663 素材
ALEXION PHARMACEUTICALS INC 2 － － － 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ALIGN TECHNOLOGY INC 0.75 1 61 7,119 ヘルスケア機器・サービス
ALLEGHANY CORP 0.39 － － － 保険
ALLIANT ENERGY CORP 6 11 62 7,233 公益事業
ALLSTATE CORP 2 4 54 6,297 保険
ALNYLAM PHARMACEUTICALS INC － 1 30 3,516 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ALPHABET INC-CL A 1 2 721 83,422 メディア・娯楽
ALPHABET INC-CL C 2 3 801 92,611 メディア・娯楽
ALTRIA GROUP INC 12 20 100 11,629 食品・飲料・タバコ
AMAZON.COM INC 2 4 1,322 152,883 小売
AMC ENTERTAINMENT HLDS-CL A － 6 11 1,379 メディア・娯楽
AMCOR PLC 18 － － － 素材
AMERICAN ELECTRIC POWER CO INC 3 6 55 6,422 公益事業

銘柄 期首(前期末) 当期末
株数 株数 評価額
千株 千株 千円

その他金融業（3.3％）
全国保証 6 8 42,064
オリックス 23 31 70,961
不動産業（1.0％）
イオンモール 16 22 35,053
サービス業（4.7％）
日本Ｍ＆Ａセンターホールディングス 4 17 29,274
夢真ホールディングス 18 － －
ユー・エス・エス 11 16 31,143
テクノプロ・ホールディングス 2 11 38,727
セコム 2 3 28,998
メイテック 3 5 35,724

合計 株数・金額 924 1,295 3,458,906
銘柄数<比率> 73 73 <6.1％>

（注１）銘柄欄の（　）内は、当期末における国内株式の評価総額
に対する各業種の比率です。

（注２）合計欄の<　>内は、当期末の純資産総額に対する評価額
の比率です。

（注３）株数および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、
株数および評価額が単位未満の場合は、小数で記載してい
ます。

－ 1147 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
AMERICAN EXPRESS CO 4 7 134 15,585 各種金融
AMERICAN INTERNATIONAL GROUP 5 10 60 6,999 保険
AMERIPRISE FINANCIAL INC 1 2 64 7,490 各種金融
AMGEN INC 3 5 127 14,748 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
AMPHENOL CORP-CL A 3 11 82 9,574 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
ANALOG DEVICES INC 2 4 79 9,178 半導体・半導体製造装置
ANTHEM INC 1 2 124 14,347 ヘルスケア機器・サービス
AON PLC 1 2 83 9,656 保険
APPLE INC 107 163 2,657 307,151 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
APPLIED MATERIALS INC 6 9 129 14,956 半導体・半導体製造装置
APTIV PLC 2 5 68 7,957 自動車・自動車部品
ARCHER-DANIELS-MIDLAND CO 6 10 82 9,572 食品・飲料・タバコ
AT&T INC 45 71 166 19,227 電気通信サービス
ATMOS ENERGY CORP 2 5 55 6,440 公益事業
AUTODESK INC 1 2 61 7,135 ソフトウェア・サービス
AUTOMATIC DATA PROCESSING INC 2 4 98 11,361 ソフトウェア・サービス
AUTOZONE INC 0.20 0.37 66 7,674 小売
BALL CORP 3 3 32 3,705 素材
BANK OF AMERICA CORP 54 68 300 34,747 銀行
BANK OF NEW YORK MELLON CORP 5 11 59 6,850 各種金融
BAXTER INTERNATIONAL INC 3 6 58 6,711 ヘルスケア機器・サービス
BECTON DICKINSON & CO 2 3 82 9,571 ヘルスケア機器・サービス
BERKSHIRE HATHAWAY INC-CL B 7 12 372 43,074 各種金融
BEST BUY CO INC 2 － － － 小売
BIOGEN INC 1 1 27 3,122 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
BLACKROCK INC 0.64 1 81 9,472 各種金融
BLACKSTONE INC 4 6 84 9,727 各種金融
BLOCK INC 2 5 47 5,521 ソフトウェア・サービス
BOEING CO 3 5 111 12,842 資本財
BOOKING HOLDINGS INC 0.25 0.47 107 12,465 消費者サービス
BOSTON SCIENTIFIC CORP 9 17 78 9,020 ヘルスケア機器・サービス
BRISTOL-MYERS SQUIBB CO 14 24 161 18,642 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
BROADCOM INC 2 3 230 26,611 半導体・半導体製造装置
CAESARS ENTERTAINMENT INC － 3 29 3,433 消費者サービス
CAPITAL ONE FINANCIAL CORP 3 5 78 9,102 各種金融
CARMAX INC 1 2 25 2,928 小売
CARRIER GLOBAL CORP 4 4 21 2,459 資本財
CATALENT INC － 2 28 3,343 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
CATERPILLAR INC 3 5 106 12,315 資本財
CENTENE CORP 5 8 71 8,230 ヘルスケア機器・サービス
CERNER CORP 3 － － － ヘルスケア機器・サービス
CHARLES SCHWAB CORP 7 14 118 13,681 各種金融
CHARTER COMMUNICATIONS-CL A 1 1 87 10,168 メディア・娯楽
CHEVRON CORP 11 18 250 28,971 エネルギー
CHIPOTLE MEXICAN GRILL INC 0.24 0.44 65 7,549 消費者サービス
CHUBB LTD 3 3 76 8,832 保険
CHURCH & DWIGHT CO INC 2 － － － 家庭用品・パーソナル用品
CIGNA CORP 2 4 96 11,153 ヘルスケア機器・サービス
CISCO SYSTEMS INC 27 41 228 26,394 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
CITIGROUP INC 13 20 127 14,703 銀行

－ 1148 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
CLOROX CO 1 － － － 家庭用品・パーソナル用品
CME GROUP INC 2 3 83 9,624 各種金融
CMS ENERGY CORP 7 11 73 8,479 公益事業
COCA-COLA CO 24 42 257 29,734 食品・飲料・タバコ
COGNIZANT TECHNOLOGY SOLUTIONS CORP 3 7 66 7,670 ソフトウェア・サービス
COLGATE-PALMOLIVE CO 6 9 68 7,931 家庭用品・パーソナル用品
COMCAST CORP 29 46 216 24,981 メディア・娯楽
CONOCOPHILLIPS 8 13 119 13,788 エネルギー
CONSTELLATION BRANDS INC-A 1 2 48 5,590 食品・飲料・タバコ
CONSTELLATION ENERGY － 3 17 1,992 公益事業
COPART INC 2 4 55 6,450 商業・専門サービス
CORNING INC 7 15 61 7,163 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
CORTEVA INC 6 8 40 4,673 素材
COSTAR GROUP INC 0.40 6 41 4,832 商業・専門サービス
COSTCO WHOLESALE CORP 2 4 218 25,300 食品・生活必需品小売り
COUPA SOFTWARE INC － 1 17 2,019 ソフトウェア・サービス
CROWDSTRIKE HOLDINGS INC - A － 2 39 4,607 ソフトウェア・サービス
CSX CORP 5 25 87 10,076 運輸
CUMMINS INC 1 2 51 5,990 資本財
CVS HEALTH CORP 7 14 143 16,548 ヘルスケア機器・サービス
DANAHER CORP 3 6 174 20,211 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
DATADOG INC - CLASS A － 2 39 4,526 ソフトウェア・サービス
DEERE & CO 1 3 117 13,587 資本財
DEXCOM INC 0.67 1 60 6,943 ヘルスケア機器・サービス
DISCOVER FINANCIAL SERVICES 3 4 55 6,383 各種金融
DOCUSIGN INC － 2 26 3,097 ソフトウェア・サービス
DOLLAR GENERAL CORP 1 3 63 7,387 小売
DOLLAR TREE INC 1 3 53 6,167 小売
DOMINION ENERGY INC 4 8 67 7,767 公益事業
DOW INC 6 10 62 7,247 素材
DR HORTON INC 4 7 58 6,763 耐久消費財・アパレル
DUKE ENERGY CORP 5 8 80 9,308 公益事業
DUPONT DE NEMOURS INC 6 10 77 8,943 素材
DXC TECHNOLOGY CO 4 － － － ソフトウェア・サービス
EATON CORP PLC 3 5 85 9,936 資本財
EBAY INC 5 8 48 5,599 小売
ECOLAB INC 2 3 61 7,055 素材
EDISON INTERNATIONAL 2 － － － 公益事業
EDWARDS LIFESCIENCES CORP 4 7 87 10,111 ヘルスケア機器・サービス
ELECTRONIC ARTS INC 2 3 48 5,599 メディア・娯楽
ELI LILLY & CO 6 8 217 25,143 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
EMERSON ELECTRIC CO 5 8 80 9,319 資本財
ENTERGY CORP 2 7 74 8,561 公益事業
EOG RESOURCES INC 6 10 112 12,991 エネルギー
EPAM SYSTEMS INC － 0.66 25 2,915 ソフトウェア・サービス
EQUIFAX INC － 1 33 3,817 商業・専門サービス
ESTEE LAUDER COS INC 1 2 75 8,740 家庭用品・パーソナル用品
ETSY INC － 1 22 2,606 小売
EXELON CORP 6 11 48 5,570 公益事業
EXPEDIA GROUP INC 1 3 62 7,276 消費者サービス

－ 1149 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
EXPEDITORS INTERNATIONAL WASHINGTON INC 3 6 63 7,307 運輸
EXXON MOBIL CORP 24 38 291 33,726 エネルギー
FEDEX CORP 2 3 73 8,534 運輸
FIDELITY NATIONAL INFORMATION 3 7 67 7,770 ソフトウェア・サービス
FIFTH THIRD BANCORP 10 10 48 5,589 銀行
FIRST REPUBLIC BANK/CA 2 3 52 6,084 銀行
FISERV INC 3 6 65 7,520 ソフトウェア・サービス
FLEETCOR TECHNOLOGIES INC 0.79 － － － ソフトウェア・サービス
FORD MOTOR CO 26 54 93 10,798 自動車・自動車部品
FORTINET INC － 1 43 5,083 ソフトウェア・サービス
FORTIVE CORP 2 － － － 資本財
FOX CORP - CLASS A 5 11 48 5,592 メディア・娯楽
FREEPORT-MCMORAN INC － 16 70 8,099 素材
GARMIN LTD 3 5 59 6,839 耐久消費財・アパレル
GARTNER INC 1 1 52 6,113 ソフトウェア・サービス
GENERAL DYNAMICS CORP 1 3 74 8,586 資本財
GENERAL ELECTRIC CO 62 12 113 13,069 資本財
GENERAL MILLS INC 4 9 62 7,235 食品・飲料・タバコ
GENERAL MOTORS CO 11 11 54 6,245 自動車・自動車部品
GENUINE PARTS CO 2 4 50 5,824 小売
GILEAD SCIENCES INC 7 12 77 8,916 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
GLOBAL PAYMENTS INC 2 3 53 6,168 ソフトウェア・サービス
GOLDMAN SACHS GROUP INC 1 3 105 12,227 各種金融
HALLIBURTON CO 13 15 49 5,677 エネルギー
HCA HEALTHCARE INC 1 3 81 9,373 ヘルスケア機器・サービス
HESS CORP 3 － － － エネルギー
HEWLETT PACKARD ENTERPRIS 15 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器
HILTON WORLDWIDE HOLDINGS IN 2 4 68 7,969 消費者サービス
HOME DEPOT INC 6 10 327 37,793 小売
HONEYWELL INTERNATIONAL INC 4 6 122 14,161 資本財
HP INC 11 11 41 4,764 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
HUBSPOT INC － 0.59 30 3,579 ソフトウェア・サービス
HUMANA INC 0.92 1 70 8,179 ヘルスケア機器・サービス
HUNTINGTON BANCSHARES INC 19 － － － 銀行
HUNTINGTON INGALLS INDUSTRIE 1 － － － 資本財
IAC/INTERACTIVECORP 0.85 － － － メディア・娯楽
IDEXX LABORATORIES INC 1 1 61 7,069 ヘルスケア機器・サービス
IHS MARKIT LTD 5 7 77 8,921 商業・専門サービス
ILLINOIS TOOL WORKS INC 2 3 77 8,934 資本財
ILLUMINA INC 1 1 57 6,588 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
INCYTE CORP 2 － － － 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
INGERSOLL-RAND INC 1 － － － 資本財
INTEL CORP 27 39 186 21,532 半導体・半導体製造装置
INTERCONTINENTAL EXCHANGE INC 4 6 88 10,274 各種金融
INTERNATIONAL BUSINESS MACHINES CORP 5 8 109 12,672 ソフトウェア・サービス
INTERNATIONAL FLAVORS & FRAGRANCES INC － 2 37 4,359 素材
INTERNATIONAL PAPER CO 5 9 41 4,821 素材
INTUIT INC 2 2 138 16,029 ソフトウェア・サービス
INTUITIVE SURGICAL INC 0.77 3 111 12,897 ヘルスケア機器・サービス
IQVIA HOLDINGS INC 1 3 69 8,079 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

－ 1150 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
JACKSON FINANCIAL INC-A － 3 12 1,455 各種金融
JOHNSON & JOHNSON 16 26 416 48,084 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
JOHNSON CONTROLS INTERNATIONAL PLC 8 12 82 9,505 資本財
JPMORGAN CHASE & CO 19 27 393 45,422 銀行
KEYCORP 14 27 65 7,624 銀行
KEYSIGHT TECHNOLOGIES IN 1 3 54 6,319 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
KIMBERLY-CLARK CORP 2 4 52 6,121 家庭用品・パーソナル用品
KINDER MORGAN INC 12 － － － エネルギー
KKR & CO INC -A － 5 32 3,721 各種金融
KLA CORPORATION 1 2 83 9,678 半導体・半導体製造装置
KRAFT HEINZ CO/THE 6 － － － 食品・飲料・タバコ
KROGER CO 6 12 56 6,584 食品・生活必需品小売り
KYNDRYL HOLDINGS INC － 1 2 322 ソフトウェア・サービス
L3HARRIS TECHNOLOGIES INC 1 2 67 7,842 資本財
LAM RESEARCH CORP 0.95 1 90 10,473 半導体・半導体製造装置
LAS VEGAS SANDS CORP 2 － － － 消費者サービス
LENNAR CORP-CL A 2 6 53 6,155 耐久消費財・アパレル
LINDE PLC 3 5 158 18,329 素材
LOWE'S COS INC 4 7 158 18,325 小売
LULULEMON ATHLETICA INC 1 1 60 6,994 耐久消費財・アパレル
LYONDELLBASELL INDU-CL A 2 5 53 6,135 素材
MARATHON PETROLEUM CORP 4 9 69 8,037 エネルギー
MARRIOTT INTERNATIONAL INC 2 4 74 8,581 消費者サービス
MARSH & MCLENNAN COS INC 3 6 95 10,980 保険
MARVELL TECHNOLOGY INC － 8 60 7,027 半導体・半導体製造装置
MASTERCARD INC-CLASS A 5 8 310 35,901 ソフトウェア・サービス
MATCH GROUP INC 1 2 27 3,122 メディア・娯楽
MCCORMICK & CO-NON VTG SHRS 2 5 47 5,438 食品・飲料・タバコ
MCDONALD'S CORP 4 7 178 20,587 消費者サービス
MCKESSON CORP 1 2 71 8,257 ヘルスケア機器・サービス
MEDTRONIC PLC 8 13 138 16,061 ヘルスケア機器・サービス
MERCADOLIBRE INC 0.44 0.61 63 7,286 小売
MERCK & CO INC 16 25 186 21,527 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
META PLATFORMS INC-A 14 23 493 57,005 メディア・娯楽
METLIFE INC 4 5 37 4,308 保険
METTLER-TOLEDO INTERNATIONAL 0.29 0.50 70 8,161 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
MICROCHIP TECHNOLOGY INC 2 5 42 4,924 半導体・半導体製造装置
MICRON TECHNOLOGY INC 7 13 115 13,376 半導体・半導体製造装置
MICROSOFT CORP 43 70 2,089 241,520 ソフトウェア・サービス
MODERNA INC － 3 57 6,698 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
MONDELEZ INTERNATIONAL INC 10 15 101 11,752 食品・飲料・タバコ
MONGODB INC － 0.89 33 3,860 ソフトウェア・サービス
MONSTER BEVERAGE CORP 3 4 38 4,457 食品・飲料・タバコ
MOODY'S CORP 1 2 74 8,633 各種金融
MORGAN STANLEY 8 12 115 13,337 各種金融
MOTOROLA SOLUTIONS INC 1 1 34 3,942 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
MSCI INC 0.80 1 55 6,405 各種金融
NETAPP INC 2 3 29 3,390 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
NETFLIX INC 2 4 166 19,292 メディア・娯楽
NEWMONT CORP 7 10 71 8,242 素材

－ 1151 －
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ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－30－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
NEXTERA ENERGY INC 11 20 154 17,846 公益事業
NIKE INC 8 13 182 21,099 耐久消費財・アパレル
NISOURCE INC 8 25 71 8,211 公益事業
NORFOLK SOUTHERN CORP 1 3 85 9,894 運輸
NORTHERN TRUST CORP 2 4 47 5,456 各種金融
NORTHROP GRUMMAN CORP 1 2 86 9,964 資本財
NORWEGIAN CRUISE LINE HOLDIN 4 － － － 消費者サービス
NUCOR CORP 4 4 59 6,916 素材
NVIDIA CORP 3 23 550 63,563 半導体・半導体製造装置
NXP SEMICONDUCTORS NV 7 2 50 5,796 半導体・半導体製造装置
OCCIDENTAL PETROLEUM CORP 9 － － － エネルギー
OKTA INC － 1 34 3,951 ソフトウェア・サービス
OMNICOM GROUP 3 6 53 6,198 メディア・娯楽
ON SEMICONDUCTOR CORPORATION － 7 44 5,146 半導体・半導体製造装置
ONEOK INC 3 － － － エネルギー
ORACLE CORP 13 17 131 15,216 ソフトウェア・サービス
O'REILLY AUTOMOTIVE INC 0.56 1 70 8,173 小売
OTIS WORLDWIDE CORP 2 － － － 資本財
PACCAR INC 3 6 61 7,056 資本財
PALANTIR TECHNOLOGIES INC-A － 17 20 2,335 ソフトウェア・サービス
PALO ALTO NETWORKS INC 1 1 82 9,484 ソフトウェア・サービス
PARAMOUNT GLOBAL 10 10 30 3,555 メディア・娯楽
PARKER HANNIFIN CORP 1 2 71 8,288 資本財
PAYCHEX INC 3 6 75 8,671 ソフトウェア・サービス
PAYPAL HOLDINGS INC 7 11 124 14,346 ソフトウェア・サービス
PELOTON INTERACTIVE INC-A － 3 11 1,272 耐久消費財・アパレル
PEPSICO INC 8 14 234 27,144 食品・飲料・タバコ
PFIZER INC 33 53 244 28,273 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
PHILIP MORRIS INTERNATIONAL 9 15 155 17,926 食品・飲料・タバコ
PHILLIPS 66 3 6 54 6,338 エネルギー
PINTEREST INC- CLASS A － 6 17 2,006 メディア・娯楽
PIONEER NATURAL RESOURCES CO 1 2 46 5,430 エネルギー
PNC FINANCIAL SERVICES GROUP 2 4 85 9,856 銀行
PPG INDUSTRIES INC 2 4 60 7,002 素材
PROCTER & GAMBLE CO 15 23 363 42,040 家庭用品・パーソナル用品
PROGRESSIVE CORP 4 6 67 7,835 保険
PRUDENTIAL FINANCIAL INC 3 5 62 7,189 保険
QUALCOMM INC 7 11 196 22,733 半導体・半導体製造装置
QUEST DIAGNOSTICS 1 3 44 5,163 ヘルスケア機器・サービス
RAYTHEON TECHNOLOGIES CORP 10 15 149 17,319 資本財
REGENERON PHARMACEUTICALS 0.77 1 65 7,611 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
REGIONS FINANCIAL CORP 16 26 61 7,140 銀行
RESMED INC 1 2 68 7,969 ヘルスケア機器・サービス
RINGCENTRAL INC-CLASS A － 1 20 2,334 ソフトウェア・サービス
ROCKWELL AUTOMATION INC 1 1 40 4,673 資本財
ROKU INC 1 1 23 2,685 メディア・娯楽
ROPER TECHNOLOGIES INC 0.86 1 64 7,441 資本財
ROSS STORES INC 2 4 40 4,734 小売
ROYAL CARIBBEAN CRUISES LTD 2 － － － 消費者サービス
S&P GLOBAL INC 1 2 110 12,792 各種金融

－ 1152 －
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ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－31－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
SALESFORCE.COM INC 5 8 177 20,493 ソフトウェア・サービス
SCHLUMBERGER LTD 14 23 90 10,513 エネルギー
SEA LTD-ADR － 10 134 15,562 メディア・娯楽
SEAGEN INC － 2 28 3,341 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
SEMPRA ENERGY 2 2 33 3,878 公益事業
SERVICENOW INC 1 2 127 14,791 ソフトウェア・サービス
SHERWIN-WILLIAMS CO/THE 0.58 3 85 9,845 素材
SNAP INC - A － 9 36 4,209 メディア・娯楽
SNOWFLAKE INC-CLASS A － 2 55 6,424 ソフトウェア・サービス
SOUTHERN CO 6 11 72 8,429 公益事業
SPLUNK INC 1 2 34 3,940 ソフトウェア・サービス
STANLEY BLACK & DECKER INC 1 3 48 5,637 資本財
STARBUCKS CORP 8 12 114 13,210 消費者サービス
STATE STREET CORP 3 3 31 3,605 各種金融
STRYKER CORP 2 3 97 11,257 ヘルスケア機器・サービス
SYLVAMO CORP － 0.85 2 338 素材
SYNCHRONY FINANCIAL 8 11 45 5,314 各種金融
SYNOPSYS INC 2 2 83 9,604 ソフトウェア・サービス
SYSCO CORP 3 6 58 6,745 食品・生活必需品小売り
T ROWE PRICE GROUP INC 1 3 55 6,450 各種金融
TARGET CORP 3 5 110 12,795 小売
TE CONNECTIVITY LTD 2 5 76 8,892 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
TESLA, INC. 4 7 590 68,298 自動車・自動車部品
TEXAS INSTRUMENTS INC 6 9 153 17,698 半導体・半導体製造装置
THERMO FISHER SCIENTIFIC INC 2 4 221 25,595 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
TJX COS INC 7 12 79 9,240 小売
T-MOBILE US INC 2 4 57 6,702 電気通信サービス
TRADE DESK INC/THE -CLASS A － 5 45 5,293 ソフトウェア・サービス
TRANE TECHNOLOGIES PLC 2 3 58 6,728 資本財
TRANSDIGM GROUP INC 0.46 0.56 36 4,201 資本財
TRAVELERS COS INC/THE 1 3 59 6,869 保険
TRUIST FINANCIAL CORP 8 14 83 9,682 銀行
TWILIO INC - A － 1 32 3,757 ソフトウェア・サービス
TWITTER INC 7 11 41 4,830 メディア・娯楽
TYSON FOODS INC-CL A 2 － － － 食品・飲料・タバコ
UBER TECHNOLOGIES INC － 12 44 5,146 運輸
UNION PACIFIC CORP 4 7 172 19,892 運輸
UNITED PARCEL SERVICE INC 4 7 159 18,413 運輸
UNITEDHEALTH GROUP INC 5 9 431 49,842 ヘルスケア機器・サービス
US BANCORP 10 15 88 10,205 銀行
VALERO ENERGY CORP 2 6 54 6,259 エネルギー
VEEVA SYSTEMS INC-CLASS A 1 2 51 5,984 ヘルスケア機器・サービス
VERISIGN INC 1 2 57 6,644 ソフトウェア・サービス
VERIZON COMMUNICATIONS INC 25 39 207 24,037 電気通信サービス
VERTEX PHARMACEUTICALS INC 2 3 81 9,393 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
VF CORP 3 3 20 2,364 耐久消費財・アパレル
VIATRIS INC 4 － － － 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
VISA INC-CLASS A SHARES 10 16 353 40,884 ソフトウェア・サービス
VONTIER CORP 1 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器
VULCAN MATERIALS CO 1 2 51 5,896 素材
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ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－32－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(アメリカ) 百株 百株 千米ドル 千円
WALGREENS BOOTS ALLIANCE INC 5 － － － 食品・生活必需品小売り
WALMART INC 8 14 196 22,761 食品・生活必需品小売り
WALT DISNEY CO 11 19 284 32,857 メディア・娯楽
WASTE CONNECTIONS INC 4 5 69 7,992 商業・専門サービス
WASTE MANAGEMENT INC 4 5 83 9,627 商業・専門サービス
WATERS CORP 0.97 1 36 4,224 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
WEC ENERGY GROUP INC 4 6 61 7,122 公益事業
WELLS FARGO & CO 24 40 211 24,470 銀行
WESTERN DIGITAL CORP 3 － － － テクノロジー・ハードウェアおよび機器
WILLIAMS COS INC 14 14 44 5,134 エネルギー
WILLIS TOWERS WATSON PLC － 1 35 4,089 保険
WORKDAY INC-CLASS A 1 2 60 7,041 ソフトウェア・サービス
XILINX INC 2 － － － 半導体・半導体製造装置
XYLEM INC 2 2 25 3,000 資本財
YUM! BRANDS INC 3 3 40 4,628 消費者サービス
ZIMMER BIOMET HOLDINGS INC 1 3 42 4,937 ヘルスケア機器・サービス
ZOETIS INC 3 5 106 12,313 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ZOOM VIDEO COMMUNICATIONS-A － 2 30 3,507 ソフトウェア・サービス

小計 株数・金額 1,879 2,877 36,649 4,235,612
銘柄数<比率> 303 309 － <7.5％>

(カナダ) 千カナダ・ドル
ALIMENTATION COUCHE-TARD -B 7 － － － 食品・生活必需品小売り
ALIMENTATION COUCHE-TARD INC － 14 70 6,323 食品・生活必需品小売り
BANK OF MONTREAL 4 7 110 9,929 銀行
BANK OF NOVA SCOTIA 6 11 99 9,019 銀行
BARRICK GOLD CORP 18 18 54 4,935 素材
BROOKFIELD ASSET MANAGEMENT INC 11 16 113 10,195 各種金融
CAE INC 8 8 27 2,488 資本財
CANADIAN IMPERIAL BANK OF COMMERCE 3 6 97 8,761 銀行
CANADIAN NATIONAL RAILWAY CO 4 8 131 11,859 運輸
CANADIAN NATURAL RESOURCES LTD 9 19 128 11,602 エネルギー
CANADIAN PACIFIC RAILWAY LTD 1 10 96 8,703 運輸
CONSTELLATION SOFTWARE INC 0.23 0.40 83 7,559 ソフトウェア・サービス
ENBRIDGE INC 12 21 116 10,501 エネルギー
FORTIS INC 8 13 79 7,168 公益事業
FRANCO-NEVADA CORP 2 4 84 7,667 素材
MANULIFE FINANCIAL CORP 13 － － － 保険
NATIONAL BANK OF CANADA 7 9 92 8,313 銀行
NUTRIEN LTD 5 11 116 10,469 素材
PEMBINA PIPELINE CORP 6 － － － エネルギー
POWER CORP OF CANADA 9 9 37 3,386 保険
RESTAURANT BRANDS INTERN 4 4 28 2,614 消費者サービス
ROYAL BANK OF CANADA 7 11 161 14,561 銀行
SHOPIFY INC - CLASS A 0.95 1 103 9,361 ソフトウェア・サービス
SUN LIFE FINANCIAL INC 6 6 40 3,619 保険
SUNCOR ENERGY INC 14 22 82 7,452 エネルギー
TC ENERGY CORP 6 11 78 7,119 エネルギー
TORONTO-DOMINION BANK 8 16 164 14,817 銀行

小計 株数・金額 189 266 2,199 198,432
銘柄数<比率> 26 24 － <0.4％>

－ 1154 －
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ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－33－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(オーストラリア) 百株 百株 千オーストラリア・ドル 千円
AFTERPAY LTD 37 － － － ソフトウェア・サービス
AGL ENERGY LTD 78 － － － 公益事業
AMP LTD 740 － － － 各種金融
AMPOL LTD 83 127 383 31,628 エネルギー
ARISTOCRAT LEISURE LTD 101 151 554 45,760 消費者サービス
AUSTRALIA & NEW ZEALAND BANKING GROUP 365 527 1,407 116,235 銀行
BHP GROUP LIMITED 374 540 2,421 199,915 素材
BLOCK INC - CDI － 18 212 17,554 ソフトウェア・サービス
BRAMBLES LTD 227 320 316 26,157 商業・専門サービス
CIMIC GROUP LIMITED 58 85 187 15,495 資本財
COCA-COLA AMATIL LIMITED 297 － － － 食品・飲料・タバコ
COCHLEAR LTD 10 15 334 27,627 ヘルスケア機器・サービス
COLES GROUP LTD 170 327 582 48,063 食品・生活必需品小売り
COMMONWEALTH BANK OF AUSTRALIA 219 303 2,874 237,351 銀行
CROWN RESORTS LTD 203 276 339 27,993 消費者サービス
CSL LIMITED 56 83 2,213 182,736 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
DOMINO'S PIZZA ENTERPRISES L － 15 123 10,192 消費者サービス
ENDEAVOUR GROUP LTD/AUSTRALIA － 292 211 17,465 食品・生活必需品小売り
FORTESCUE METALS GROUP LTD 226 278 516 42,637 素材
JAMES HARDIE INDUSTRIES-CDI 135 133 583 48,168 素材
MACQUARIE GROUP LTD 37 54 959 79,245 各種金融
NATIONAL AUSTRALIA BANK LTD 363 525 1,543 127,408 銀行
NEWCREST MINING LIMITED 135 196 502 41,519 素材
NORTHERN STAR RESOURCES LTD 80 241 255 21,095 素材
ORICA LTD 109 154 224 18,508 素材
ORIGIN ENERGY LIMITED 231 449 255 21,116 公益事業
QANTAS AIRWAYS LTD 451 615 312 25,799 運輸
QBE INSURANCE GROUP LTD 255 347 410 33,874 保険
RIO TINTO LTD 48 68 792 65,442 素材
SANTOS LTD 240 325 230 19,065 エネルギー
SEEK LTD － 86 225 18,642 メディア・娯楽
TABCORP HOLDINGS LTD 459 702 347 28,732 消費者サービス
TELSTRA CORP LTD 1,028 1,439 568 46,938 電気通信サービス
TREASURY WINE ESTATES LTD 184 246 288 23,814 食品・飲料・タバコ
WESFARMERS LIMITED 161 235 1,124 92,847 小売
WESTPAC BANKING CORP 422 609 1,408 116,330 銀行
WOODSIDE PETROLEUM LTD 132 186 524 43,280 エネルギー
WOOLWORTHS GROUP LTD 174 263 941 77,772 食品・生活必需品小売り
XERO LTD － 23 215 17,809 ソフトウェア・サービス

小計 株数・金額 7,907 10,267 24,394 2,014,227
銘柄数<比率> 34 35 － <3.6％>

(香港) 千香港ドル
AIA GROUP LTD 1,458 2,142 17,521 259,319 保険
BOC HONG KONG HOLDINGS LTD 440 665 1,925 28,492 銀行
CK ASSET HOLDINGS LTD 380 525 2,635 39,005 不動産
CK HUTCHISON HOLDINGS LTD 330 495 2,774 41,062 資本財
CLP HOLDINGS LTD 435 510 4,080 60,384 公益事業
GALAXY ENTERTAINMENT GROUP LTD 310 430 2,005 29,688 消費者サービス
HANG LUNG PROPERTIES LTD 560 690 1,139 16,870 不動産
HANG SENG BANK LTD 144 135 2,033 30,089 銀行
HENDERSON LAND DEVELOPMENT 555 815 2,657 39,326 不動産

－ 1155 －
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ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－34－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(香港) 百株 百株 千香港ドル 千円
HONG KONG & CHINA GAS 1,454 2,230 2,645 39,150 公益事業
HONG KONG EXCHANGES & CLEAR 146 208 8,207 121,473 各種金融
MTR CORP 545 445 1,842 27,266 運輸
POWER ASSETS HOLDINGS LTD 335 490 2,423 35,861 公益事業
SANDS CHINA LTD 344 － － － 消費者サービス
SUN HUNG KAI PROPERTIES LTD 245 355 3,335 49,361 不動産
SWIRE PACIFIC LTD 275 285 1,272 18,833 不動産
TECHTRONIC INDUSTRIES CO － 170 2,121 31,399 資本財
WHARF REAL ESTATE INVESTMENT 330 460 1,603 23,725 不動産

小計 株数・金額 8,286 11,050 60,223 891,310
銘柄数<比率> 17 17 － <1.6％>

(シンガポール) 千シンガポール・ドル
CAPITALAND INVESTMENT LTD/SI － 1,711 621 53,022 不動産
CAPITALAND LTD 1,193 － － － 不動産
DBS GROUP HOLDINGS LTD 212 306 1,063 90,778 銀行
KEPPEL CORP LTD 280 401 234 20,060 資本財
OVERSEA-CHINESE BANKING CORP 389 563 675 57,675 銀行
SINGAPORE TELECOMMUNICATIONS 1,232 1,815 459 39,201 電気通信サービス
UNITED OVERSEAS BANK LTD 199 288 885 75,603 銀行

小計 株数・金額 3,505 5,084 3,939 336,342
銘柄数<比率> 6 6 － <0.6％>

(ニュージーランド) 千ニュージーランド・ドル
A2 MILK CO LTD 118 － － － 食品・飲料・タバコ
FISHER & PAYKEL HEALTHCARE C 115 158 431 33,366 ヘルスケア機器・サービス
MERIDIAN ENERGY LTD 411 606 285 22,097 公益事業

小計 株数・金額 645 764 717 55,463
銘柄数<比率> 3 2 － <0.1％>

(イギリス) 千イギリス・ポンド
ANGLO AMERICAN PLC 35 68 246 38,130 素材
ASTRAZENECA PLC 25 64 551 85,225 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
AVIVA PLC 156 343 140 21,708 保険
BAE SYSTEMS PLC 95 211 133 20,698 資本財
BARCLAYS PLC 473 922 165 25,582 銀行
BHP GROUP LTD － 105 248 38,450 素材
BHP GROUP PLC 42 － － － 素材
BP PLC 405 848 310 47,963 エネルギー
BRITISH AMERICAN TOBACCO PLC 43 96 311 48,109 食品・飲料・タバコ
BT GROUP PLC 267 630 118 18,305 電気通信サービス
COMPASS GROUP PLC 38 88 145 22,433 消費者サービス
CRODA INTERNATIONAL PLC 11 25 179 27,791 素材
DIAGEO PLC 48 103 364 56,393 食品・飲料・タバコ
ENTAIN PLC － 34 55 8,542 消費者サービス
EXPERIAN PLC 30 68 190 29,434 商業・専門サービス
GLAXOSMITHKLINE PLC 97 213 321 49,798 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
GLENCORE PLC 258 512 216 33,466 素材
HSBC HOLDINGS PLC 347 705 362 56,067 銀行
IMPERIAL BRANDS PLC 27 65 106 16,481 食品・飲料・タバコ
INTERCONTINENTAL HOTELS GROUP PLC 11 26 131 20,412 消費者サービス
LEGAL & GENERAL GROUP PLC 219 483 128 19,877 保険
LLOYDS BANKING GROUP PLC 1,585 3,062 142 22,022 銀行
LONDON STOCK EXCHANGE GROUP 8 19 124 19,286 各種金融

－ 1156 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(イギリス) 百株 百株 千イギリス・ポンド 千円
NATIONAL GRID PLC 76 193 204 31,562 公益事業
PRUDENTIAL PLC 60 127 141 21,913 保険
RECKITT BENCKISER GROUP PLC 15 32 200 31,002 家庭用品・パーソナル用品
RELX PLC 46 104 230 35,678 商業・専門サービス
RIO TINTO PLC 25 52 289 44,711 素材
ROLLS-ROYCE HOLDINGS PLC 70 － － － 資本財
RSA INSURANCE GROUP PLC 128 － － － 保険
SHELL PLC 144 － － － エネルギー
SHELL PLC-NEW － 298 582 90,146 エネルギー
SMITH & NEPHEW PLC 31 75 93 14,427 ヘルスケア機器・サービス
SSE PLC 39 78 124 19,304 公益事業
STANDARD CHARTERED PLC 81 － － － 銀行
TESCO PLC 202 470 131 20,332 食品・生活必需品小売り
UNILEVER PLC 20 48 176 27,275 家庭用品・パーソナル用品
UNITED UTILITIES GROUP PLC 53 112 114 17,631 公益事業
VODAFONE GROUP PLC 599 1,272 165 25,604 電気通信サービス

小計 株数・金額 5,826 11,569 7,149 1,105,776
銘柄数<比率> 36 34 － <2.0％>

(スイス) 千スイス・フラン
ABB LTD 47 102 305 38,246 資本財
ALCON INC 12 31 215 26,948 ヘルスケア機器・サービス
CHOCOLADEFABRIKEN LINDT-REG 0.01 0.02 203 25,379 食品・飲料・タバコ
CIE FINANCIERE RICHEMON-REG 15 29 358 44,808 耐久消費財・アパレル
CREDIT SUISSE GROUP AG 83 187 141 17,648 各種金融
GEBERIT AG-REG 1 4 240 30,038 資本財
HOLCIM LTD 17 － － － 素材
LONZA GROUP AG 2 5 332 41,541 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
NESTLE SA 54 120 1,390 173,789 食品・飲料・タバコ
NOVARTIS AG 42 92 725 90,722 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
ROCHE HOLDING AG 13 29 986 123,305 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
SWATCH GROUP AG 3 5 163 20,382 耐久消費財・アパレル
SWISS PRIME SITE-REG 8 17 151 18,940 不動産
SWISS RE AG 9 21 197 24,705 保険
UBS GROUP AG 86 185 303 37,921 各種金融
ZURICH INSURANCE GROUP AG 3 7 301 37,664 保険

小計 株数・金額 400 839 6,015 752,042
銘柄数<比率> 16 15 － <1.3％>

(デンマーク) 千デンマーク・クローネ
CARLSBERG AS-B 6 11 1,119 19,481 食品・飲料・タバコ
DSV A/S 7 13 1,595 27,769 運輸
GENMAB A/S 3 6 1,286 22,383 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
NOVO-NORDISK A/S 37 84 5,405 94,055 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
TRYGVESTA AS 29 59 858 14,941 保険
VESTAS WIND SYSTEMS A/S 6 72 1,313 22,857 資本財

小計 株数・金額 90 247 11,579 201,490
銘柄数<比率> 6 6 － <0.4％>

(ノルウェー) 千ノルウェー・クローネ
MOWI ASA 27 64 1,402 18,110 食品・飲料・タバコ
TELENOR ASA 37 80 1,027 13,262 電気通信サービス

小計 株数・金額 64 144 2,430 31,372
銘柄数<比率> 2 2 － <0.1％>

－ 1157 －
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銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(スウェーデン) 百株 百株 千スウェーデン・クローナ 千円
ASSA ABLOY AB 37 78 1,926 23,466 資本財
ATLAS COPCO AB 26 60 2,490 30,337 資本財
EVOLUTION AB － 11 1,141 13,899 消費者サービス
HEXAGON AB-B SHS 9 194 2,331 28,394 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
NORDEA BANK ABP 99 218 2,280 27,777 銀行
SANDVIK AB 43 98 2,090 25,467 資本財
SINCH AB － 52 357 4,356 ソフトウェア・サービス
TELEFONAKTIEBOLAGET LM ERICSSON 89 189 1,757 21,406 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
VOLVO AB 51 106 1,963 23,914 資本財

小計 株数・金額 357 1,009 16,339 199,020
銘柄数<比率> 7 9 － <0.4％>

(ユーロ／アイルランド) 千ユーロ
CRH PLC 24 54 210 27,259 素材
FLUTTER ENTERTAINMENT PLC. － 8 106 13,750 消費者サービス
KERRY GROUP PLC-A 6 10 105 13,668 食品・飲料・タバコ

小計 株数・金額 30 73 422 54,679
銘柄数<比率> 2 3 － <0.1％>

(ユーロ／オランダ)
ADYEN NV － 1 184 23,822 ソフトウェア・サービス
AIRBUS SE 12 26 292 37,877 資本財
AKZO NOBEL NV 11 19 162 20,974 素材
ASML HOLDING NV 7 17 997 129,096 半導体・半導体製造装置
ING GROEP NV-CVA 107 189 211 27,398 銀行
KONINKLIJKE AHOLD DELHAIZE NV 39 72 190 24,700 食品・生活必需品小売り
KONINKLIJKE PHILIPS NV 27 56 168 21,840 ヘルスケア機器・サービス
PROSUS 10 40 216 28,082 小売
UNILEVER NV 28 63 275 35,591 家庭用品・パーソナル用品
UNIVERSAL MUSIC GROUP BV － 33 65 8,412 メディア・娯楽
WOLTERS KLUWER NV 17 36 320 41,510 商業・専門サービス

小計 株数・金額 262 557 3,085 399,307
銘柄数<比率> 9 11 － <0.7％>

(ユーロ／ベルギー)
ANHEUSER-BUSCH INBEV SA/NV 15 36 197 25,533 食品・飲料・タバコ
GROUPE BRUXELLES LAMBERT SA 10 24 221 28,660 各種金融

小計 株数・金額 26 61 418 54,193
銘柄数<比率> 2 2 － <0.1％>

(ユーロ／フランス)
AIR LIQUIDE 11 25 367 47,546 素材
AXA SA 42 85 208 27,045 保険
BNP PARIBAS 25 49 274 35,520 銀行
CAPGEMINI SA 5 13 239 30,964 ソフトウェア・サービス
CIE DE SAINT-GOBAIN 19 34 185 24,057 資本財
DANONE 15 34 187 24,315 食品・飲料・タバコ
DASSAULT SYSTEMES SA 4 47 195 25,336 ソフトウェア・サービス
ENGIE 45 103 142 18,422 公益事業
ESSILORLUXOTTICA 7 17 275 35,607 耐久消費財・アパレル
HERMES INTERNATIONAL － 1 184 23,820 耐久消費財・アパレル
KERING 1 3 237 30,741 耐久消費財・アパレル
LEGRAND SA 14 29 246 31,898 資本財
L'OREAL SA 4 9 335 43,425 家庭用品・パーソナル用品

－ 1158 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   115807-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1158 2022/11/08   15:15:112022/11/08   15:15:11



ニッセイ安定収益追求マザーファンド

－37－

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(ユーロ／フランス) 百株 百株 千ユーロ 千円
LVMH MOET HENNESSY LOUIS VUITTON SE 5 11 757 98,017 耐久消費財・アパレル
MICHELIN (C.G.D.E.) 6 15 192 24,882 自動車・自動車部品
ORANGE S.A. 63 － － － 電気通信サービス
PERNOD-RICARD 5 12 231 29,910 食品・飲料・タバコ
PUBLICIS GROUPE 16 24 146 18,911 メディア・娯楽
SAFRAN SA 8 17 192 24,888 資本財
SANOFI 22 49 443 57,394 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
SCHNEIDER ELECTRIC SE 12 27 377 48,821 資本財
SOCIETE GENERALE 24 44 122 15,874 銀行
TOTALENERGIES SE 40 91 433 56,150 エネルギー
VINCI SA 12 28 269 34,863 資本財
VIVENDI SA 31 － － － メディア・娯楽

小計 株数・金額 449 781 6,246 808,417
銘柄数<比率> 24 23 － <1.4％>

(ユーロ／ドイツ)
ADIDAS AG 4 9 197 25,620 耐久消費財・アパレル
ALLIANZ SE 6 14 290 37,569 保険
BASF SE 18 43 266 34,438 素材
BAYER AG 19 43 221 28,611 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス
BAYERISCHE MOTOREN WERKE AG 10 22 188 24,341 自動車・自動車部品
BRENNTAG SE 16 24 177 23,014 資本財
CONTINENTAL AG 5 11 93 12,102 自動車・自動車部品
DAIMLER TRUCK HOLDING AG － 21 59 7,682 資本財
DELIVERY HERO SE － 10 46 6,047 小売
DEUTSCHE BANK AG 61 114 128 16,693 各種金融
DEUTSCHE BOERSE AG 5 14 214 27,813 各種金融
DEUTSCHE POST AG 25 60 263 34,166 運輸
DEUTSCHE TELEKOM AG 70 158 247 32,005 電気通信サービス
E.ON SE 62 140 161 20,924 公益事業
HELLOFRESH SE － 12 55 7,169 食品・生活必需品小売り
HENKEL AG & CO KGAA 7 16 112 14,602 家庭用品・パーソナル用品
INFINEON TECHNOLOGIES AG 35 80 238 30,869 半導体・半導体製造装置
MERCEDES-BENZ GROUP AG 22 42 290 37,552 自動車・自動車部品
MTU AERO ENGINES HOLDING AG 2 － － － 資本財
MUENCHENER RUECKVERSICHERUNGS AG 3 8 202 26,157 保険
RWE AG 17 39 148 19,233 公益事業
SAP SE 18 41 401 51,989 ソフトウェア・サービス
SIEMENS AG 14 33 410 53,083 資本財
SIEMENS ENERGY AG 7 － － － 資本財
VITESCO TECHNOLOGIES GROUP A － 2 9 1,230 自動車・自動車部品
VOLKSWAGEN AG 4 9 168 21,856 自動車・自動車部品
VONOVIA SE 14 32 146 18,909 不動産

小計 株数・金額 456 1,008 4,741 613,684
銘柄数<比率> 23 25 － <1.1％>

(ユーロ／スペイン)
AMADEUS IT GROUP SA 12 28 164 21,296 ソフトウェア・サービス
BANCO BILBAO VIZCAYA ARGENTARIA SA 208 322 170 22,086 銀行
BANCO SANTANDER SA 388 744 222 28,807 銀行
CELLNEX TELECOM SAU － 26 103 13,379 電気通信サービス
IBERDROLA SA 121 267 252 32,621 公益事業

－ 1159 －
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(3) 国内（邦貨建）公社債

区分
当期末

額面金額 評価額 組入比率 うちＢＢ格以下
組入比率

残存期間別組入比率
５年以上 ２年以上 ２年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 5,879,200 5,677,149 10.1 － 7.6 － 2.4

(5,879,200) (5,677,149) (10.1) (7.6) (2.4)
合計 5,879,200 5,677,149 10.1 － 7.6 － 2.4

(5,879,200) (5,677,149) (10.1) (7.6) (2.4)
（注１）評価については、原則として証券会社、価格情報会社等よりデータを入手しています。ただし、残存期間１年以内の公社債について

は、償却原価法により評価しています。以下同じです。
（注２）（　）内は非上場債であり、上段の数字の内訳です。
（注３）組入比率は、当期末の純資産総額に対する評価額の比率です。
（注４）額面金額および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、額面金額および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

以下同じです。

銘柄
期首（前期末） 当期末

業種等株数 株数 評価額
外貨建金額 邦貨換算金額

(ユーロ／スペイン) 百株 百株 千ユーロ 千円
INDITEX SA 25 50 119 15,438 小売
REPSOL SA 58 128 145 18,807 エネルギー
TELEFONICA SA 150 261 108 14,104 電気通信サービス

小計 株数・金額 964 1,828 1,286 166,543
銘柄数<比率> 7 8 － <0.3％>

(ユーロ／イタリア)
ENEL SPA 169 377 233 30,266 公益事業
ENI-ENTE NAZIONALE IDROCARBURI SPA 53 116 156 20,196 エネルギー
FIAT CHRYSLER AUTOMOBILES NV － 78 126 16,364 自動車・自動車部品
INTESA SANPAOLO 487 1,030 248 32,169 銀行
TERNA-RETE ELETTRICA NAZIONALE SPA 120 269 184 23,875 公益事業
UNICREDIT SPA 77 165 200 25,891 銀行

小計 株数・金額 908 2,038 1,149 148,764
銘柄数<比率> 5 6 － <0.3％>

(ユーロ／フィンランド)
ELISA OYJ 12 28 137 17,760 電気通信サービス
NOKIA OYJ 185 327 155 20,098 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
UPM-KYMMENE OYJ 22 48 147 19,144 素材

小計 株数・金額 220 404 440 57,002
銘柄数<比率> 3 3 － <0.1％>

ユーロ計 株数・金額 3,319 6,753 17,791 2,302,592
銘柄数<比率> 75 81 － <4.1％>

合計 株数・金額 32,472 50,874 － 12,323,683
銘柄数<比率> 531 540 － <21.9％>

（注１）邦貨換算金額は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）邦貨換算金額の<　>内は、当期末の純資産総額に対する株式評価額の比率です。
（注３）株数および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、株数および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。
（注４）業種はＧＩＣＳ分類（産業グループ）によるものです。なお、ＧＩＣＳに関する知的財産所有権はＳ＆ＰおよびMSCI Inc.に帰属し

ます。

－ 1160 －
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(4) 外国（外貨建）公社債

区分
当期末

額面金額 評価額 組入比率 うちＢＢ格
以下組入比率

残存期間別組入比率
外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千米ドル 千米ドル 千円 % % % % %
アメリカ 16,330 18,338 2,119,369 3.8 － 3.8 － －

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カナダ 6,810 6,501 586,482 1.0 － 1.0 － －

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 3,036 3,563 294,231 0.5 － 0.5 － －

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス 1,280 1,179 182,369 0.3 － 0.3 － －
ユ
ー
ロ

千ユーロ 千ユーロ
フランス 3,920 3,791 490,714 0.9 － 0.9 － －
合計 － － 3,673,166 6.5 － 6.5 － －

（注１）外貨建金額は、原則として証券会社、価格情報会社等より入手した時価により評価したものです。また邦貨換算金額は、当期末の時
価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。以下同じです。

（注２）組入比率は、当期末の純資産総額に対する邦貨換算金額（評価額）の比率です。
（注３）格付については証券会社、価格情報会社等よりデータを入手しています。
（注４）額面金額および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、額面金額および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

以下同じです。

（外国公社債の内訳）

銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額
邦貨換算金額

アメリカ % 千米ドル 千米ドル 千円
国債証券 TSY INFL IX N/B 0.1250 2031/07/15 16,330 18,338 2,119,369

小計 － － － － 2,119,369
カナダ 千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

国債証券 CANADIAN GOVERNMENT 1.2500 2030/06/01 6,810 6,501 586,482
小計 － － － － 586,482

オーストラリア 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
国債証券 AUSTRALIAN GOVERNMENT 3.7500 2037/04/21 3,036 3,563 294,231

小計 － － － － 294,231
イギリス 千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

国債証券 UK TREASURY 1.2500 2051/07/31 1,280 1,179 182,369
小計 － － － － 182,369

ユーロ 千ユーロ 千ユーロ
フランス
国債証券 FRANCE (GOVT OF) 1.2500 2034/05/25 1,240 1,311 169,684

FRANCE (GOVT OF) 0.5000 2040/05/25 2,680 2,480 321,029
小計 － － － － 490,714
合計 － － － － 3,673,166

（国内公社債の内訳）
債券種別 銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額

％ 千円 千円
国債証券 第425回　利付国債（２年） 0.0050 2023/６/１ 1,369,200 1,370,309

第72回　利付国債（30年） 0.7000 2051/９/20 1,024,300 971,927
第73回　利付国債（30年） 0.7000 2051/12/20 1,995,000 1,892,317
第179回　利付国債（20年） 0.5000 2041/12/20 1,490,700 1,442,595

合計 － － － 5,677,149

－ 1161 －
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(5) 外国（外貨建）投資信託証券

銘柄
期首(前期末) 当期末

口数 口数
評価額

外貨建金額 邦貨換算金額
（アメリカ） 千口 千口 千米ドル 千円
VANGUARD REAL ESTATE ETF 6 10 1,046 120,895

小計 口数・金額 6 10 1,046 120,895
銘柄数<比率> 1 1 － <0.2％>

（シンガポール） 千シンガポール・ドル
CAPITALAND INTEGRATED COMMERCIAL － 26 55 4,767

小計 口数・金額 － 26 55 4,767
銘柄数<比率> － 1 － <0.0％>

合計 口数・金額 6 36 － 125,662
銘柄数<比率> 1 2 － <0.2％>

（注１）邦貨換算金額は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）邦貨換算金額の<　>内は、当期末の純資産総額に対する投資信託証券評価額の比率です。
（注３）口数および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、口数および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

(6) 先物取引の銘柄別期末残高

銘柄別
当期末

買建額 売建額
国
内

百万円 百万円
ＴＯＰＩＸ － 3,026

外
国

S&P 500 EMINI FUTURE － 4,035
SPI 200 － 1,863
HANG SENG INDEX FUTURES － 1,045
FTSE 100 － 1,298
DJ EURO STOXX 50 － 2,780
ASX 10YEAR TREASURY BOND FUTUR 521 －
EURO-BUXL FUTURES(FGBX) 128 －

（注１）外貨建ての評価額は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。
（注２）金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

－ 1162 －
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投資信託財産の構成 2022年２月25日現在

項目
当期末

評価額 比率
千円 ％

株式 15,782,590 27.9
公社債 9,350,315 16.5
投資信託証券 125,662 0.2
コール・ローン等、その他 31,353,892 55.4
投資信託財産総額 56,612,461 100.0
（注１）外貨建資産は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお２月25日における邦貨換算

レートは、１米ドル115.57円、１カナダ・ドル90.21円、１オーストラリア・ドル82.57円、１香港ドル14.80円、１シンガポー
ル・ドル85.37円、１ニュージーランド・ドル77.34円、１イギリス・ポンド154.66円、１スイス・フラン125.02円、１デンマー
ク・クローネ17.40円、１ノルウェー・クローネ12.91円、１スウェーデン・クローナ12.18円、１ユーロ129.42円です。

（注２）外貨建純資産（26,428,405千円）の投資信託財産総額（56,612,461千円）に対する比率は46.7％です。
（注３）評価額の単位未満は切り捨てています。

－ 1163 －
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資産、負債、元本および基準価額の状況
（2022年２月25日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 81,384,579,074円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 21,020,623,836
株 式(評価額) 15,782,590,570
公 社 債(評価額) 9,350,315,658
投資信託証券(評価額) 125,662,495
未 収 入 金 26,160,131,472
未 収 配 当 金 37,492,381
未 収 利 息 10,323,370
前 払 費 用 5,081,113
差 入 委 託 証 拠 金 8,892,358,179

(Ｂ) 負 債 25,035,300,258
未 払 金 25,034,860,030
未 払 解 約 金 416,576
そ の 他 未 払 費 用 23,652

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 56,349,278,816
元 本 50,266,415,374
次 期 繰 越 損 益 金 6,082,863,442

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 50,266,415,374口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,210円

（注１）期首元本額 46,944,215,273円
期中追加設定元本額 6,730,627,570円
期中一部解約元本額 3,408,427,469円

（注２）当マザーファンドの当期末元本額におけるベビーファンド
別内訳は、次の通りです。
ＤＣニッセイ安定収益追求ファンド 32,017,019,326円
ニッセイ・リスクコントロール・プロファンド（適格機関投資家限定）

8,593,990,031円
ニッセイ安定収益追求ファンド 229,036,812円
ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）

9,426,369,205円

損益の状況
当期（2021年２月26日～2022年２月25日）
項目 当期

(Ａ) 配 当 等 収 益 422,935,425円
受 取 配 当 金 360,070,839
受 取 利 息 72,940,190
そ の 他 収 益 金 187,175
支 払 利 息 △   10,262,779

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 114,258,264
売 買 益 4,793,165,868
売 買 損 △4,678,907,604

(Ｃ) 先 物 取 引 等 損 益 △  504,514,215
取 引 益 3,070,561,437
取 引 損 △3,575,075,652

(Ｄ) 信 託 報 酬 等 △   83,557,885
(Ｅ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) △   50,878,411
(Ｆ) 前 期 繰 越 損 益 金 5,691,271,113
(Ｇ) 追 加 信 託 差 損 益 金 875,150,215
(Ｈ) 解 約 差 損 益 金 △  432,679,475
(Ｉ) 合 計(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 6,082,863,442

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 6,082,863,442
（注１）(Ｂ)有価証券売買損益および(Ｃ)先物取引等損益は、期末

の評価換えによる損益を含みます。
（注２）(Ｇ)追加信託差損益金とは、追加設定をした価額と元本と

の差額をいい、元本を上回る場合は利益として、下回る場
合は損失として処理されます。

（注３）(Ｈ)解約差損益金とは、一部解約をした価額と元本との差
額をいい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合は
損失として処理されます。

特定資産の価格等の調査

　当マザーファンドで行った取引のうち、投資信託及び投資法人に関する法律により価格などの調査が必要と
された資産の取引については、有限責任監査法人トーマツへ調査を委託しています。
　当期中、当マザーファンドにおいて該当の取引はありません。なお、前回決算時に未受領であった２件につ
きましては、既に当該監査法人から調査報告書を受領しています。
　金利スワップ取引については、取引相手方の名称、銘柄、数量等の内容に関することについて調査を依頼し
ています。

－ 1164 －
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東京都千代田区丸の内1-6-6

【受益者の皆様へ】法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの当期運用状況をご報告申し上げます。

ニッセイクレジットキャリー
マザーファンド

運用報告書

第 10 期
（計算期間：2020年12月22日～2021年12月20日）

運用方針

①日本および世界の先進国の短中期の公
社債に投資を行い、信託財産の中長期
的な成長をめざして運用を行います。
②債券への投資割合は、原則として高位
を保ちます。
③外貨建資産については、原則として為
替ヘッジを行い、為替リスクの低減を
図ることをめざします。

主要運用
対象

日本および世界の先進国の公社債

運用方法

以下の様な投資制限のもと運用を行い
ます。
・株式への投資は転換社債の転換および
新株予約権の行使による取得に限るも
のとし、投資割合は信託財産の純資産
総額の10％以下とします。
・外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。
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運用経過　2020年12月22日～2021年12月20日

海外社債市況

（注）指数はブルームバーグのデータを使用しています。

　当期の社債利回り（ブルームバーグ米国クレジット（１－３年）インデックス利回り）は、米景気の回復期
待が高まる中、原油価格の上昇等を背景としたインフレ期待や米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による金融政
策の早期縮小期待が高まったことなどを受けて米国国債利回りが短中期の年限を中心に上昇したことに加え、
10月以降はＦＲＢによる金融政策引き締めペースの加速観測や新型コロナウイルスの変異型（オミクロン
型）の感染拡大への警戒感などを背景にリスクセンチメント（市場心理）が悪化したこと等を受けて社債スプ
レッド（国債に対する上乗せ金利）が拡大したこともあり、上昇しました。

　期初から９月までは、商品価格が上昇する中、追加経済対策と金融緩和の継続によりインフレが加速すると
の見方が強まったほか、ワクチンの普及拡大や米追加経済対策等を背景に米景気回復期待が高まったことなど
から、米国国債利回りは上昇しました。市場予想を上回る良好な米企業業績が好感されたほか、起債が低調と
なり需給がひっ迫したことなどを受けて社債スプレッドが縮小したことから、社債利回りは小幅の上昇に留ま
りました。

　10月から期末にかけては、各国主要中央銀行が金融政策引き締め姿勢に傾いたことに加え、米国における
インフレ加速が確認される中、ＦＲＢによる金融政策の早期縮小観測が高まったことなどから、国債利回りが
短中期の年限を中心に大きく上昇したほか、オミクロン型の感染拡大への警戒感等を背景にリスクセンチメン
トが悪化したことなどから社債スプレッドが拡大したこともあり、社債利回りは上昇しました。

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2
（％）

第９期末
（2020.12.21） （2021.3） （2021.6） （2021.9）

第10期末
（2021.12.20）

【ブルームバーグ米国クレジット（１－３年）インデックス利回りの推移】
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（注）当マザーファンドはベンチマークを設けていません。

■基準価額の主な変動要因
＜上昇要因＞
・新型コロナウイルスの感染拡大に伴う世界景気の
減速懸念やＦＲＢによる金融政策の早期引き締め
期待の後退などを受けた金利低下（債券価格は上昇）
・主要中央銀行による社債買入等の量的緩和政策の
実施継続
・米経済指標の改善等を背景とした社債スプレッド
の縮小

＜下落要因＞
・主要中央銀行による金融政策の引き締め姿勢やワ
クチンの普及拡大などに伴う景気回復期待を受け
た金利上昇
・新型コロナウイルスの変異型の感染拡大などによ
るリスク回避姿勢の強まりを受けた社債スプレッ
ドの拡大

（円）

10,540

10,560

10,580

10,600

10,620

第９期末
(2020.12.21) (2021.3) (2021.6) (2021.9)

第10期末
(2021.12.20)

基準価額等の推移

ポートフォリオ

　国内外の先進国の短中期の公社債に投資を行い、信託財産の中長期的な成長をめざしました。

＜通貨別構成＞
　米ドル、オーストラリア・ドル、カナダ・ドル・
イギリス・ポンド建ての保有を維持しました。主要
中央銀行による金融緩和政策が引き締め方向に向か
う中、短期ゾーンの為替ヘッジコスト控除後の利回
りが大きく上昇したオーストラリア・ドル建て債券
の投資割合を小幅に拡大しました。米ドル建て債券
とカナダ・ドル建て債券については、償還分をオー
ストラリア・ドル建て債券へ一部振り分けました。

0

20

40

60

80

100

前期末 当期末

（％）

2021年3月末 6月末 9月末

米ドル イギリス・ポンド
オーストラリア・ドル カナダ・ドル

【通貨別構成の推移】

（注１）比率は対組入債券評価額比です。以下同じです。
（注２）為替ヘッジ考慮前の数値です。
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参考指標との差異

　当マザーファンドはベンチマークを設けていません。参考指標は円Ｌｉｂｏｒ（３カ月）です。
　当期の基準価額騰落率は－0.2％となり、参考指標騰落率（－0.1％）を下回りました。
　個別銘柄分析に基づき抑制的なスタンスで運用を行う中で、為替ヘッジコスト控除後において利回りが高い
カナダ・ドル建て債券とオーストラリア・ドル建て債券を中心に組み入れたことなどがプラス寄与しましたが、
期を通したベース金利の上昇による保有銘柄の価格下落がマイナス寄与しました。

今後の運用方針
　引き続き、個別銘柄分析に基づき、償還まで保有が可能な信用力が高いと考える銘柄を中心に組み入れ、取
引コストを抑制しながら安定したキャリー収益（債券を一定期間保有することで獲得できる利回り分等の収
益）の確保をめざします。通貨配分については、為替ヘッジコスト控除後においても利回りが高い通貨を中心
に組み入れることで、為替リスクを低減しながら国内外の金利差・社債スプレッド格差を享受することをめざ
しますが、米金融政策スタンス等を受けた為替ヘッジコストの動向を注視し、市場動向によって機動的に対応
します。
　また、同一発行体の債券の中でも割安に放置されている通貨・銘柄を発掘し、リターンの底上げを図ります。

＜格付別投資状況＞
　償還まで保有が可能な信用力が高いと考える銘柄
を中心に組み入れています。当期末の格付分布は右
図の通りです。

（注）格付は、ムーディーズ社、Ｓ＆Ｐ社のうち、上位の格付を採
用しています。

ＡＡ格
11.9％

Ａ格
55.5％

ＢＢＢ格
32.6％

【格付別組入状況】
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最近５期の運用実績

決算期 基準価額 参考指標 債券
組入比率

純資産
総額期中

騰落率
期中
騰落率

円 ％ ％ ％ 百万円
６期(2017年12月20日) 10,378 △0.1 10,056 △0.0 63.8 52,582
７期(2018年12月20日) 10,339 △0.4 10,051 △0.0 78.0 67,759
８期(2019年12月20日) 10,438 1.0 10,043 △0.1 84.3 67,726
９期(2020年12月21日) 10,597 1.5 10,036 △0.1 83.8 88,597
10期(2021年12月20日) 10,573 △0.2 10,028 △0.1 79.5 88,625

（注）参考指標は設定時を10,000として指数化しています。

当期中の基準価額と市況等の推移

年月日 基準価額 参考指標 債券
組入比率騰落率 騰落率

円 ％ ％ ％
（期首）2020年12月21日 10,597 － 10,036 － 83.8

12月末 10,599 0.0 10,036 △0.0 84.0
2021年１月末 10,602 0.0 10,035 △0.0 95.4

２月末 10,588 △0.1 10,035 △0.0 95.6
３月末 10,588 △0.1 10,034 △0.0 92.5
４月末 10,587 △0.1 10,033 △0.0 86.3
５月末 10,595 △0.0 10,033 △0.0 88.0
６月末 10,591 △0.1 10,032 △0.0 87.5
７月末 10,599 0.0 10,031 △0.1 83.9
８月末 10,605 0.1 10,030 △0.1 80.3
９月末 10,601 0.0 10,030 △0.1 82.1
10月末 10,566 △0.3 10,029 △0.1 86.9
11月末 10,576 △0.2 10,028 △0.1 81.4

（期末）2021年12月20日 10,573 △0.2 10,028 △0.1 79.5
（注）騰落率は期首比です。
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１万口当たりの費用明細 2020年12月22日～2021年12月20日

項目
当期

項目の概要
金額 比率

その他費用 1円 0.009％ その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用） (1) (0.008) 海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・

資産の移転等に要する費用
（その他） (0) (0.001) ・信託事務の諸費用：信託財産に関する租税、信託事務の処理に要する

諸費用
・借入金の利息：受託会社等から一時的に資金を借り入れた場合（立替
金も含む）に発生する利息

合計 1 0.009
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により

算出した結果です。
（注２）金額欄は各項目ごとに円未満は四捨五入しています。
（注３）比率欄は「１万口当たりのそれぞれの費用金額」を期中の平均基準価額（10,592円）で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満は四捨五入しています。
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売買および取引の状況 2020年12月22日～2021年12月20日

公社債
買付額 売付額

外
国

千米ドル 千米ドル
アメリカ 社債券 26,009 5,105

( 62,627)
千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

カナダ 社債券 66,567 －
(140,045)

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 特殊債券 9,623 －

(  6,500)
社債券 81,599 －

( 46,600)
千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

イギリス 社債券 15,309 －
( 11,000)

（注１）金額は受渡代金です（経過利子分は含まれていません）。
（注２）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれていません。
（注３）地域は発行通貨によって区分しています。以下同じです。
（注４）金額の単位未満は切り捨てています。ただし、金額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

主要な売買銘柄 2020年12月22日～2021年12月20日

公社債
買付 売付

銘柄 金額 銘柄 金額
千円 千円

SVENSKA HANDELSBANKEN AB 2,128,946 SMBC AVIATION CAPITAL FI 556,131
AOZORA BANK 1,789,645 － －
CANADIAN IMPERIAL BANK 1,751,302
BAT INTL FINANCE PLC 1,583,045
LOBLAW COS LTD 1,519,087
BENDIGO AND ADELAIDE BK 1,015,364
HONDA CANADA FINANCE INC 866,214
ROGERS COMMUNICATIONS IN 851,685
AUSTRALIAN POSTAL CORP 820,318
AT&T INC 708,195
（注１）金額は受渡代金（経過利子分は含まれていません）で、外国公社債は各月末（決算日の属する月については決算日）における国内の

対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金額の合計です。
（注２）金額の単位未満は切り捨てています。
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組入有価証券明細表 2021年12月20日現在

外国（外貨建）公社債

区分
当期末

額面金額 評価額 組入比率 うちＢＢ格
以下組入比率

残存期間別組入比率
外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 111,900 114,394 12,997,514 14.7 － － 2.6 12.0

千カナダ・ドル 千カナダ・ドル
カナダ 352,504 358,289 31,593,988 35.6 － － 2.1 33.6

千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル
オーストラリア 230,251 236,356 19,128,336 21.6 － － 1.8 19.8

千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド
イギリス 44,100 44,987 6,766,090 7.6 － － 0.7 6.9

合計 － － 70,485,928 79.5 － － 7.2 72.3
（注１）外貨建金額は、原則として証券会社、価格情報会社等より入手した時価により評価したものです。また邦貨換算金額は、当期末の時

価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。以下同じです。
（注２）組入比率は、当期末の純資産総額に対する邦貨換算金額（評価額）の比率です。
（注３）格付については証券会社、価格情報会社等よりデータを入手しています。
（注４）額面金額および評価額の単位未満は切り捨てています。ただし、額面金額および評価額が単位未満の場合は、小数で記載しています。

以下同じです。

（外国公社債の内訳）

銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額
邦貨換算金額

アメリカ ％ 千米ドル 千米ドル 千円
社債券 AOZORA BANK 2.5500 2022/09/09 3,000 3,030 344,295

AOZORA BANK 1.0500 2024/09/09 16,000 15,806 1,795,977
BMW US CAPITAL LLC 3.8000 2023/04/06 5,000 5,188 589,540
BNP PARIBAS 3.5000 2023/03/01 10,000 10,298 1,170,149
BP CAPITAL MARKETS PLC 3.6430 2023/05/14 3,000 3,111 353,553
CHUGOKU ELECTRIC POWER 3.4880 2024/02/28 3,000 3,134 356,174
CREDIT AGRICOLE LONDON 3.7500 2023/04/24 10,000 10,372 1,178,500
HP ENTERPRISE CO 4.4500 2023/10/02 4,500 4,749 539,605
KOMATSU FINANCE AMERICA 0.8490 2023/09/09 15,700 15,647 1,777,822
MARUBENI CORP 3.7500 2023/04/17 3,000 3,098 352,098
MARUBENI CORP 3.5600 2024/04/26 1,500 1,572 178,641
MITSUBISHI UFJ FIN GRP 3.7610 2023/07/26 17,000 17,764 2,018,420
MUFG BANK LTD 4.1000 2023/09/09 5,000 5,268 598,635
PANASONIC CORP 2.5360 2022/07/19 1,200 1,210 137,515
VOLKSWAGEN GROUP AMERICA 0.7500 2022/11/23 9,000 8,991 1,021,639
VOLKSWAGEN GROUP AMERICA 3.1250 2023/05/12 5,000 5,148 584,944

小計 － － － － 12,997,514
カナダ 千カナダ・ドル 千カナダ・ドル

社債券 BANK OF AMERICA CORP 3.2280 2022/06/22 20,000 20,261 1,786,614
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銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額
邦貨換算金額

カナダ ％ 千カナダ・ドル 千カナダ・ドル 千円
社債券 BANK OF NOVA SCOTIA 2.3800 2023/05/01 10,000 10,145 894,665

BELL CANADA 3.3500 2023/03/22 14,595 14,895 1,313,460
BHP BILLITON FINANCE LTD 3.2300 2023/05/15 25,000 25,622 2,259,347
BMW CANADA INC 2.4100 2023/11/27 5,000 5,092 449,061
CANADIAN IMPERIAL BANK 2.0400 2022/03/21 10,000 10,043 885,609
CANADIAN IMPERIAL BANK 3.2900 2024/01/15 20,000 20,710 1,826,278
CANADIAN NATL RESOURCES 3.3100 2022/02/11 18,309 18,373 1,620,202
CATERPILLAR FIN SERV LTD 2.0900 2022/09/12 19,500 19,688 1,736,154
DAIMLER CANADA FINANCE 3.0500 2022/05/16 15,000 15,151 1,336,059
ENBRIDGE INC 4.8500 2022/02/22 7,000 7,050 621,673
ENBRIDGE INC 3.1900 2022/12/05 12,700 12,943 1,141,399
HONDA CANADA FINANCE INC 2.5370 2023/03/01 19,000 19,304 1,702,276
HONDA CANADA FINANCE INC 3.1760 2023/08/28 10,000 10,293 907,680
JOHN DEERE CANADA FND IN 2.6300 2022/09/21 10,000 10,138 893,977
JOHN DEERE FINANCIALS IN 2.9900 2022/01/14 10,000 10,016 883,246
LOBLAW COS LTD 4.8600 2023/09/12 19,000 19,944 1,758,671
ROGERS COMMUNICATIONS IN 4.0000 2022/06/06 10,000 10,144 894,506
ROYAL BANK OF CANADA 3.2960 2023/09/26 4,500 4,647 409,825
SAPUTO INC 1.9390 2022/06/13 16,000 16,080 1,418,019
SAPUTO INC 2.8270 2023/11/21 10,000 10,214 900,670
TELUS CORP 3.3500 2023/03/15 10,000 10,199 899,347
TOYOTA CREDIT CANADA INC 2.0200 2022/02/28 27,000 27,085 2,388,383
TOYOTA CREDIT CANADA INC 3.0400 2023/07/12 4,000 4,106 362,088
VW CREDIT CANADA INC 3.7000 2022/11/14 5,000 5,119 451,428
WELLS FARGO & COMPANY 2.0940 2022/04/25 20,900 21,017 1,853,337

小計 － － － － 31,593,988
オーストラリア 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル

特殊債券 AUSTRALIAN POSTAL CORP 5.5000 2023/11/13 8,700 9,406 761,242
TELSTRA CORP LTD 4.0000 2022/09/16 2,000 2,050 165,968

社債券 AT&T INC 3.4500 2023/09/19 10,480 10,857 878,688
AURIZON NETWORK PTY LTD 4.0000 2024/06/21 7,520 7,877 637,513
AUSNET SERVICES HOLDINGS 5.7500 2022/06/28 1,830 1,879 152,097
AUST & NZ BANKING GROUP 3.1000 2023/01/18 16,000 16,421 1,328,987
BANK OF MONTREAL 3.2500 2022/10/06 4,740 4,842 391,928
BANK OF MONTREAL 3.2000 2023/09/07 1,730 1,790 144,924
BARCLAYS PLC 4.3270 2023/06/15 5,000 5,221 422,596
BENDIGO AND ADELAIDE BK 3.5000 2023/01/25 11,500 11,830 957,443
CITIGROUP INC 3.7500 2023/10/27 2,351 2,446 198,035
COMMONWEALTH BANK AUST 3.2500 2023/04/25 5,400 5,579 451,509
MACQUARIE BANK LTD 1.7500 2022/06/21 19,300 19,430 1,572,492
MCDONALD'S CORP 3.0000 2024/03/08 6,000 6,185 500,594
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銘柄名 利率 償還年月日 額面金額 評価額
邦貨換算金額

オーストラリア ％ 千オーストラリア・ドル 千オーストラリア・ドル 千円
社債券 MERCEDES-BENZ AUSTRALIA 1.2500 2023/09/08 5,000 4,991 403,998

MERCEDES-BENZ AUSTRALIA 1.0000 2024/03/15 6,000 5,917 478,888
MIZUHO FINANCIAL GROUP 3.7520 2023/07/19 3,000 3,118 252,360
OPTUS FINANCE PTY LTD 4.0000 2022/06/17 4,680 4,759 385,225
OPTUS FINANCE PTY LTD 3.2500 2022/08/23 5,900 6,006 486,096
STOCKLAND TRUST 4.5000 2022/11/23 1,500 1,539 124,593
SUMITOMO MITSUI FINL GRP 3.6620 2022/03/29 4,800 4,844 392,041
SVENSKA HANDELSBANKEN AB 3.2500 2023/09/27 24,730 25,601 2,071,928
SWEDBANK AB 3.5000 2022/02/17 1,660 1,668 135,034
VERIZON COMMUNICATIONS 3.5000 2023/02/17 23,070 23,735 1,920,900
VODAFONE GROUP PLC 3.2500 2022/12/13 22,560 23,095 1,869,088
WELLS FARGO & COMPANY 3.2500 2022/04/27 8,000 8,082 654,147
WESTPAC BANKING CORP 3.1250 2022/10/27 16,800 17,175 1,390,011

小計 － － － － 19,128,336
イギリス 千イギリス・ポンド 千イギリス・ポンド

特殊債券 ELECTRICITE DE FRANCE SA 6.8750 2022/12/12 5,000 5,294 796,247
社債券 BARCLAYS PLC 3.1250 2024/01/17 4,000 4,137 622,295

BAT INTL FINANCE PLC 6.0000 2022/06/29 7,800 8,009 1,204,700
BMW INTL INVESTMENT BV 1.8750 2023/09/11 5,000 5,081 764,325
E.ON INTL FINANCE BV 5.5000 2022/07/06 5,000 5,133 772,048
LVMH MOET HENNESSY VUITT 1.0000 2023/02/11 7,300 7,314 1,100,104
NATIONWIDE BLDG SOCIETY 1.0000 2023/01/24 5,000 5,009 753,406
SIEMENS FINANCIERINGSMAT 0.8750 2023/06/05 5,000 5,006 752,962

小計 － － － － 6,766,090
合計 － － － － 70,485,928

投資信託財産の構成 2021年12月20日現在

項目 当期末
評価額 比率

千円 ％
公社債 70,485,928 79.2
コール・ローン等、その他 18,486,046 20.8
投資信託財産総額 88,971,974 100.0
（注１）外貨建資産は、当期末の時価を国内の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお12月20日における邦貨換算

レートは、１米ドル113.62円、１カナダ・ドル88.18円、１オーストラリア・ドル80.93円、１イギリス・ポンド150.40円です。
（注２）外貨建純資産（71,090,565千円）の投資信託財産総額（88,971,974千円）に対する比率は79.9％です。
（注３）評価額の単位未満は切り捨てています。

－ 1174 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   117407-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1174 2022/11/08   15:15:152022/11/08   15:15:15



ニッセイクレジットキャリーマザーファンド

－53－

資産、負債、元本および基準価額の状況
（2021年12月20日現在）

項目 当期末
(Ａ) 資 産 161,533,661,616円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 17,120,637,186
公 社 債(評価額) 70,485,928,884
未 収 入 金 73,357,276,793
未 収 利 息 559,822,014
前 払 費 用 9,996,739

(Ｂ) 負 債 72,908,465,190
未 払 金 72,907,695,861
未 払 解 約 金 755,003
そ の 他 未 払 費 用 14,326

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 88,625,196,426
元 本 83,822,422,141
次 期 繰 越 損 益 金 4,802,774,285

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 83,822,422,141口
１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,573円

（注１）期首元本額 83,603,928,317円
期中追加設定元本額 2,448,550,736円
期中一部解約元本額 2,230,056,912円

（注２）当マザーファンドの当期末元本額におけるベビーファンド
別内訳は、次の通りです。
ニッセイクレジットキャリーファンド（適格機関投資家限定） 1,923,632,684円
ニッセイクレジットキャリーファンドアロケーション専用（適格機関投資家限定）

21,915,965,398円
ニッセイリスク抑制型バランスＤＢ（適格機関投資家限定） 10,008,478,621円
ニッセイリスク抑制型バランスファンド（一般投資家私募） 4,395,427,719円
ニッセイリスク抑制型バランスファンドⅡ（適格機関投資家限定）

754,460,658円
ＤＣニッセイ安定収益追求ファンド 3,025,890,618円
ニッセイ・リスクコントロール・プロファンド（適格機関投資家限定）

1,061,578,573円
ニッセイ安定収益追求ファンド 30,971,073円
ニッセイリスク抑制型バランスファンドＳ（適格機関投資家限定）

8,311,917,504円
ニッセイリスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家限定）

4,510,180,258円
ニッセイリスク抑制型バランスファンドⅣ（適格機関投資家限定）

377,291,979円
ニッセイ低ボラティリティ・インカムファンド（適格機関投資家限定）

9,621,985,224円
ニッセイ低ボラティリティ・インカムファンドＤＢ（適格機関投資家限定）

6,518,475,502円
ニッセイ低ボラティリティ・インカムファンド（一般投資家私募） 1,211,097,847円
ニッセイインカム追求・ローリスクバランスファンド（適格機関投資家限定）

7,426,836,773円
ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（キャリー収益強化型）（適格機関投資家限定）

741,602,152円
ニッセイ低ボラティリティ・インカムファンド（1.5倍型）（適格機関投資家限定）

565,262,045円
ＤＣニッセイおまかせバランスファンド（安定） 214,125,927円
ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（キャリー収益強化型）Ⅱ（適格機関投資家限定）

226,098,328円
ＤＣニッセイおまかせバランスファンド（安定成長） 591,362円
ニッセイ・リスク抑制型バランスファンド（適格機関投資家専用）

980,551,896円

損益の状況
当期（2020年12月22日～2021年12月20日）
項目 当期

(Ａ) 配 当 等 収 益 2,289,286,226円
受 取 利 息 2,296,015,202
そ の 他 収 益 金 136,344
支 払 利 息 △     6,865,320

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 △ 2,486,232,753
売 買 益 9,168,454,277
売 買 損 △11,654,687,030

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △     8,004,525
(Ｄ) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △   204,951,052
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 4,993,687,824
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 147,991,676
(Ｇ) 解 約 差 損 益 金 △   133,954,163
(Ｈ) 合 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 4,802,774,285

次 期 繰 越 損 益 金(Ｈ) 4,802,774,285
（注１）(Ｂ)有価証券売買損益は、期末の評価換えによる損益を含

みます。
（注２）(Ｆ)追加信託差損益金とは、追加設定をした価額と元本と

の差額をいい、元本を上回る場合は利益として、下回る場
合は損失として処理されます。

（注３）(Ｇ)解約差損益金とは、一部解約をした価額と元本との差
額をいい、元本を下回る場合は利益として、上回る場合は
損失として処理されます。
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■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）
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１ 運用経過
基準価額等の推移について（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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10,000
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2,000

4,000

6,000

期首 '21/5 6 7 8 9 10 11 12 '22/1 2 3 期末

純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

期　　首 9,562円

期　　末 9,952円
（既払分配金0円（税引前））

騰 落 率 ＋4.1％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。

－ 1178 －
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基準価額の主な変動要因（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

　当ファンドは、マイルドジャパン・マザーファンドへの投資を通じて、わが国の株式に投資す
るとともに、わが国の株価指数先物の売建てを行いました。

上昇要因
●業種配分で、オーバーウェイトとしていた保険業がアウトパフォームしたことや、アン
ダーウェイトとしていた電気機器がアンダーパフォームしたこと
●個別銘柄で、保有していた日本電信電話やアステラス製薬などがアウトパフォームした
こと

下落要因
●業種配分で、アンダーウェイトとしていた海運業や鉱業がアウトパフォームしたこと
●個別銘柄で、保有していたイズミや日本瓦斯などがアンダーパフォームしたこと

－ 1179 －
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投資環境について（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

期間における国内株式市場は、上下動を繰り返しながら、ほぼ横ばいで終わりました。

日本株式市場

　期間の初めから2021年８月下旬にかけては、新型コロナウイルスの感染再拡大に伴う経済活
動の正常化の遅れなどが重石となり上値の重い展開となりました。９月上旬から11月にかけて
は、国内政局の安定化が好感されて上昇した後は、中国景気の減速懸念や変異ウイルス（オミク
ロン型）の感染拡大への警戒感が高まったことを受けて下落しました。12月は変異ウイルスに対
する過度な警戒感が和らいだことからやや戻り歩調となりましたが、2022年年明け後は、新型
コロナウイルスの感染再拡大や、世界的な利上げ機運の高まりを警戒し、荒い値動きとなりまし
た。３月上旬にかけては、ロシアのウクライナ侵攻をきっかけとした資源価格の高騰や、景気失
速懸念から調整色を強めましたが、３月下旬にかけてはウクライナ情勢が膠着状態になったこと
や円安が急ピッチに進んだことから値を戻す展開となりました。４月に入ってからは、ＦＯＭＣ
（米連邦公開市場委員会）議事録で、ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）が今後の金融引き締めに積極
的である姿勢が明らかとなり、反落しました。

－ 1180 －
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ポートフォリオについて（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

当ファンド

　主要投資対象であるマイルドジャパン・マザーファンドを期間を通じて高位に組み入れ、期間
末の実質的な株式組入比率は75.8％、株式先物組入比率は－63.9％としました。

マイルドジャパン・マザーファンド

　現物株ポートフォリオの構築に当たっては、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が
高いと判断される銘柄を、定量・定性判断を加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的な
インカム・ゲインの獲得を重視した運用を行いました。同時に株価指数先物を現物株ポートフォ
リオの推定ベータ分程度を売り建て、ファンドの推定ベータをゼロ近辺に維持いたしました。

●株式組入比率
　市場の変動等により株式組入比率は変動してきましたが、市場環境や資金流出入動向などを鑑
みながら調整しました。

●業種配分
　期間末の業種配分比率については、市場対比では情報・通信業、卸売業、小売業、保険業など
のウェイトを高くしています。

●個別銘柄
　日本電信電話、トヨタ自動車などを高い比率で保有しています。

●ポートフォリオの特性
　減配リスクの小さい高配当銘柄にフォーカスしていることにより、高配当、低い市場連動性、
低い海外市場連動性の特性が継続しました。

－ 1181 －
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ベンチマークとの差異について（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

分配金について（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第３期

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 589

　期間の１万口当たりの分配金（税引前）は、
基準価額水準等を勘案し、左記の通りとい
たしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合がありま
す。
※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。

－ 1182 －
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２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、運用の基本方針に従い、マイルドジャパン・マザーファンドへの投資を通じて、わ
が国の株式を主要投資対象としつつ、株式市場の変動リスクの低減を図ることを目的として、わ
が国の株価指数先物の売建てを行うことで安定的な収益の獲得を目指して運用を行います。

マイルドジャパン・マザーファンド

　引き続き、配当利回りが相対的に高く、配当の持続可能性が高いと判断される銘柄を、定量・
定性判断を加味しながら選別して投資し、安定的かつ持続的なインカム・ゲインの獲得を重視し
た運用を行います。同時に、わが国の株価指数先物の売建てを行うことにより株式市場の変動リ
スクの低減を図ります。
　日本株式市場は、米国における政策金利の引き上げ継続や近い将来の量的引き締め観測を背景
に、上値の重い展開を予想します。ロシアによるウクライナ侵攻に伴うエネルギー価格の上昇に
加え、景気循環分析からも、世界景気は減速のフェーズに入りつつあり、警戒が必要とみていま
す。
　上記のような環境下では、当ファンドが多く保有する割安な業績安定銘柄が選好される展開を
当面は想定しています。以上の見通しから、ポートフォリオのディフェンシブ性（景気変動の影
響を受けにくい性質）を維持することにより当ファンドの強みを発揮する機会を捉えていく方針
です。

－ 1183 －
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３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

運用担当者に係る事項について（2021年10月１日現在）

運用担当部署の概要
　運用部、ファンドマネージャー数：120名、平均運用経験年数：16年（兼務者含む）

－ 1184 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   118407-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1184 2022/11/08   15:15:182022/11/08   15:15:18



１万口当たりの費用明細（2021年４月27日から2022年４月26日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a） 信 託 報 酬 49円 0.506％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は9,624円です。
投信会社:ファンド運用の指図等の対価
販売会社:交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの

管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社:ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実

行等の対価

（投 信 会 社） （44） （0.462）

（販 売 会 社） （2） （0.022）

（受 託 会 社） （2） （0.022）

（b） 売買委託手数料 9 0.089 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料:有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） （5） （0.057）

（先物・オプション） （3） （0.033）

（投資信託証券） （－） （－）

（c） 有価証券取引税 － － 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税:有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（株 式） （－） （－）

（公 社 債） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d） そ の 他 費 用 1 0.010 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用:海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および

資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用:監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他:信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） （－） （－）

（監 査 費 用） （1） （0.010）

（そ の 他） （0） （0.000）

合 計 58 0.606

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法によ
り算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2021年２月22日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

基準価額は下落しました。2021年５月から７月にかけてノルウェークローネが下落、ノルウェークローネのロングが影
響し、基準価額は下落しました。その後、10月にかけて英国の長期金利が上昇（債券価格は下落）、英国債のショー
トが寄与し、基準価額は上昇しましたが、11月に英国の長期金利が低下（債券価格は上昇）、英国債のショートが
影響し、基準価額は下落しました。その後、2021年12月から2022年２月にかけて英国の長期金利が上昇、英国
債のショートが寄与し、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移
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第３期首：10,029円
第3期末：9,927円（既払分配金0円）
騰落率：△1.0％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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○国内債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○米国債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○ドイツ債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○英国債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○豪ドル／円相場
豪ドルは対円で、中国の景気減速懸念を受けて売られました。

○カナダドル／円相場
カナダドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○スイスフラン／円相場
スイスフランは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○ユーロ／円相場
ユーロは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○イギリスポンド／円相場
イギリスポンドは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

投資環境

－ 1203 －
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○ノルウェークローネ／円相場
ノルウェークローネは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○ニュージーランドドル／円相場
ニュージーランドドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○スウェーデンクローナ／円相場
スウェーデンクローナは対円で、スウェーデンの金融緩和縮小観測の後退を受けて売られました。

○米ドル／円相場
米ドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

投資環境

－ 1204 －
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「ＧＢＣＡマザーファンド」の受益証券を概ね100％組み入れ、運用しました。
「ＧＢＣＡマザーファンド」では先進国の債券先物取引と為替予約取引について、定量的手法により運用を行いました。
なお、主要投資対象である短期公社債等につきましては、マイナス金利が継続していることから投資しませんでした。

・国内債券市場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。しかし、基準価額への影響はマイナスでした。

・米国債券市場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・ドイツ債券市場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・英国債券市場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。

・豪ドル／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・カナダドル／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・スイスフラン／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・ユーロ／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

当ファンドのポートフォリオ

－ 1205 －

07-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   120507-2_添付ファンド_9pt_933615.indd   1205 2022/11/08   15:15:272022/11/08   15:15:27



・イギリスポンド／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。

・ノルウェークローネ／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・ニュージーランドドル／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・スウェーデンクローナ／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。

・米ドル／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

当ファンドのポートフォリオ

－ 1206 －
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○組入ファンド
当期末

2022年２月21日
ＧＢＣＡマザーファンド 99.4％
その他 0.6％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

親投資信託証券
99.4％

その他
0.6％

○資産別配分

日本
100.0％

○国別配分

円
100.0％

○通貨別配分

当ファンドのベンチマークとの差異

－ 1207 －
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第３期

2021年２月23日～2022年２月21日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 21
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

ＧＢＣＡマザーファンド受益証券への投資を通じて、主として日本の円建短期公社債等に投資するとともに、先進
国の債券先物取引及び世界主要通貨の為替予約取引を行うことで、絶対収益の獲得を目指します。
債券先物取引及び為替予約取引等は、原則として定量的手法に基づいた複数の運用戦略を組み合わせることで
行います。

分配金

今後の運用方針

－ 1208 －
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年2月23日～2022年2月21日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 49円 0.494％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,945円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （44） （0.439） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （2） （0.022） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （3） （0.033） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 3 0.031
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （3） （0.031）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 4 0.036
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （3） （0.031） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 56 0.561
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

基準価額等の推移

基準価額の主な変動要因

基準価額は下落しました。2021年５月から７月にかけてノルウェークローネが下落、ノルウェークローネのロングが影
響し、基準価額は下落しました。その後、10月にかけて英国の長期金利が上昇（債券価格は下落）、英国債のショー
トが寄与し、基準価額は上昇しましたが、11月に英国の長期金利が低下（債券価格は上昇）、英国債のショートが
影響し、基準価額は下落しました。その後、2021年12月から2022年２月にかけて英国の長期金利が上昇、英国
債のショートが寄与し、基準価額は上昇しました。
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2021/2第7期首 第7期末

第7期首：10,888円
第7期末：10,831円
騰落率：△0.5％

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)
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投資環境

○国内債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○米国債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○ドイツ債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○英国債券市場
世界的な金融政策の正常化期待を受けて売られました。

○豪ドル／円相場
豪ドルは対円で、中国の景気減速懸念を受けて売られました。

○カナダドル／円相場
カナダドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○スイスフラン／円相場
スイスフランは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○ユーロ／円相場
ユーロは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

－ 1216 －
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投資環境

○イギリスポンド／円相場
イギリスポンドは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○ノルウェークローネ／円相場
ノルウェークローネは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○ニュージーランドドル／円相場
ニュージーランドドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。

○スウェーデンクローナ／円相場
スウェーデンクローナは対円で、スウェーデンの金融緩和縮小観測の後退を受けて売られました。

○米ドル／円相場
米ドルは対円で、世界経済の景気回復期待や金融政策の正常化期待を受けて買われました。
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当ファンドのポートフォリオ

先進国の債券先物取引と為替予約取引について、定量的手法により運用を行いました。
なお、主要投資対象である短期公社債等につきましては、マイナス金利が継続していることから投資しませんでした。

・国内債券市場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。しかし、基準価額への影響はマイナスでした。

・米国債券市場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・ドイツ債券市場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・英国債券市場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。

・豪ドル／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・カナダドル／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・スイスフラン／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・ユーロ／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・イギリスポンド／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。
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当ファンドのポートフォリオ

・ノルウェークローネ／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。

・ニュージーランドドル／円相場
概ねニュートラルからショートポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はマイナスでした。

・スウェーデンクローナ／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響は限定的でした。

・米ドル／円相場
概ねニュートラルからロングポジションの間で推移しました。結果、基準価額への影響はプラスでした。
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当ファンドの組入資産の内容

（注）資産・国別配分、通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合です。また、オフバランス取引を行っているため、資産・国別配
分の合計は100％となりません。

当ファンドのベンチマークとの差異

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

100.0％

△59.3％
17.2％

△24.7％

17.1％

△80％△60％△40％△20％ 0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120％

短期金融資産等

債券先物(イギリス)

債券先物(ドイツ)

債券先物(アメリカ)

債券先物(日本)

○資産・国別配分

円
88.0％

ユーロ
5.0％

イギリスポンド
4.0％ 米ドル

3.0％

○通貨別配分

○ロング上位10銘柄
順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ EURO-BUND 2203 ドイツ 17.2％
２ 長期国債標準物先物 2203 日本 17.1％
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 2
(注)組入比率は､純資産総額に対する評価額の割合です｡

○ショート上位10銘柄
順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ LONG GILT FU 2203 イギリス △59.3％
２ US 10YR NOTE 2203 アメリカ △24.7％
３ ─── － －
４ ─── － －
５ ─── － －
６ ─── － －
７ ─── － －
８ ─── － －
９ ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 2
(注)組入比率は､純資産総額に対する評価額の割合です｡

－ 1220 －
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今後の運用方針

主として日本の円建短期公社債等に投資するとともに、先進国の債券先物取引及び世界主要通貨の為替予約取
引を行うことで、絶対収益の獲得を目指します。
債券先物取引及び為替予約取引等は、原則として定量的手法に基づいた複数の運用戦略を組み合わせることで
行います。

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要(2021年2月23日～2022年2月21日)
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 3円 0.030％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （3） （0.030）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 3 0.029
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （3） （0.029） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 6 0.059
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,823円）で除して100を乗じたものです。

－ 1221 －
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

<2241>

世界株式トレンドフォロー
LS戦略

（FOFs用／適格機関投資家専用）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／内外／株式／特殊型（ロング・ショート型）
信託期間 無期限（設定日：2020年12月10日）
運用方針 安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

主要投資
対象

ベビーファンド

イ ．ロング・ショート戦略マ
ザーファンドの受益証券

ロ ．ダイワ・マネーポート
フォリオ・マザーファンド
の受益証券

ロング・ショート戦略
マザーファンド

イ．世界の株価指数先物取引 
ロ．米国国債 
ハ．日本国債

ダイワ・マネー
ポートフォリオ・
マザーファンド

円建ての債券

組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

ロング・ショート戦略
マザーファンドの株式組入上限比率 無制限

ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンドの株式組入上限比率 純資産総額の10％以下

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、信託
財産の成長に資することを目的に、配当等収益の
中から基準価額の水準等を勘案して分配金額を決
定します。ただし、配当等収益が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

運用報告書（全体版）
第 2期

（決算日　2022年 4 月15日）
（作成対象期間　2021年 4 月16日～2022年 4 月15日）

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、ＡＩ（人工知能）を取り入

れた計量モデルを活用することで、世界の株
価指数先物のトレンドを捉えて取引対象を選
定し、買建ておよび売建てを行なうことで、
安定した収益の確保をめざしております。当
作成期につきましてもそれに沿った運用を行
ないました。ここに、運用状況をご報告申し
上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0224120220415◇
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

設定以来の運用実績

決　　算　　期
基 準 価 額 株　　式

先物比率
公 社 債
組入比率

純 資 産
総　　額（分配落） 税 込 み

分 配 金
期　　中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
1期末（2021年 4 月15日） 9, 573 0 △ 4. 3 0. 7 47. 2 4, 155 
2 期末（2022年 4 月15日） 9, 742 0 1. 8 △ 0. 3 66. 6 8, 901 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

1 － 1226 －
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■基準価額・騰落率
期　首：9, 573円
期　末：9, 742円（分配金 0円）
騰落率：1. 8％（分配金込み）

■基準価額の主な変動要因
当作成期首より2021年11月上旬にかけては、主に米国株式市況が堅調な推移となったことによる
ロング（買建て）側でのプラス寄与や中国株式市況が軟調な推移となったことによるショート（売
建て）側でのプラス寄与などから、基準価額は上昇しました。その後2022年 2 月中旬にかけては、
主に米国株式市況が軟調な推移となったことなどがロング側でのマイナス要因となり、基準価額は
反落しました。しかし当作成期末にかけては、中国株式市況や香港株式市況が軟調な推移となった
ことによるショート側でのプラス寄与などから基準価額は堅調な推移となり、当作成期を通して見
ると基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過
基準価額等の推移について 

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。

＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（円）
10, 500

10, 000

9, 500

9, 000

8, 500

（億円）
200

150

100

50

0
期　首

（2021. 4. 15）
期　末

（2022. 4. 15）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。

2－ 1227 －
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

年　　　月　　　日
基　　 準　　 価　　 額 株 式

先 物 比 率
公 社 債
組 入 比 率騰 落 率

円 ％ ％ ％
（期首）2021年 4 月15日 9, 573 ― 0. 7 47. 2

4 月末 9, 524 △ 0. 5 △ 0. 4 54. 1
5 月末 9, 455 △ 1. 2 △ 0. 4 50. 2
6 月末 9, 516 △ 0. 6 0. 4 48. 0
7 月末 9, 794 2. 3 0. 5 53. 1
8 月末 9, 913 3. 6 △ 0. 5 52. 0
9 月末 9, 695 1. 3 △ 1. 0 47. 4
10月末 9, 802 2. 4 0. 6 59. 0
11月末 9, 901 3. 4 0. 2 57. 9
12月末 9, 768 2. 0 △ 0. 2 58. 1

2022年 1 月末 9, 596 0. 2 0. 7 66. 5
2 月末 9, 610 0. 4 0. 9 65. 7
3 月末 9, 736 1. 7 0. 0 66. 6

（期末）2022年 4 月15日 9, 742 1. 8 △ 0. 3 66. 6
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。

3 － 1228 －
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■世界株式市況
香港や中国など一部の株式市況は軟調だったものの、世界の多くの株式市況は上昇しました。
当作成期首より、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や、米国での債務上限問題の一時棚

上げなどから、2021年末にかけて世界の多くの株式市況は上昇しました。一方、中国や香港の株式
市況については、中国での規制強化や中国の大手不動産会社の債務問題等を受け、軟調な展開とな
りました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引き締め懸念で金利が
上昇したことや、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急騰したことなどが懸念され、 3月半
ばにかけて米国成長株を中心に世界の多くの株式市況は下落しました。その後は、ＦＲＢの利上げ
決定で悪材料出尽くし観測が強まったことや、ロシアとウクライナによる停戦協議の進展期待もあ
り、世界の多くの株式市況は急反発しました。

■国内短期金融市況
日銀のマイナス金利政策の影響により、短期の国債利回りはマイナスで推移しました。

投資環境について （2021. 4. 16 ～ 2022. 4. 15）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
今後も、「ロング戦略マザーファンド」および「ショート戦略マザーファンド」の組入比率を均

等とすることを目標とし、組入比率の合計は通常の状態で高位に維持します。
また、ポートフォリオの推定リスク水準によっては、上記マザーファンドの組入比率を引き下

げ、リスクを低減することをめざします。
■ロング戦略マザーファンド

今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物の中から、上昇トレンドが
相対的に強いと想定されるものを選定して買建てることにより、信託財産の成長をめざして運用を
行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については

為替ヘッジを行います。
■ショート戦略マザーファンド

今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物の中から、下降トレンドが
相対的に強いと想定されるものを選定して売建てることにより、信託財産の成長をめざして運用を
行います。

4－ 1229 －
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

また、米国国債および日本国債に投資し、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については
為替ヘッジを行います。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。

■当ファンド
当ファンドは、当作成期中に信託約款を変更し、従来からの主要対象である「ロング戦略マザー
ファンド」および「ショート戦略マザーファンド」から、主要投資対象として追加した「ロング・
ショート戦略マザーファンド」へ順次移管しました。
当作成期の途中までは、「ロング戦略マザーファンド」および「ショート戦略マザーファンド」

の組入比率がおおむね均等となるように組み入れました。当作成期末にかけては、「ロング・
ショート戦略マザーファンド」の組入比率が高位となるように組み入れました。

■ロング戦略マザーファンド
独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、上昇トレンドが相対的に強いと考えられ
る銘柄を選び、毎月月中に入替えると同時に日本国債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替ヘッジを行いました。

■ショート戦略マザーファンド
独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、下降トレンドが相対的に強いと考えられ

る銘柄を選び、毎月月中に入替えると同時に日本国債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替ヘッジを行いました。

■ロング・ショート戦略マザーファンド
独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、上昇トレンドが相対的に強いと想定され

るものを選定して買建て、下降トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定して売建てると同
時に日本国債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替ヘッジを行いました。

ポートフォリオについて （2021. 4. 16 ～ 2022. 4. 15）

5 － 1230 －
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年 4 月16日
～2022年 4 月15日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―

翌期繰越分配対象額 （円） 14 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

分配金について
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

今後の運用方針

■当ファンド
今後も、「ロング・ショート戦略マザーファンド」の組入比率が高位となるように組み入れます。
また、ポートフォリオの推定リスク水準によっては、上記マザーファンドの受益証券の組入比率

を引き下げ、リスクを低減することをめざします。
■ロング・ショート戦略マザーファンド

今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物の中から、上昇トレンドが
相対的に強いと想定されるものを選定して買建て、下降トレンドが相対的に強いと想定されるもの
を選定して売建てることにより、信託財産の成長をめざして運用を行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、外貨建資産については、為替変動リスクを抑えるた
め、為替ヘッジを行います。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等による運用を行う方針です。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2021. 4. 16～2022. 4. 15） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  43円 0. 440％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は9, 679円です。

（投 信 会 社）  （38） （0. 396）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （2） （0. 022）
販売会社分は、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対
価

（受 託 会 社）  （2） （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  10   0. 105  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （10） （0. 105）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  7   0. 069  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （1） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （6） （0. 064）
海外先物証拠金に対するマイナス利息、信託事務の処理等に関するその
他の費用

合 計  59   0. 614  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■組入資産明細表
親投資信託残高

種　　　　　類 期　　首 当　　期　　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ロング戦略マザーファンド 1, 751, 240 ― ― 
ショート戦略マザーファンド 2, 722, 830 ― ― 
ロング・ショート戦略
マザーファンド ― 8, 774, 643 8, 896, 611 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年 4 月16日から2022年 4 月15日まで）
設　　　　定 解　　　　約

口　　数 金　　額 口　　数 金　　額
千口 千円 千口 千円

ロング戦略マザー
ファンド 2, 189, 614 2, 715, 174 3, 940, 855 5, 021, 301

ショート戦略マザー
ファンド 4, 029, 272 2, 941, 965 6, 752, 103 4, 945, 066

ロング・ショート戦略
マザーファンド 10, 515, 471 10, 622, 980 1, 740, 827 1, 751, 700

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等
（1）ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（4）ロング・ショート戦略マザーファンドにおける当作成
期中の利害関係人との取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

（2）ロング戦略マザーファンドにおける当作成期中の利害
関係人との取引状況

（2021年 4 月16日から2022年 4 月15日まで）
決 算 期 当 期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 2, 412 450 18. 7 2, 116 274 12. 9 
株式先物取引 33, 061 ― ― 36, 111 ― ― 
為替予約 3, 181 ― ― 3, 404 ― ― 
コール・ローン 177, 553 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合82. 2％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

（3）ショート戦略マザーファンドにおける当作成期中の利
害関係人との取引状況

（2021年 4 月16日から2022年 2 月17日まで）
決 算 期 当 期

区　　分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
公社債 2, 251 450 20. 0 2, 324 691 29. 8
株式先物取引 36, 251 ― ― 33, 696 ― ― 
為替予約 3, 310 ― ― 4, 800 ― ― 
コール・ローン 145, 534 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合92. 6％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

（5）当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率
　当作成期中における売買委託手数料の利害関係人へ
の支払いはありません｡

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券です。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■損益の状況
当期  自 2021年 4 月16日  至 2022年 4 月15日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  3, 198円

受取利息 461  
支払利息 △  3, 659  

（Ｂ）有価証券売買損益 170, 379, 329  
売買益 265, 305, 394  
売買損 △  94, 926, 065  

（Ｃ）信託報酬等 △  37, 039, 589  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 133, 336, 542  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  119, 942, 664  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  249, 099, 095  

（配当等相当額） （△  502）
（売買損益相当額） （△  249, 098, 593）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  235, 705, 217  
次期繰越損益金（Ｇ） △  235, 705, 217  
追加信託差損益金 △  249, 099, 095  
（配当等相当額） （△  502）
（売買損益相当額） （△  249, 098, 593）
分配準備積立金 13, 397, 076  
繰越損益金 △  3, 198  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 13, 397, 076　
（ｃ）収益調整金  0　
（ｄ）分配準備積立金  0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 13, 397, 076　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 13, 397, 076　
（ｈ）受益権総口数 9, 137, 308, 912口

《お知らせ》
■主要投資対象の変更について
　 主要投資対象を「ロング戦略マザーファンド」および「ショート戦略マザーファンド」から「ロング・ショート戦略マザーファ
ンド」に変更しました。

■運用方法の変更について
　以下の通り株価指数先物の運用手法を変更しました。
　　・組み入れる株価指数先物の見直しを 1ヵ月ごとから随時行えるよう変更しました。
　　・ 組み入れる各株価指数先物の建玉の時価総額を均等とすることを目標にしていましたが、均等としないことも可能にしまし

た。

■投資信託財産の構成
2022年 4 月15日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ロング・ショート戦略
マザーファンド 8, 896, 611 99. 7 

コール・ローン等、その他 26, 181 0. 3 
投資信託財産総額 8, 922, 792 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 4月15日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
126. 37円、 1カナダ・ドル＝100. 13円、 1オーストラリア・ドル＝93. 51
円、 1香港・ドル＝16. 11円、 1シンガポール・ドル＝93. 17円、 1イギリ
ス・ポンド＝164. 99円、 1スイス・フラン＝134. 07円、 1南アフリカ・ラ
ンド＝8. 61円、 1ユーロ＝136. 53円です。

（注 3） ロング・ショート戦略マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純
資産（1, 479, 426千円）の投資信託財産総額（9, 716, 141千円）に対する比
率は、15. 2％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月15日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 8, 922, 792, 697円

コール・ローン等 26, 181, 567  
ロング・ショート戦略
マザーファンド（評価額） 8, 896, 611, 130  

（Ｂ）負債 21, 189, 002  
未払信託報酬 20, 927, 490  
その他未払費用 261, 512  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 8, 901, 603, 695  
元本 9, 137, 308, 912  
次期繰越損益金 △  235, 705, 217  

（Ｄ）受益権総口数 9, 137, 308, 912口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 742円

＊ 期首における元本額は4, 340, 841, 325円、当作成期間中における追加設定元本額
は6, 606, 334, 363円、同解約元本額は1, 809, 866, 776円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 742円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は235, 705, 217円です。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

ロング・ショート戦略マザーファンド
運用報告書　第 1期　（決算日　2022年 4 月15日）

（作成対象期間　2021年 9 月30日～2022年 4 月15日）

ロング・ショート戦略マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

主要投資対象
イ．世界の株価指数先物取引
ロ．米国国債
ハ．日本国債

株式組入制限 無制限

11
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

年 　月 　日 基　準　価　額 株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％ 
（期首）2021年 9 月30日 10, 000 ― ― ―

9月末 10, 000 0. 0 ― 60. 1
10月末 10, 182 1. 8 0. 6 59. 1
11月末 10, 289 2. 9 0. 2 57. 9
12月末 10, 154 1. 5 △ 0. 2 58. 1

2022年 1 月末 9, 982 △ 0. 2 0. 7 66. 6
2 月末 9, 998 △ 0. 0 0. 9 65. 8
3 月末 10, 131 1. 3 0. 0 66. 6

（期末）2022年 4 月15日 10, 139 1. 4 △ 0. 3 66. 6
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 3） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物比率

を除きます。
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

（円）
10, 600

10, 400

10, 200

10, 000

9, 800

9, 600
設　定

（2021. 9. 30）
期　末

（2022. 4. 15）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
設定時：10, 000円　期末：10, 139円　騰落率：1. 4％

【基準価額の主な変動要因】
当ファンド設定時より2021年11月上旬にかけては、主に米国株式市

況が堅調な推移となったことによるロング（買建て）側でのプラス寄
与や中国株式市況が軟調な推移となったことによるショート（売建
て）側でのプラス寄与などから、基準価額は上昇しました。その後
2022年 2 月中旬にかけては、主に米国株式市況が軟調な推移となった
ことなどがロング側でのマイナス要因となり基準価額は反落しまし
た。しかし当作成期末にかけては、中国株式市況や香港株式市況が軟
調な推移となったことによるショート側でのプラス寄与などから基準
価額は堅調な推移となり、当作成期を通して見ると基準価額は上昇し
ました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

◆投資環境について
○世界株式市況

香港や中国など一部の株式市況は軟調だったものの、世界の多く
の株式市況は上昇しました。
当ファンド設定時より、新型コロナウイルスのオミクロン株への

懸念後退や、米国での債務上限問題の一時棚上げなどから、2021年
末にかけて世界の多くの株式市況は上昇しました。一方、中国や香
港の株式市況については、米中対立激化懸念や景気減速懸念等を受
け、軟調な展開となりました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦
準備制度理事会）による金融引き締め懸念で金利が上昇したこと
や、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急騰したことなどが
懸念され、 3月半ばにかけて米国成長株を中心に世界の多くの株式
市況は下落しました。その後は、ＦＲＢの利上げ決定で悪材料出尽
くし観測が強まったことや、ロシアとウクライナによる停戦協議の
進展期待もあり、世界の多くの株式市況は急反発しました。

○国内短期金融市況
日銀のマイナス金利政策の影響により、短期の国債利回りはマイ

ナスで推移しました。
◆ポートフォリオについて

独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、上昇トレン
ドが相対的に強いと想定されるものを選定して買建て、下降トレンド
が相対的に強いと想定されるものを選定して売建てると同時に日本国
債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替

ヘッジを行いました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物

の中から、上昇トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定して買
建て、下降トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定して売建て
ることにより、信託財産の成長をめざして運用を行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、外貨建資産については、為

替変動リスクを抑えるため、為替ヘッジを行います。
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■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 11円
（先物・オプション） （ 11） 
有価証券取引税 ―
その他費用 7  
（その他） （ 7） 

合　　　　　　　計 18  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況
公　 社 　債

（2021年 9 月30日から2022年 4 月15日まで）
買　付　額 売　付　額

国 

内

千円 千円
国債証券 6, 906, 058 600, 337 

（ ―） 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2021年 9 月30日から2022年 4 月15日まで）

銘　柄　別 買　　　建 売　　　建 当 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
S&P500 EMINI FUT（アメリカ） 419 410 471 291 ― 166 7 
FTSE TAIWAN INDEX（シンガポール） 3, 385 3, 478 4, 777 4, 849 ― ― ― 
DJIA MINI E-CBOT（アメリカ） 263 265 803 345 ― 455 3 
SGX NIFTY 50（シンガポール） 10, 009 8, 485 1, 434 1, 417 1, 578 ― △ 4 
MSCI EMGMKT（アメリカ） ― ― 871 362 ― 501 9 
NASDAQ 100 E-MINI（アメリカ） 5, 777 5, 910 300 ― ― 280 19 
NIKKEI 225 （CME）（アメリカ） 649 624 3, 518 3, 011 ― 647 △ 31 
E-MINI RUSS 2000（アメリカ） 3, 324 3, 200 3, 301 3, 114 ― 316 △ 8 
S&P/TSX 60 IX FUT（カナダ） 737 ― 987 1, 025 738 ― 0 
SPI 200 FUTURES（オーストラリア） 1, 542 1, 550 2, 924 2, 951 ― ― ― 
HANG SENG IDX FUT（香港） 238 250 7, 744 7, 207 ― 381 △ 2 
HSCEI FUTURES（香港） 3, 387 2, 604 6, 735 6, 579 869 ― △ 25 
MSCI SING IX ETS（シンガポール） 623 618 2, 683 2, 691 ― ― ― 
FTSE 100 IDX FUT（イギリス） 525 549 101 99 ― ― ― 
SWISS MKT IX FUTR（スイス） 320 329 2, 078 2, 070 ― ― ― 
FTSE/JSE TOP 40（南アフリカ） 2, 429 921 4, 007 4, 106 1, 566 ― 20 
CAC40 10 EURO FUT（フランス） 345 338 360 362 ― ― ― 
IBEX 35 INDX FUTR（スペイン） 737 710 2, 276 2, 260 ― ― ― 
EURO STOXX 50（ドイツ） 305 310 763 ― ― 747 14 
AMSTERDAM IDX FUT（オランダ） 368 374 954 ― ― 951 2 
FTSE/MIB IDX FUT（イタリア） 1, 338 1, 314 386 49 ― 331 3 
DAX MINI FUTURE（ドイツ） 827 847 1, 509 1, 489 ― ― ― 

（注）単位未満は切捨て。
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（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 銘　　　　　柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 1032国庫短期証券 ― 900, 000 900, 024 2022/04/25 
994 国庫短期証券 ― 900, 000 900, 094 2022/05/20 
1002国庫短期証券 ― 900, 000 900, 180 2022/06/20 
1016国庫短期証券 ― 900, 000 900, 360 2022/08/22 
1023国庫短期証券 ― 900, 000 900, 454 2022/09/20 
1031国庫短期証券 ― 900, 000 900, 498 2022/10/20 
1052国庫短期証券 ― 900, 000 900, 666 2023/01/20 

合　　　計 銘 柄 数 7銘柄 
金　　 額 6, 300, 000 6, 302, 279 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作　　成　　期 当　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 額　面　金　額 評　価　額 組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 6, 300, 000 6, 302, 279 66. 6 ― ― ― 66. 6 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2021年 9 月30日から2022年 4 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
1023国庫短期証券  2022/9/20 1, 001, 120 1031国庫短期証券  2022/10/20 100, 082 
1031国庫短期証券  2022/10/20 1, 001, 099 1023国庫短期証券  2022/9/20 100, 073 
1016国庫短期証券  2022/8/22 1, 000, 995 1016国庫短期証券  2022/8/22 100, 065 
1002国庫短期証券  2022/6/20 1, 000, 756 1002国庫短期証券  2022/6/20 100, 047 
994 国庫短期証券  2022/5/20 1, 000, 685 994 国庫短期証券  2022/5/20 100, 038 
1032国庫短期証券  2022/4/25 1, 000, 546 1032国庫短期証券  2022/4/25 100, 031 
1052国庫短期証券  2023/1/20 900, 856 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2022年 4 月15日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 6, 302, 279 64. 9 
コール・ローン等、その他 3, 413, 862 35. 1 
投資信託財産総額 9, 716, 141 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 4月15日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
126. 37円、 1カナダ・ドル＝100. 13円、 1オーストラリア・ドル＝93. 51
円、 1香港・ドル＝16. 11円、 1シンガポール・ドル＝93. 17円、 1イギリ
ス・ポンド＝164. 99円、 1スイス・フラン＝134. 07円、 1南アフリカ・ラ
ンド＝8. 61円、 1ユーロ＝136. 53円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（1, 479, 426千円）の投資信託財産総額
（9, 716, 141千円）に対する比率は、15. 2％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月15日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 11, 084, 430, 378円

コール・ローン等 1, 828, 012, 405  
公社債　（評価額） 6, 302, 279, 430  
未収入金 1, 485, 281, 084  
差入委託証拠金 1, 468, 857, 459  

（Ｂ）負債 1, 619, 737, 719  
未払金 1, 619, 737, 719  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 9, 464, 692, 659  
元本 9, 334, 785, 513  
次期繰越損益金 129, 907, 146  

（Ｄ）受益権総口数 9, 334, 785, 513口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 139円

＊ 期首における元本額は500, 000, 000円、当作成期間中における追加設定元本額は
10, 578, 921, 499円、同解約元本額は1, 744, 135, 986円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用） 8, 774, 643, 585円
　世界株式トレンドフォロー戦略ファンド（ロング・ショートコース） 560, 141, 928円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 139円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 9 月30日  至 2022年 4 月15日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  3, 576, 889円

受取利息 △  3, 268, 169  
支払利息 △  308, 720  

（Ｂ）有価証券売買損益 8, 593, 911  
売買益 168, 636, 763  
売買損 △  160, 042, 852  

（Ｃ）先物取引等損益 27, 625, 262  
取引益 1, 809, 907, 176  
取引損 △  1, 782, 281, 914  

（Ｄ）その他費用 △  6, 039, 625  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 26, 602, 659  
（Ｆ）解約差損益金 △  10, 884, 014  
（Ｇ）追加信託差損益金 114, 188, 501  
（Ｈ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 129, 907, 146  

次期繰越損益金（Ｈ） 129, 907, 146  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2021年12月９日）

（作成対象期間　2020年12月10日～2021年12月９日）

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下

16
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年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2020年12月９日 10,024 － －
12月末 10,024 0.0 －

2021年１月末 10,024 0.0 －
２月末 10,024 0.0 －
３月末 10,024 0.0 －
４月末 10,023 △0.0 －
５月末 10,023 △0.0 －
６月末 10,023 △0.0 －
７月末 10,023 △0.0 －
８月末 10,022 △0.0 －
９月末 10,022 △0.0 －
10月末 10,022 △0.0 －
11月末 10,021 △0.0 －

(期末)2021年12月９日 10,021 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,024円　期末：10,021円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。

◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,010

10,015

10,020

10,025

10,030

期　首
（2020.12.９）

期　末
（2021.12.９）

基準価額

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 0
（その他） （0）

合　　計 0
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

■投資信託財産の構成
2021年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 95,139,414 100.0
投資信託財産総額 95,139,414 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。
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■資産、負債、元本および基準価額の状況
2021年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 95,139,414,225円

コール・ローン等 95,139,414,225
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 95,139,414,225

元本 94,938,109,576
次期繰越損益金 201,304,649

(Ｄ) 受益権総口数 94,938,109,576口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,021円

＊期首における元本額は73,320,433,569円、当作成期間中における追加設定元本
額は101,534,469,895円、同解約元本額は79,916,793,888円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ダイワ米ドル・ブルファンド（適格機関投資家専用） 1,781,662,390円
ダイワ米ドル・ベアファンド（適格機関投資家専用） 9,727,670,751円
ダイワ・マネーポートフォリオ（ＦＯＦｓ用）（適格機関投資家専用） 1,089,639円
ダイワＪリートベア・ファンド（適格機関投資家専用） 1,135,439,591円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－01（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 12,595,101円
米国国債プラス日本株式ファンド2021－07（部分為替ヘッジあり／適格機関投資家専用） 504,894,014円
ダイワ／バリュー・パートナーズ　チャイナ・ヘルスケア・フォーカス 9,976円
通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
通貨選択型アメリカン・エクイティ・αクワトロ（毎月分配型） 159,141円
オール・マーケット・インカム戦略（資産成長重視コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定額分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（奇数月定率分配コース） 9,963円
オール・マーケット・インカム戦略（予想分配金提示型コース） 9,963円
ＮＹダウ・トリプル・レバレッジ 907,909,838円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年１回決算型） 998円
世界セレクティブ株式オープン（為替ヘッジあり／年２回決算型） 998円
ＦＡＮＧ＋ブルベア・マネーポートフォリオ 992,420円
ポーレン米国グロース株式ファンド（資産成長型） 998円
ポーレン米国グロース株式ファンド（予想分配金提示型） 998円
トレンド・キャッチ戦略ファンド 9,977円
ＡＨＬターゲットリスク・ライト戦略ファンド（適格機関投資家専用） 8,871,272,012円
ダイワユーロベア・ファンド２（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 66,013,931,447円
ダイワユーロベア・ファンド（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 678,845,270円
ダイワ米ドルベア・ファンド（２倍、非リバランス型）（適格機関投資家専用） 1,316,281,503円
ダイワＪＧＢベア・ファンド２（適格機関投資家専用） 3,981,542,385円
ダイワ／ロジャーズ国際コモディティＴＭ・ファンド 2,417,017円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファン
ド（通貨選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファ
ンド（通貨選択型）アジア通貨・コース（毎月分配型） 998円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券α（毎月分配型） 9,949円
ダイワ米国国債７－10年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－　ＵＳトライアングル　－ 997,374円
ダイワ豪ドル建て高利回り証券ファンド　－予想分配金提示型－ 173,802円

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,021円です。

■損益の状況
当期　自2020年12月10日　至2021年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 28,899,045円

受取利息 657,510
支払利息 △ 29,556,555

(Ｂ) その他費用 △    218,657
(Ｃ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) △ 29,117,702
(Ｄ) 前期繰越損益金 178,846,436
(Ｅ) 解約差損益金 △186,978,215
(Ｆ) 追加信託差損益金 238,554,130
(Ｇ) 合計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 201,304,649

次期繰越損益金(Ｇ) 201,304,649
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

ロング戦略マザーファンド
運用報告書　第 4期　（決算日　2022年 4 月15日）

（作成対象期間　2021年 4 月16日～2022年 4 月15日）

ロング戦略マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 世界の株価指数先物取引ならびに米国国債および日本国債
株式組入制限 無制限

19
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

年 　月 　日 基準価額

MSCI AC 
World 指数
（配当込み、
米ドルベース）

株式
先物
比率

公社債
組　入
比　率

騰落率（参考指数）騰落率
円 ％ ％ ％ ％ 

（期首）2021年 4 月15日 12, 023 ― 14, 593 ― 99. 7 46. 5
4 月末 12, 156 1. 1 14, 862 1. 8 100. 2 53. 1
5 月末 12, 179 1. 3 14, 964 2. 5 100. 1 47. 9
6 月末 12, 528 4. 2 15, 207 4. 2 100. 1 47. 0
7 月末 12, 652 5. 2 15, 396 5. 5 99. 7 51. 2
8 月末 12, 667 5. 4 15, 658 7. 3 100. 0 51. 2
9 月末 12, 426 3. 4 15, 122 3. 6 100. 8 46. 1
10月末 13, 005 8. 2 15, 834 8. 5 99. 1 57. 9
11月末 13, 042 8. 5 15, 669 7. 4 100. 1 58. 3
12月末 13, 359 11. 1 16, 076 10. 2 101. 4 48. 4

2022年 1 月末 12, 231 1. 7 15, 000 2. 8 101. 8 65. 1
2 月末 12, 154 1. 1 14, 881 2. 0 100. 2 64. 8
3 月末 12, 630 5. 0 15, 405 5. 6 100. 6 61. 4

（期末）2022年 4 月15日 12, 264 2. 0 14, 771 1. 2 101. 4 63. 8
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） MSCI AC World 指数（配当込み、米ドルベース）は、MSCI Inc. の承諾

を得て、MSCI AC World 指数（配当込み、米ドルベース）の原データを
もとに、当ファンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計
算したものです。MSCI AC World 指数（配当込み、米ドルベース）は、
MSCI Inc. が開発した株価指数で、同指数に対する著作権、知的所有権そ
の他一切の権利はMSCI Inc. に帰属します。またMSCI Inc. は、同指数
の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。

（注 3） 海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用
しています。

（注 4） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。
上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。

（注 5）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 6） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物比率

を除きます。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：12, 023円　期末：12, 264円　騰落率：2. 0％

【基準価額の主な変動要因】
世界の多くの株式市況が上昇したことを受けて、当作成期の基準価

額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照くださ
い。

◆投資環境について
○世界株式市況

香港や中国など一部の株式市況は軟調だったものの、世界の多く
の株式市況は上昇しました。
当作成期首より、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や、

米国での債務上限問題の一時棚上げなどから、2021年末にかけて世
界の多くの株式市況は上昇しました。一方、中国や香港の株式市況
については、中国での規制強化や中国の大手不動産会社の債務問題
等を受け、軟調な展開となりました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米国
連邦準備制度理事会）による金融引き締め懸念で金利が上昇したこ
とや、ロシアによるウクライナ侵攻で資源価格が急騰したことなど
が懸念され、 3月半ばにかけて米国成長株を中心に世界の多くの株
式市況は下落しました。その後は、ＦＲＢの利上げ決定で悪材料出
尽くし観測が強まったことや、ロシアとウクライナによる停戦協議
の進展期待もあり、世界の多くの株式市況は急反発しました。

○国内短期金融市況
日銀のマイナス金利政策の影響により、短期の国債利回りはマイ

ナスで推移しました。
◆前作成期末における「今後の運用方針」

今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先
物の中から、上昇トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定し
て買建てることにより、信託財産の成長をめざして運用を行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、為替変動リスクを抑える

ため、外貨建資産については為替ヘッジを行います。
◆ポートフォリオについて

独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、上昇トレン
ドが相対的に強いと考えられる銘柄を選び、当作成期の途中までは毎
月月中に入替えると同時に日本国債を組み入れました。その後は随時
入替えると同時に日本国債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替

ヘッジを行いました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け
ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成

期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。

《今後の運用方針》
今後も、主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物

の中から、上昇トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定して買
建てることにより、信託財産の成長をめざして運用を行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、外貨建資産については、為

替変動リスクを抑えるため、為替ヘッジを行います。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

（円）

期　首
（2021. 4. 15）

期　末
（2022. 4. 15）

基準価額
14, 000

13, 000

12, 000

11, 000

10, 000
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 19円
（先物・オプション） （ 19） 
有価証券取引税 ―
その他費用 6  
（保管費用） （ 0） 
（その他） （ 5） 

合　　　　　　　計 24  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2021年 4 月16日から2022年 4 月15日まで）

銘　柄　別 買　　　建 売　　　建 当 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円
FTSE TAIWAN INDEX（シンガポール） 2, 096 2, 150 ― ― ― ― ― 
SGX NIFTY 50（シンガポール） 1, 206 1, 062 ― ― 154 ― △ 0 
MSCI EMGMKT（アメリカ） 2, 013 2, 943 ― ― ― ― ― 
NASDAQ 100 E-MINI（アメリカ） 4, 689 4, 916 ― ― ― ― ― 
NIKKEI 225 （CME）（アメリカ） 3, 950 4, 037 ― ― ― ― ― 
E-MINI RUSS 2000（アメリカ） 1, 951 2, 898 ― ― ― ― ― 
SP500 MIC EMIN FUT（アメリカ） 41 41 ― ― ― ― ― 
NASD100 MICRO EMIN（アメリカ） 428 424 ― ― ― ― ― 
DJIA MICR MIN CBOT（アメリカ） 26 26 ― ― ― ― ― 
MICRO EMIN RUS2000（アメリカ） 522 516 ― ― ― ― ― 
S&P/TSX 60 IX FUT（カナダ） 79 ― ― ― 79 ― 0 
SPI 200 FUTURES（オーストラリア） 3, 955 4, 036 ― ― ― ― ― 
HANG SENG IDX FUT（香港） 5, 707 5, 773 ― ― ― ― ― 
MINI H-SHR IDX FU（香港） 230 149 ― ― 84 ― △ 2 
MSCI SING IX ETS（シンガポール） 3, 783 3, 824 ― ― ― ― ― 
FTSE 100 IDX FUT（イギリス） 45 47 ― ― ― ― ― 
FTSE/JSE TOP 40（南アフリカ） 2, 097 3, 027 ― ― 149 ― 1 
CAC40 10 EURO FUT（フランス） 26 25 ― ― ― ― ― 
MINI FTSE/MIB FUT（イタリア） 132 130 ― ― ― ― ― 
MICRO DAX FUT（ドイツ） 76 77 ― ― ― ― ― 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公　 社 　債

（2021年 4 月16日から2022年 4 月15日まで）
買　付　額 売　付　額

国 

内

千円 千円
国債証券 2, 412, 963 2, 116, 907 

（ 1, 335, 000） 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2021年 4 月16日から2022年 4 月15日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
994 国庫短期証券  2022/5/20 400, 441 1002国庫短期証券  2022/6/20 351, 263 
1002国庫短期証券  2022/6/20 400, 441 994 国庫短期証券  2022/5/20 351, 218 
988 国庫短期証券  2022/4/20 400, 431 988 国庫短期証券  2022/4/20 351, 190 
1001国庫短期証券  2021/12/16 400, 181 1001国庫短期証券  2021/12/16 337, 056 
937 国庫短期証券  2021/9/21 250, 047 960 国庫短期証券  2021/12/20 325, 059 
980 国庫短期証券  2022/3/22 200, 183 980 国庫短期証券  2022/3/22 151, 063 
960 国庫短期証券  2021/12/20 200, 092 966 国庫短期証券  2022/1/20 151, 035 
1038国庫短期証券  2022/11/21 63, 066 952 国庫短期証券  2021/11/22 85, 008 
1052国庫短期証券  2023/1/20 49, 046 1038国庫短期証券  2022/11/21 14, 012 
1066国庫短期証券  2023/3/20 49, 030 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作　　成　　期 当　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 額　面　金　額 評　価　額 組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％
国債証券 294, 000 294, 108 63. 8 ― ― ― 63. 8 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　　　　　　末

区　　　分 銘　　　　　柄 年 利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日
％ 千円 千円

国債証券 988 国庫短期証券 ― 49, 000 49, 000 2022/04/20 
994 国庫短期証券 ― 49, 000 49, 004 2022/05/20 
1002国庫短期証券 ― 49, 000 49, 008 2022/06/20 
1038国庫短期証券 ― 49, 000 49, 030 2022/11/21 
1052国庫短期証券 ― 49, 000 49, 036 2023/01/20 
1066国庫短期証券 ― 49, 000 49, 028 2023/03/20 

合　　　計 銘 柄 数 6銘柄 
金　　 額 294, 000 294, 108 

（注）単位未満は切捨て。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 294, 108 61. 9 
コール・ローン等、その他 181, 211 38. 1 
投資信託財産総額 475, 320 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 4月15日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
126. 37円、 1カナダ・ドル＝100. 13円、 1オーストラリア・ドル＝93. 51
円、 1香港・ドル＝16. 11円、 1シンガポール・ドル＝93. 17円、 1イギリ
ス・ポンド＝164. 99円、 1スイス・フラン＝134. 07円、 1南アフリカ・ラ
ンド＝8. 61円、 1ユーロ＝136. 53円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（87, 245千円）の投資信託財産総額（475, 320
千円）に対する比率は、18. 4％です。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 4 月15日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 557, 665, 249円

コール・ローン等 88, 546, 823  
公社債（評価額） 294, 108, 981  
未収入金 86, 614, 956  
差入委託証拠金 88, 394, 489  

（Ｂ）負債 96, 463, 671  
未払金 96, 463, 671  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 461, 201, 578  
元本 376, 051, 792  
次期繰越損益金 85, 149, 786  

（Ｄ）受益権総口数 376, 051, 792口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 12, 264円

＊ 期首における元本額は2, 386, 189, 909円、当作成期間中における追加設定元本額
は2, 252, 868, 937円、同解約元本額は4, 263, 007, 054円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　世界株式トレンドフォロー戦略ファンド（ロングコース） 376, 051, 792円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は12, 264円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 4 月16日  至 2022年 4 月15日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 600, 425円

受取利息 △  1, 445, 671  
その他収益金 91, 077  
支払利息 △  245, 831  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  7, 701, 499  
売買益 42, 962, 892  
売買損 △  50, 664, 391  

（Ｃ）先物取引等損益 249, 349, 278  
取引益 567, 448, 051  
取引損 △  318, 098, 773  

（Ｄ）その他費用 △  1, 094, 273  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 238, 953, 081  
（Ｆ）前期繰越損益金 482, 717, 128  
（Ｇ）解約差損益金 △  1, 177, 465, 986  
（Ｈ）追加信託差損益金 540, 945, 563  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 85, 149, 786  

次期繰越損益金（Ｉ） 85, 149, 786  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

《お知らせ》
■運用方法の変更について
　以下の通り株価指数先物の運用手法を変更しました。
　　・組み入れる株価指数先物の見直しを 1ヵ月ごとから随時行えるよう変更しました。
　　・ 組み入れる各株価指数先物の建玉の時価総額を均等とすることを目標にしていましたが、均等としないことも可能にしまし

た。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

ショート戦略マザーファンド
運用報告書　繰上償還　（償還日　2022年 2 月17日）

（作成対象期間　2021年 4 月16日～2022年 2 月17日）

ショート戦略マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りでした。
運 用 方 針 株式市場の下落局面における収益の獲得をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 世界の株価指数先物取引ならびに米国国債および日本国債
株式組入制限 無制限
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

年 　月 　日 基　準　価　額 株　　式
先物比率

公 社 債
組入比率騰落率

円 ％ ％ ％ 
（期首）2021年 4 月15日 7, 514 ― △ 101. 1 47. 9

4 月末 7, 354 △ 2. 1 △ 102. 3 55. 2
5 月末 7, 239 △ 3. 7 △ 104. 1 52. 6
6 月末 7, 126 △ 5. 2 △ 100. 9 48. 9
7 月末 7, 461 △ 0. 7 △ 102. 3 55. 0
8 月末 7, 642 1. 7 △ 100. 1 52. 7
9 月末 7, 438 △ 1. 0 △ 100. 8 47. 2
10月末 7, 281 △ 3. 1 △ 98. 9 59. 2
11月末 7, 418 △ 1. 3 △ 99. 3 58. 1
12月末 7, 324 △ 2. 5 △ 103. 0 42. 6

2022年 1 月末 7, 028 △ 6. 5 ― ―
（償還）2022年 2 月17日 6, 772. 42 △ 9. 9 ― ―
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 3） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物比率

を除きます。
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
設定時：10, 000円　償還時：6, 772円42銭　騰落率：△32. 3％

【基準価額の主な変動要因】
世界の多くの株式市況が上昇したことを受け、基準価額は下落しま

した。くわしくは「設定以来の投資環境について」をご参照くださ
い。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移

（円）

期　首
（2021. 4. 15）

償　還
（2022. 2. 17）

基準価額

8, 000

7, 500

7, 000

6, 500

6, 000

◆設定以来の投資環境について
○世界株式市況
世界の株式市況はおおむね上昇しました。
当ファンド設定時より2020年 1 月下旬にかけては、米中通商協議

の動向や英国のＥＵ（欧州連合）からの合意なき離脱への懸念、米
国の好調な経済指標や企業決算、欧米間の貿易面での緊張緩和など
を受けて上下しつつも、世界の株式市況は上昇しました。一方、一
部アジア圏の株式市況は、香港でのデモ活動の激化や米中貿易摩擦
への懸念等から、小幅な上昇にとどまりました。 1月下旬以降は、
中国で確認された新型コロナウイルスの感染拡大への懸念から、ア
ジア圏の株式市況はおおむね下落しました。さらに 2月下旬ごろか
ら 3月下旬ごろにかけては、欧州や米国などでも新型コロナウイル
スの感染が拡大したことを受け、世界の株式市況は大幅に下落しま
した。その後 8月末にかけては、欧米における新型コロナウイルス
の感染状況にやや落ち着きが見られたことや各国の大胆な景気刺激
策や経済活動再開期待、新型コロナウイルス治療薬開発への期待な
どを好感し、各国の株式市況は上昇しました。 9月に入ると、高値
警戒感や欧州での感染再拡大による行動制限を嫌気したことなどか
ら、米国ハイテク株や欧州を中心として各国の株式市況は下落基調
へと転換しました。しかし2021年末にかけては、米国大統領選挙に
おいて民主党のバイデン氏が事前予想通りの当選確実となって選挙
に対する不確実性が後退したことや、米国での大規模経済対策など
の政策期待、経済活動正常化期待などから、各国の株式市況は大幅
に上昇しました。一方、中国株式市況や香港株式市況については、
中国での規制強化や中国の大手不動産会社の債務問題等を受け、軟
調な展開となりました。2022年に入ってからは、アジア圏の株式市
況では堅調な推移をする国もあったものの、米国の利上げに対する
懸念などから、米国グロース株を中心におおむね軟調な展開となり
ました。

○米国短期金融市況
当ファンド設定時より短期の国債利回りは上昇しましたが、その

後2018年10月ごろから当ファンドが最後に米国短期国債の組み入れ
を行っていた2020年 1 月ごろにかけて、金利は低下しました。

○国内短期金融市況
日銀のマイナス金利政策の影響により、短期の国債利回りはマイ

ナスで推移しました。
◆信託期間中の運用方針

主として、独自の計量モデルを用いて、世界の株価指数先物の中か
ら、下降トレンドが相対的に強いと想定されるものを選定して売建て
ることにより、信託財産の成長をめざして運用を行います。
また、米国国債および日本国債に投資し、為替変動リスクを抑える

ため、外貨建資産については為替ヘッジを行います。
◆信託期間中のポートフォリオについて

独自の計量モデルを用いて株価指数の値動きを推定し、下降トレン
ドが相対的に強いと考えられる銘柄を選び、毎月月中に入替えると同
時に日本国債を組み入れました。
また、為替変動リスクを抑えるため、外貨建資産については為替

ヘッジを行いました。
◆ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■ 1万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 14円
（先物・オプション） （ 14） 
有価証券取引税 ―
その他費用 6  
（保管費用） （ 0） 
（その他） （ 6） 

合　　　　　　　計 20  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況
　最終期末における有価証券等の組み入れはありません。

（2021年 4 月16日から2022年 2 月17日まで）

銘　　　　柄　　　　別 買　　　　　建 売　　　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

外
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

株
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
式

百万円 百万円 百万円 百万円
FTSE TAIWAN INDEX（シンガポール） ― ― 2, 734 3, 540 
SGX NIFTY 50（シンガポール） ― ― 6, 034 6, 157 
MSCI EMGMKT（アメリカ） ― ― 839 871 
NIKKEI 225 （CME）（アメリカ） ― ― 5, 279 5, 246 
SPI 200 FUTURES（オーストラリア） ― ― 1, 735 1, 758 
HANG SENG IDX FUT（香港） ― ― 1, 475 1, 584 
HSCEI FUTURES（香港） ― ― 8, 673 8, 528 
MINI H-SHR IDX FU（香港） ― ― 191 191 
FTSE 100 IDX FUT（イギリス） ― ― ― 831 
SWISS MKT IX FUTR（スイス） ― ― 105 915 
FTSE/JSE TOP 40（南アフリカ） ― ― 2, 062 2, 002 
IBEX 35 INDX FUTR（スペイン） ― ― 2, 721 2, 751 
FTSE/MIB IDX FUT（イタリア） ― ― 1, 742 1, 771 
DAX MINI FUTURE（ドイツ） ― ― 102 99 

（注）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
公　 社 　債

（2021年 4 月16日から2022年 2 月17日まで）
買　付　額 売　付　額

国 

内

千円 千円
国債証券 2, 251, 819 2, 324, 001 

（ 1, 038, 000） 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。
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世界株式トレンドフォロー LS 戦略（FOFs 用／適格機関投資家専用）

■投資信託財産の構成
2022年 2 月17日現在

項 目 償 還 時
評 価 額 比 率

千円 ％
コール・ローン等、その他 926 100. 0 
投資信託財産総額 926 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年 2 月17日現在

項 目 償 還 時
（Ａ）資産 926, 225円

コール・ローン等 926, 225  
（Ｂ）負債 ―  
（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 926, 225  

元本 1, 367, 642  
償還差損益金 △  441, 417  

（Ｄ）受益権総口数 1, 367, 642口
1 万口当り償還価額（Ｃ／Ｄ） 6, 772円42銭

＊ 期首における元本額は3, 086, 323, 969円、当作成期間中における追加設定元本額
は4, 082, 311, 752円、同解約元本額は7, 167, 268, 079円です。
＊償還時における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　世界株式トレンドフォロー戦略ファンド（ロング・ショートコース） 1, 367, 642円
＊償還時の計算口数当りの純資産額は6, 772円42銭です。
＊償還時の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は441, 417円です。

■損益の状況
当期  自 2021年 4 月16日  至 2022年 2 月17日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 405, 476円

受取利息 △  1, 220, 465  
その他収益金 16, 948  
支払利息 △  201, 959  

（Ｂ）有価証券売買損益 7, 775, 636  
売買益 41, 373, 068  
売買損 △  33, 597, 432  

（Ｃ）先物取引等損益 △  59, 484, 105  
取引益 571, 879, 508  
取引損 △  631, 363, 613  

（Ｄ）その他費用 △  1, 867, 702  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  54, 981, 647  
（Ｆ）前期繰越損益金 △  767, 209, 911  
（Ｇ）解約差損益金 1, 923, 516, 393  
（Ｈ）追加信託差損益金 △  1, 101, 766, 252  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） △  441, 417  

償還差損益金（Ｉ） △  441, 417  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2021年 4 月16日から2022年 2 月17日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
994 国庫短期証券  2022/5/20 400, 441 1002国庫短期証券  2022/6/20 400, 288 
1002国庫短期証券  2022/6/20 400, 441 994 国庫短期証券  2022/5/20 400, 246 
988 国庫短期証券  2022/4/20 400, 431 988 国庫短期証券  2022/4/20 400, 211 
1001国庫短期証券  2021/12/16 400, 181 1001国庫短期証券  2021/12/16 376, 063 
937 国庫短期証券  2021/9/21 250, 047 960 国庫短期証券  2021/12/20 319, 057 
980 国庫短期証券  2022/3/22 200, 183 980 国庫短期証券  2022/3/22 200, 082 
960 国庫短期証券  2021/12/20 200, 092 966 国庫短期証券  2022/1/20 200, 048 

952 国庫短期証券  2021/11/22 28, 002 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　最終期末における有価証券等の組み入れはありません。
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